7 


・ 六 


個 


596 の 3 に が し も ビエ 人 衝 。 必 
フ に ラビ に レビ ピ る 大 特 本 
し 2 に 人 


二 ざ か わら ば ん Im.2.4 「 更 太 郎 復 活 忠 念 特集 ] (85.9.77) ニー エー デニ ーー ニー ニニ テテ ーー ま 
第 1 回 水木 し げ る 年 度 別 出版 物 リ スト 

ゆ ぎ ざか わら ば ん 本 擬 続 水 林 じ げろ る 情報 1 (85.12.4 ぱ 9 デー ンー デデデ テー コラ そ デブ ビデ テー テー 4 

多 ざ ーー が か わら ぼん 27- 上 傾 迷 如 衝 硬 本 スス に (006200332 りあ 2 シク ラーク ラプ デン テテ 今生 5 

@ ざ ・ か わら ば ん No.3 0 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 アニ メ 放映 リス ト 」 (86.11.25.) ーー ニーーーーーー 6 

ざこ か わら ん 6 3 て 昌夫 施 下 イ 特集 (97.6.6- ラー ラン ンー の テラ クニ テニ デニー テー ニー 9 

あき と か が わら 司 ん 6 3 2.「 信 本 まん が 特 業 (87 02 し この ーー の ニッ ンジ ィ デビ 耶 


@ ざ ・ か わら ば ん No. 3 3「 最 新版 ゲゲゲ の 押 太 郎 TV ア ニ メ リ スト PART2」 (88.5.31.) 一 13 
ゲゲゲ の 鬼太郎 カー ド 集 


@ ざ ・ か わら ば ん No.3 4「 改 訂 版 水木 し げ る 年 度 別 出版 物 リ スト 」 (88.7.25.)-ー 一 ーーーーー 1 5 
@⑱ ざ ・ か わら ば ん No.3 5「 最 新版 ゲゲゲ の 抄 太 郎 TV エ ピ ソ ー ド 集 」 (88.9.10.)- 一 ーーーー 1 9 
・ ぎ ざか わら ば ん 3.6「 水 未 し も ザ る 最新 情報 189.2225 う 9 一 ーー ュー ニー ニー ニー デー ニー テー の に 
@ 鬼太郎 作品 絵 リ スト ーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 2 6 
@ 鬼太郎 作品 収録 単行 本 総 目 近 ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 2 9 
@ 鬼太郎 単行 本 収録 作品 リス トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー た と 3 0 
⑱ 増 補 改 訂 版 「 初 期 の 鬼太郎 」 (90.11.17.) ーー ニーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーー 3 2 


ざ ・ か わら ば ん No.2 9「 情 報 拡大 版 鬼 太郎 の 歴史 『 初 期 の 鬼太郎 』 (86.8.1.) と 
Noe3 2 「 貸 本 鬼太郎 (下宿 屋 ・ 寺 の 中 の ジョ ニー)」(87.9.15.) を 改訂 
2 が 後 の 水 水 ザ る 直 衣 物 サ スル ンー ニラ ョ ンク ニン ラン ンー シテ デン ーー ンション ンジ ラン ジー ンー テン 4 5 


ルミ 電 と ミ 」F そ と = 生ま セー 


ァ て デン ジー ララ レク ショ ジー 碧 クト 和議 の 人 ぢ 守 
間 と に ン こ まま ED: ち 間 間 


AE 坦 と べ こと 度 つま 1 ら も 
2 キッ ラージ シーラ レク ショ ショ 符 錠 上 記 生 の つら ァ ェ 
“フト ラド ルレ ロウ | る 9 

お いら は 、 水 木 し げ る の ファ ン で 、 出 版 さ れる 水木 し げ る の 本 は 、 全 て 買い あさ っ て い 
る 。 と ころ で 、 昨 年 あたり か ら 別 表 を 見 る よう に 再び 出版 物 が 多く な っ て き て いる 。 今年 
は 、 今 の と ころ 26 冊 で 全盛 期 の 50 年 の 40 剛 に は 、 か な わな い が 、 ま だ お いら の 知り うる 今 
後 の 出 版 予 定 と し て 9 民 は 、 あ る の で 合計 35 冊 以上 に な る の で は な いか と 思わ れる 。 ま さ 
し く 一 時 静か に 潜航 し て いた 水木 ブー ム も 嬉し い 事 に 水面 下 か ら 再 浮 上 し つつ ある の だ 。 
ビデ オ 界 を 見 て も あの 懐か し い 『 悪 麻 く ん 」 が 全 7 巻 と し て 発売 され 、 さ ら に 「『 妖 怪 大 作 


戦 ・ 河 童 の 三平 」 も 8 月 まで で 3 状 ま で 、 そ し て アニ メ の 「『 ゲ ゲ ゲ の 償 太 郎 」 が 旧作 が 2 
巻 ま で と 予告 編集 の 『 鬼 太郎 ゲ テ フ ィ テ ィ 』 が 、 新 作 は 、 1 巻 ま で 発売 され て 今後 も 続 湊 
の 予定 で ある そう な 。 ま た 、 丁 V 界 を 見 て も 8 月 に 月 曜 テ レビ ラン ド で 13 年 ぶな り に 「 児 大 
地 」 が 実写 版 と な っ て 復活 し た 。 さ ら に 、 こ の 10 月 か ら 待 望 の 3 回 目 の ア ニ メ 版 『「 ゲ ゲ ゲ 
の 叔 太 郎 」 の 放映 が 決定 し て いる 。 レコ ー ド 界 に も キン グレ コー ド で シン グル 版 『 ゲ ゲ ゲ 
の 鬼太郎 」, し P で 『 悪 魔 くん 」, 「 水 木 し げ る の 映像 世界 』」 さ ら に 『 実 写 版 ゲ ゲ ゲ の 上 朱 
太郎 」 が 発売 され る 。 ま た 、 プ ラ モ デ ル に も 水木 し げ る の 妖怪 シリ ー ズ が 登場 し て 『 叔 太 
郎 」 を は じ め 『 子 泣き 谷 』」『 砂 か け ば ば あ 」 な ど が で て いる 。 水木 ファ ン と し て は 、 マ ジ 
に 嬉し い 気持 ち を か くせ な い ウ ッ ホ ホー イ 。 (ほとん ど 基 所 の 家伝 に な っ て し まっ た 。) 


① 水 木 し げ る 作品 集 ( 青 林堂 S44) ② 水 木 し げ る の 雨 月 物語 (47) 水木 し げ る の 妖怪 事 
典 66) ④ 水 木 し げ る 集 (双葉 社 S45)⑤ 水 木 し げ る 集 ( 筑 麻 書房 S44)⑥ 総 員 玉砕 せよ !!(S 
48) ⑦ 菜 場 の 鬼太郎 1 ・ 2 (44)⑧ 狂 気 の 戦場 (67)⑨ 新 選 組 風雲 録 (63)⑲ 慕 説 近藤 勇 (47)⑩ 
SF 新 鬼太郎 (55)⑬ 水 木 し げ る 人 怪奇 短編 集 (46)⑬ ふ る さと の 妖怪 考 (49)⑲ 水 木 し げ る の 不 思 
議 旅行 63) ほんま に オ レ は アホ や ろか (53)⑯ の ん の ん ば あと オレ (52) 


次 水木 し げ ける サン コミ ックス ・ シ リー ズ ( 朝日 ソノ ラマ 社 ) 

① 猪 又 (43)⑧ 日 本 庁 人 伝 (43)⑬ 死 者 の 招き (42)④ 怪 奇 死人 帳 (42)⑤ 一 陣 の 凡 (43)⑥ 虹 の 国 
アガ ル タ (46)⑦ 上 鬼太郎 の ベト ナム 玉 記 (44)⑧ 悪 麻 く ん の 冒険 (46)⑨ 妖 怪 水車 (46)⑩ 河 童 の 
三平 全 4 (45)⑪ 天 井 哀 の クモ (52)⑲⑫ 奇 人 変人 伝 (52)⑬ 幽 圭一 家 (53)⑭ 迷 路 (54)⑯ ぼ けっ 
と まん (54).⑯ 剣 宣 と ぼたもち (56) ⑩⑰ 沙 第 王 (55)⑱ ボ ヤ 鬼 (566)⑲ 目 ひと つの 神 (56) 一 番 病 
(56) 〇 巻物 の 怪 (56) 


⑨ 復 刻 版 鬼太郎 夜話 全 4 巻 (67)⑧ 復 刻 版 水木 し げ る 初期 作品 集 (地獄 の 水 , 怪 恥 ラバ ン 
怪 庁 猫 女 , ロケ ッ ト マ ン (処女 作 ) ) (55)③ 河 音 千 一 夜 (51)④ 新 ・ 雨 月 物語 (51)⑧ 河 意 褒 
(45)⑥ 義 神島 (48)⑰ 千 年 王国 全 3 巻 (65)⑧ 麻 女 そ モン ロー(51)⑨ 耳 な し 芳 一 (50)⑩ 東 海道 四 
谷 怪談 (49)⑩ 死 神 大 戦記 上 下 (49) 


抱 鬼 太郎 シリ ー ズ 
⑦ 講 談 社 コミ ックス 版 全 9 巻 (43 44) ④ 虫 コミ ックス 版 全 8 巻 (47 て 48) ③ サ ンコ ミッ 
クス 版 全 12 若 (560)④ 小 学 巻 文庫 版 全 8 北 (51 て 53) 復刻 版 サ ラ 文 旧 版 合 (51) 


光 ( ) 内 の 年 度 は 出版 物 の 発行 年 度 を 示す 。 な お 、 年 号 は 、 い ずれ も 昭和 を し めす 。 
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水木 し げ る 虹 作 集 0 コ タビ .MS デ 偽 語 つ う 
水 小 し げ る 上 作 集 ⑨ ヨ ミネ の つう 邊 衝 

水木 し げ る 保 作 集 ③ 合 9 の を と ルレ ナー え AKA 
水木 し げ ける 供 作 集 の 2 低 ら の サイ ィ イブ 
水木 し げ る 保 作 集 ⑨ <z 駅 1 守 
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カラ 一 有 版 聞 告 計 う の うめ は ンド JEG め 
カラ ー 同 導 あう の つの は に 瑞 3<3③ う 
カラ ー 過 癌 生 う めい は だ 2 で ⑤ 
カラ ー 版 光生 の つう っ 85 くめ 
カラ ー 同 塾 3 どう 4 ンド J5 で の 
! 旭 まま ロ 4 6 3 

くん 復活 コー 生 ほ =E 引く ③ う 
くん 復活 ロー に ヨ = 上 E 計 く ⑧ 


人 


は 1 
ッ ト ド 
ッ 2 ミ > ド 
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クマ クイ クイ の う ボン に 叶 る 肖 血 木 の 姜 
カラ ー 同 年 まあ う の うり ルン に 2 く 8 う 


コダマ プレ ス 社 
コダマ プレ ス 社 
東 考 社 
彰 H ソ ノラ ィ 社 
東 考 社 
朝日 ソノ ラマ 社 
東 考 社 
東 考 社 
東 考 社 
時 考 社 
東 考 社 


5 月 10H 
1 月 5H 
10 月 10H 
昌 月 10 昌 
11 有 20 員 
12 月 10H 
12 月 
12 月 
12 月 
12 月 
12 月 


サン コミ ックス 
サン コミ ックス 
IOHERUN COHICS. 


まん が スト ー リ ー 
サン コミ ックス 
サン コミ ックス 
讃 衣 社 コ ミッ クス 
サン コミ ックス 

騙 社 コ ミッ クス 


間 H ソ ノラ マ 社 
朝日 ソノラマ 社 
東 考 社 


朝日 ソノ ラッ 社 
朝日 ソノ ラマ 社 
便 旋 社 

彰 H ソ ノラ マ 社 
講 庶 社 
少年 画 報 社 


クタ テク タイ クイ テ の う は > ンド SE くう ーー く 83 う 
た 1 5 多 介 合 

ラッ k ン ドレ の "る 月 多 き 谷 
Si22 エ ) が 3 是 を つか みそ こね る 労 
クイ クイ クイ の う が ルン に 1 は 作 ほ ーー る 全 
クタ テク イク テ の っ ルー に 5 る 一 3 人 
ク デ テクテク テ の つ が は に 時 13 妖 怪 大 戦争 の 介 
Hz3 玉 11 4 3 


A 5 上 製 韻 人 
サン コミ ックス 

購 恋 社 コミ ックス 

アク ショ ンコ ミッ クス 
B5 版 

カラ ー 版 人 気 滋 画 陣 作 首 
同上 


サン コミ ックス 
銘 判 ・ 上 製 条 入 

サン コミ ックス 

A 5 判 上 製 責 和信 

サン コミ ックス 

サン コミ ックス 

漫画 アク ショ ンコ ミッ クス ⑲⑬ 
ホリ デー コミ ックス 

A 5 判 上 製 山 人 

カラ ー 版 人 気 マ ン が 人 作 周 


ジャ ンプ コミ ックス 
ジャ ンプ コミ ックス 
サン コミ ックス 
ジャ ンプ コミ ックス 
サン コミ ックス 
サン コミ ックス 


筑摩 
彰 ヨ ソノ ラマ ィ 社 
縛 誠 社 
如 葉 社 
育 林 党 
講 誠 社 
講 扶 社 


朝 H ソ ノラ マ 社 
彰 昌 ソノラ ィ 社 
紀 H は ソノ ラマ ィ 社 
表 葉 社 

彰 昌 ソノ ラマ 社 
釧 晶 ソノ ラマ 社 
双葉 社 
実 菜 之 日 本 社 
筑 麻 害 有 記 
講 雇 社 

講談 社 

講談 社 

講話 社 

講談 社 


大 映 (|) 家伝 8 


2 月 28H 
7 月 19H 
10 月 15H 


4 月 1H 
5 月 10H 
5 月 
6 月 10 晶 
1 月 


不 骨 
不明 


7 月 5H 
10 月 28H 
2 月 10H 
8 月 1H 
12 月 15H 
12 月 24H 
12 月 24H 


1 月 27H 
1 月 2 日 
2 月 20H 
3 月 1 日 
4 月 1H 
4 月 27 員 


9 月 1H 
日 月 10h 


12 月 2511 
2 月 14 昌 
4 月 28H 
不明 
不明 
11 月 28H 


集 敵 社 
集英社 
留 は ソノ ラマ 社 
集英社 
朝 H ソ ノラ マ ィ 社 
朝 昌 ソノラマ 社 


志和 り 裕 く スン 


回 六 判 ・ 上 規 曲 入 筑 麻 吉羽 270 
同上 筑 麻 潮 万 29 
同上 筑 隊 害 朋 274 

サン コミ ックス 表 ロ ソノ ラマ 社 | 236 

サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 | 231 

埋 画 サン デー 居間 B5 判 実 芝 日 本 社 294 

別 財 ベ スト コミ ッ ク ③ 虫 プ ロ 商 帯 13 

カラ ー 版 人 気 マ ンカ 作 遂 靖 社 230 

A5 判 実 双 之 日 本 社 287 

虫 コ ミッ クス 貝 プロ 商事 222 一 240 

A4 判 水木 プロ 50 

A 4 判 上 製 責 入 番 町 普 記 119 

COM コ ミッ クス 別 財 A5 判 | 虫 プロ 商事 522 

ベス トコ ミッ クス 12・1 月 合併 号 虫 プロ 商事 320 

べ ベス トコ ミッ クス 2 ・3 月 合併 号 虫 プ ロ 商事 305 

別 財 ベス トコ ミッ ク ③ 虫 プロ 商事 113 

漫画 アク ショ ンコ ミッ クス B6[ 双葉社 316 

A 5 判 上 製 玉 馬 波 社 354 

A 5 判 上 展 函 入 限定 8008 北 冬 普 選 不明 


1 月 31H 
2 月 31H 
3 月 25H 
3 月 31H 
4 月 10H 
5 月 15H 
1 月 25 晶 
7 月 

1 月 

8 月 10H 
9 月 1 日 
9 月 28H 
2 月 25H 
2 万 Z4H 


3 月 


3/30-8/20 


1 月 1 日 
1 月 31B 
12 月 5 日 
1 月 1H 
3 月 1H 
1 月 25 昌 


6 月 1 日 
8 月 8H 
8 月 


日 4 9 生 モ 


メ ょ ェ ン ンー で も 1T 則 
ME が チ T2C1 ネ 本間 突 
ダビ ネ申 プ に 時 己 て コー) 
少 ビ ネプ に 作 展 講 己 で だ う 
さぶ こる きこ と の 妖 層 考 
如 ま 5 O ま E 
タデ クダ ク テ の 紅玉 表 5 人 1 2 須 き 


小学 魚 入 門 百 科 シ リー ズ 32 小学 館 


学研 劇 商 文庫 ・ 日 本 の 妖異 BG 判 | 学研 250 
学研 貞 画 文 上 ・ 日 本 の 妖 界 B6 判 | 学研 250 
学研 尉 商 文 放 ・H 本 の 刀 異 B5 判 | 学 匠 250 
A5 判 じゃ こめ っ て い 油 版 230 


5 月 1U 
6 月 1 日 
9 月 5 日 
12 月 *B 
昌 月 12H 


サン コミ ックス 彰 昌 ソノ ラッ 社 221~242 2/28~10/15 350 
MEM 婦 た 衝 届 会 B 5 雇 形 判 読売 新聞 福 214 | 3 有 カ 25H | 2000 
イヒ . 早 展 井 文庫 1 文 放 判 限定 500 部 | 東 考 社 148 | 4 月 15H |600 
TEIH も 1 欄 井 文 閣 3 文庫 判 限定 500 部 | 東 坦 社 132 1 4 月 15H 1600 
ス 、 ぁ M 空 - 信 洒 つう 5 桜井 文庫 2 文 冊 判 限 定 500 部 | 東 考 社 148 | 4 月 I5H |600 
に ボド し レヴ る も の お イセ け EE 全 1 O 吾 き A 5 判 上 製 雨 入 弥生 連 記 78 | 4725<77311 680 
コ み F レデ デ ーー 学研 劇 両 文庫 ・ 日 本 の 妖 備 06 判 | 学研 182 | 7 月 20H |500 
4 は 6 ご る お 父 き の ん の 設 記 四 六 判 エッ セイ 河出 習 房 新 社 182 | 7 月 ネネ 間 
すす 朱 放 つう 人 を 百 桜井 文庫 7 文庫 判 限 定 500 分 | 東 老 社 144 | 7 月 30 昌 600 
ゴー マニ ネリー 和 餅 挟 桜井 文 上 5 文 席 判 限定 500 部 7 月 30H 145 1 7 月 30H |600 
オォ っ づみ TB 欄 井 文庫 6 文 上 判 限定 500 記 | 東 考 社 147 17 月 30H |600 
の っ ノレ の スレ ン ( ギ あ う ターン ン で ざ の > た A 4 判 上 吉 文 研 出 版 30 1IO 有 月 IB 「960 
介 月 書房 版 ZTT の 王 和 z 8 展 井 文 馬 8 15 限 定 600 部 東 考 社 70~141 10715 て 12/1 600 
如 本 5 』 ま スモ 
7 テ の つう 52 る ろ モ イタ 四 六 判 汐 文 社 96^220 2/p マ 2/oo| 480 
プ の バレ と だ オイ 買 共 ) 衝 くく フレン で つう パワ ァ コ ミッ クス 双葉 社 187 1 3 月 10 は [350 
プ の バ スレ と デオ て 四 藤 ) く スン < の パワ ァ コ ミッ クス 表 葉 社 193 | 4 月 10H | 350 
3 衣 り 及 遇 ほ )S く プレ くら サラ プレ ッ ト 文 訪 ・ 文 庫 判 二見 演 記 204 | 3 月 12H 260 
も 宙 放り 作 肥 所 和議 く スン < や サラ 文 上 二見 避 記 204 | 3 月 12H 260 
7 六 り 嘱 友 げ 表 の 三 z で つ サラ 文 成 207 | 3 月 12H | 260 
そ 生 数 反 写 の つ IE で る っ サラ 文 成 207 | 3 月 20 日 360 
和良 本 て の 2 で や サラ 文庫 205 | 3 月 31H ] 260 
3 炊 り 太り の っ デポ そく 3 う サラ 文庫 ニニ 見 午 骸 204 | 3 月 31H 200 
字数 り 硫 あ お 論 中 ま に SE くら サラ 文 上 二見 書記 271 | 3 月 20B 290 
347 表 り 人 ポ 友和 区 あお) は に 居 5 く め サラ 文 地 二見 吾 記 262 1 3 月 20H |290 
と いた 2 けた 2 こと りあ ント 3 ぐ : う 】 サラ 文 上 二見 剖 月 166 | 3 月 20H |250 
ニー ィ に モモ 人 3 を S 四 六 判 汐 文 社 195^20| 3715<471 | 480 
あま 朋 の GO 叔 太 郎 の 城 生 小学 館 文庫 小学 委 220 | 4 月 20H | 290 

よ あ ) の つう メード 寺 2 くめ 大 海区 小学 館 文 上 小学 館 212 | 4 月 20H | 290 
3 あう の うり は ンド 2 や 肖 血気 エリ ー ト 小学 食 文 記 小学 館 220 ] 4 月 20H | 290 

※ 五 月 多き 香 ゴラク コミ ックス B65 判 日 本 文革 社 286 [4 月 10H [500 
の ノン ン レン の ン ン (まあ お (まけ ば は どど ほう A 4 判 上 製 文 研 出 上 30 | 4 月 20 は | 960 
リナ ニーーー と ゴラク コミ ックス B6 判 本 文芸 社 | 254 17 月 OH 1500 
ヌ し し と ヽ 間 谷 の つつ 1F 諸 談 社 洪 画 文庫 尋 談 社 188 | 6 月 1H 240 
妖 し の マリ リン ・ モ ン ロ ー) 才 プーー ビ ンコ ーー TOEN COHICS.B6 判 排 財 寄 記 231 110 月 1H |480 
向 し づつ に ンコ る 9 コテ パワ ァ ー コ ミッ クス 台 葉 社 202 1 月 10H | 350 
HH 刀 本 5 2 3 ビ 
の ノレ の の ノン レン (だめ あ と ゴ レレ 四 六 判 上 製 エッ セイ 融 麻 書記 249 1.10 月 25H 1200 
天球 の ググ 二 サン コミ ックス 彰 H ソ ノラ ッ 社 | 202 12 月 10H | 350 
水木 し ずる 幻 皿 と 履 育 の 理生 サン コミ ックス 久 B フ ノラ ッ 社 | 216 | 12 月 350 
送電 の つの ンド IE③ つ 貞 休 人 小学 鉛 漫 両 文久 小学 侵 222 | 8 月 20H | 290 
1 ま ロ 5 3 
水木 し げ る 幻想 と 怪 育 ⑨ 四 色 還 時 静 女 サン コミ ックス 章 H ソ ノラ マッ 社 | 224 | 2 月 28H 350 
友和 系 上 ) 恥 し 究 金 表 導 を つか みそ こね る 男 A5 判 上 製 新人 物 福 来 社 521 | 5 月 1H 1800 
ン く うほ ミイ で 1 己 桜井 文 上 18 限 定 6008 東 孝 社 136 | 5 月 15H | 600 
し いう 桜井 文 記 9 限定 600 癌 東 考 社 128 | 5 月 5 | 600 
で 全 月 す 江 桜井 文庫 20 限 定 600 部 東 考 社 96 | 5 月 600 
婦 大 相 生 CEE 誠 6 語 ] 1 円 小学 館 人 門 杏 科 シ リー ズ 76 小学 館 1811 8 用 490 
トード レビ る ちの 下 A 8 条 が B6 判 サン ケイ 出版 230| 9 月 8H | 800 
(キス レン まま (ニコ ゴー レル エー トー や ちの ょ の び ぴの び ぴ 人 仁 給 四 六 判 エ ッ セ イ | ポプラ 社 222 | 9 月 900 
を あう の つ えー に 愉 は くめ 障 麻 経 旧 小学 銀 温 両 文庫 小学 侵 222 | 1 月 20H | 290 
聞 生 且つ まっ に 長 ほ < ひ で り 神 小学 館 漫画 文庫 221 | 4 月 20H 290 

あり の う ミン に JRE で の 妖怪 反物 小学 委 漫 商 文 上 小学 遂 219 | 6 月 20H | 290 
5 の つ まえ フ に 長 I* く おう 妖怪 大 坊 判 小学 侵 漫 画 文 旧 小学 侵 246| 9 月 20H | 330 

ヨコ 玉 ロ 5 4 に 
水木 し げ る 急 邊 と 怪 育 の S 失 各 サン コミ ックス 剖 晶 ソノ ラッ 祉 | 2191 3 月 15 は 350 
水木 し げ る 幻想 と 怪 育 ⑨6CEE (けつ と 計 フ レン サン コミ ックス 彰 昌 ソノ ラッ 社 [ 225| 4 月 15H 350 
女 天 1 生 1 O OO 勿 計 人 小学 錠 入 門 杏 村 シ リー ズ 88 小学 館 184 | 4 月 30H 490 
イヒ の っ な し 桜井 文 旧 1 限定 600 部 東 考 社 133 | 9 月 20H | 600 
5 を 8 突如 ゴー 1 東 考 社 133| 9 月 20H | 600 

交 衝 ぎ き 用 1 東 考 社 凍 196 | 9 月 20H | 600 

H 召 証 ロロ 5 5 まま 下 

水森 しげ る の お ば け 学 校 0 ヨ > に お きす 章子 天 放 ラーーー ポプラ 社 | 6 月 680 

水森 しげる の お ば け 学 校 @ て 9 つつ オ と し ヽ る で 氏 ほ ポプラ 社 1 | 6 月 680 

婦 天 4 生 グ イ 玉 可 乱 ビ て ノレ 小学 仙 入 門 各 科 シ リー ズ 101 小学 節 1801| 7 月 490 
見 ま フ に 表 ほ た た ラレー で も スス 、 目 中 小学 館 入 門 百 科 シ リー ズ 102 Y 180| 7 月 31H | 490 
S 系 - ュー に る マイ コミ ックス A5 判 上 刷 1 昌 社 8 月 1H 980 

人 本 コミ ロキ ! 漫 南 ゴ リラ 準 位 3 号 B5 判 オハ ヨー 出版 580 

一 主 ク ー ニ ャ ン 奴 旨 AV エー ス フ ァ イプ コミ ックス オハ ヨー 過 680 


っ 


は に 相 の っ 1LE ヨタ イヒ ( ナ が で 生 G う パワ ァ コ ミッ クス 静 六 社 200 | 日 月 10 | 350 
RE の 1 刺 お イヒ けが kt 行 -⑤ パワ ァ コ ミッ クス 表 蓄 社 182 1 12 月 10H | 350 
水木 し げ る の お ば け 学 校 つ ファ フレ ーー・ トー レイ と お (に 7 も ナ - 呈 - A 5 判 貞 ポプラ 社 HH1 | 8 680 
水木 し げ る の お ば けり 学校 の > に だ てけ 当 = モ 皇 プ に 各 侍 > A5 判 貞 ポプラ 社 11 | 12 月 680 
水木 し げ る 謙 及 作品 貸 の ロ デ テン トマ ジン 出 野 書店 凶 啓 シリーズ 第 一 弾 | 中 野 再 店 127 12 月 25H 信 9800 
水木 し げ る 初 基 作品 集 の #L 狼 天 の ウフ に 同上 127 
水木 し げ る 初 則 作品 集 ③ 和 41 秒間 テラ マン 同上 127 
水木 し げ る 初 天性 品 集 の 3 病 記 同上 128 
1 如 誕 H 5 6 会 ほ 
水木 し げ る の お ば け 学 校 @ 必 iL チー ラン ラン 5 判 上 製 ポプラ 社 中 | 5 月 680 
水木 し げ る の お ば け 学 校 6⑥ 3 まほ へ 移 L 二 3 に きけ - 当 李 交 A 5 上 製 ポプラ 社 HH | 8 月 580 
涼し ける の 妖 4 朱 FM 東京 人 出 版 210| 9 月 10H | 2200 
水木 し げ る 幻想 と 怪奇 ⑥ 疫 り 窒 生 と (また や ち サン コミ ックス 朝日 ソノ ラッ 社 176 | 9 月 30H 350 
水木 し げ る 幻想 と 任 育 の の 宇 る ヨミ サン コミ ックス 彰 日 ソノ ラッ 社 182 | 9 月 30H | 350 
水木 し げ る 幻 四 と 怪 育 ⑥ 3 ミ コー は サン コミ ックス 電 ロ ソノ ラッ 社 | 183|」0 有 200 | 350 
水木 し ずる 幻想 と 公 育 ⑨1 謀 て と ーー つの ゃ 中 サン コミ ックス 朝 H フ ソノ ラッ 社 | 1911 10 月 20H | 350 
うだ RE の イヒ チ 方 生 て や 100 て ん ラン ドコ ミッ クス 双葉 社 200 | 1 月 OU 1 370 
1 は 晶 の 妖 愉 1 00 庄 小学 館 人 門 折 科 シ リー ズ 119 小学 館 180 | 11 月 10H 490 
水木 し げ る 幻 走 と 尾 育 一 一生 計 サン コミ ックス 朝日 ソ ノラ ィ 社 191 | 日 月 10H 350 
水木 し げ る 名 皿 と 尾 育 0⑪ 保 褒 中 勿 の 41 生 サン コミ ックス 彰 H ソ ノラ ッ 社 | 190 | 遇 月 6 は | 350 
まほ の イヒ ( ナ が 行く や 100 て ん ラン ドコ ミッ クス 双葉 社 182 | 11 月 24H 370 
リ 可 素 ロ 5 7 和信 放 
うま 役員 策 ① 青 個 旧 と 猫娘 四 野 表 店 根 玄 シリ ー ズ 5 中 野 書店 176 1 月 25H 14800 
は 1 寺 は 用 滞 ② 地 大 の 了 歩 道 同上 同上 175 
は に 了 は 用 調和 水神 様 が 町 へ や っ て きた 同上 同上 153 
えー 大 2 た 衣 生 の 餅 の 中 の 雪 同上 同上 160 
オォ コ に も ナス を E エッ セイ 筑 際 講 有 227| 3 月 20H | 1200 
7 少 月 百 桜井 文庫 25 眼 定 600 朗 東 考 社 136 | 2 月 20H | 600 
1R 疾 の こえ の 人 桜井 文 旧 26 眼 定 600 部 東 考 社 134 | 2 月 30H 600 
婦 大 材 ト タ ビス 、 出 ほ 桜井 文 刻 27 限 定 600# 東 考 社 1361 2 月 30H 600 
本 入 本 JIU の っ 国 ! 欄 井 文庫 28 限 定 600 部 東 考 社 143 | 2 月 0 600 
3 付い の つう 対人 届け 誠一 午 員 玉座 せよ 1 一 オハ ョ ヨー 出版 350 | 8 月 2H | 980 
水木 し げ る の お ば け 学 校 の カー レッ ラマ の つう ご 水泳 大 旬 A5 判 上 上 製 ポプラ 社 lll| 6 月 680 
ボボ レビ も イイ sm 呈 3 穫 -・ テ レビ く ン シン アク ショ ンコ ミッ クス 静 蓄 社 238 | 10 月 24H | 650 
OCSE1IE): 巴 は 豆 本 限定 500 部 項 出版 44 | 9 月 20H | 2500 
水木 しげ る の お ば け 学 校 @ カ ーッ シッ の を 魔法 だ ぬき A5 判 上 製 ポプラ 社 ll | 8 月 680 
ント クビ .Mb そ 信 剖 つ 5 桜井 文 放 37 東 考 社 120 1 10 朋 31B | 600 
あら あっ 31 果 桜井 文庫 38 東 考 社 128 | 10 月 318 | 600 
+ 山 狗 が を レ 桜井 文 N039 東 考 社 136 | 10 月 31H | 600 
よし いし レレ よ の の 衣 滞 桜井 文 上 0 東 考 社 136 | 10】3IH | 600 
回生 5 8 3 た 
れれ 末 守護 E フレ イマ や > の 中 相 小学 餅 人 門 百 村 シ リー ズ 126 小学 銀 180| 1 月 1H 
水木 し げ る の お ば け 学 校 ⑨ 婦 天 生生 プ ベ 民生 A5 判 上 製 ポプラ 社 l | 2 月 
水木 し げ る の お ば け 学 校 ⑳ お (だ (チレ ネト ラジ A5 判 上 製 ポプラ 社 ll | 3 月 
ポポ レビ も の ああ の 1 は 選 ほ 基 4 174| 6 月 30B 
た 第 お も レレ ちっ | 小学 館 入門 笛 科 シリ ー ズ 138 | 小学館 1741 8 月 15H 
水木 し げ る の お ば せ け 学 校 0 ヨ *( だ (ナー イコ ロン レッ ゅ く A5 判 上 製 ポプラ 社 11 1 10 月 
水木 し げ る の お ば け 学 校 ⑫ ラジ ジコ ジー で 1 宙 選 A 5 判 上 各 ポプラ 社 111 | 12 月 
いす 1E4191 ほる 平和 漫画 シリ ー ズ 8 ほる が 社 370 10 月 15H 
定本 アデ ビー ボンテ > ーー 日 本 昌 全 放 上 前 ( 肉 ) ア ィ ベック 158] 12 月 22H | 950 
トー 中 玉 5 9 本 ほ ーー 
の 系 桜井 文 貞 29 東 考 社 128| 1 月 15B | 600 
Sg の の - サ イン 桜井 文 上 30 東 考 社 126| 1 月 j5H | 600 
$ り の ? 守 と し た 懲 A 桜井 文 上 31 東 考 社 - 12T| 1 月 15H 600 
は 護 に 和輝 札 桜井 文 上 32 東 考 社 188| 1 月 I5H | 600 
り 3 の っ 王 - fzCD サン ウイ ドコ ミッ クス 絹 BB ソ ノラ ッ 社 | 307| 5 月 31H | 570 
本 誠 の う 2 くめ サン ワイ ドコ ミッ クス 彰 昌 ソノ ラッ 社 | 289| 6 月 25H | 540 
げす T て の つう 王 . ミ Iz く 3③) サン ワイ ドコ ミッ クス 彰 時 ソノ ラッ 社 | 285| 7 月 209 1 540 
8 縮 く スン ー( 考 = う サン ワイ ドコ ミッ クス 昌 ソ ノブ ラッ 社 | 4 日 | 6 月 25H 690 
ッ に ンド レロ ウ ” る の 4 抽 Jr 人 4 迷 S 河出 文 油 199~2d| 7 月 4 日 哲 360 
ラドー ンド て し ン の "や の 6 ・ 4 生 居 FJU A 5 変形 二 抽 210| 7 月 15H | 2200 
で ABLR 交 が 四 公 支族 206 | 7 月 10H 280 
クー クー グー の つ に SI くわ サン ワイ ドコ ミッ クス 396| 8 月 15H | 690 
婦 天 六 骨 メメ エ ブフ ン ーー も 目 号 小学 館 和 人 門 百科 シリ ー ズ 148 1801 8 月 1I5H 490 
婦 天 導 前 1 0O OM 勿 小学 銀 入 門 知 村 シ リー ズ 153 180| 9 月 14H | 490 
クーク イク の つう ボン に 衣 5 く あめ サン ワイ ドコ ミッ クス 405| 9 月 20H | 690 
クタ デ イク テク の つ に 表 ほ G や サン ワイ ドコ ミッ クス 409| 10 月 158 | 690 
クイ クーク の つう まっ に 居 15<② う サン ワイ ドコ ミッ クス 朝日 ソノ ラッ 社 | 405| 11 月 30H | 699 
クー クーク の つう 史明 CS サン ワイ ドコ ミッ クス 六 ヨ ソノ ラッ 社 | 392| 12 月 15H | 690 
1 紀 ロ H 6 0O 本 + 
ター クイ の つう まく の サン ワイ ドコ ミッ クス 380 | 1 月 18 は | 690 
水森 し げ る 短 出 梓 作 入 (怪異 骨 ) 相 和 妊 す 才 E 和 、 晶 紅 サン ワイ ドコ ミッ クス 前 B ソ ノ 394] 1 月 30 け | 690 
欠 諾 博 補 く プレ の つう 時 ブレ ンー で や ス 、『 可 小学 館 入 門 百 科 シ リー ズ 65 小学 館 182 1 2 月 10H 530 
タダ タタ の 異 寺 3 で の 償 太 郎 徐 話 ( 全 ) サン ワイ ドコ ミッ クス 彰 H ソ ノラ ッ 社 | 478| 2 月 28H | 750 
水木 し げ る 短編 障 作 集 (幻想 編 ) う 主 の 懲 ミ サン ワイ ドコ ミッ クス 前 ソノ ラッ 社 | 398| 2 月 28H | 690 


>k 未 レ の" る ちっ た 計 FJk 

ラッ ドコ し レ "る 2 8S Ti 

クズ クイ ク デ の うま ンド 15 く 83 う 旧 太朗 の お 化け 旅行 
水森 しげる 短 里 傑作 集 ( 風 引 ) に の ヽ た よし い 導 
ヒー ン ト ラテ ーー1 は の 0 表 六 補 
水木 し げ る 短 抽 保 作業 ( 誠 絹 ) 入 、TRi - 昔 F 
DE く スン デビ 人 ほ ビ 1 王 I<① や 

更 り 9 く スレ ニタ EE ほ H<④ 

水 本 し ぴる 短 鍋 條 作業 ( 不 思 城 需 ) タビ ヒネ の っ ヨミ 
ララ レ の" 名 の 主 有 .429 生 
は っ SAI5 の ラミ 國 則 よ tb 人 3 大 つ 、 
義人 - は - - よ 虹 ジ ョ ー ジ 岬 ・ 不 爽 

カラ ー 版 妖怪 まん が 思 兵 請 く ノン 

カラ ー 上 妖 公 ま ん が め & っ に 届 は 

タデ クイ ク の つう が ュ に 天女 た 人 E 生 プ に 9 を は 
栓 本 版 負 遇 二宮 や > うと ご さ スン の 前 衣 癌 
ラ に ンド し レ の る の 11F し 2 天 1 午 を JA 
カラ ー 版 妖 作 ま ん が 史 ミ フ に は の っ た 1 味 が を イ 生 で ① 
カラ ー 版 妖怪 まん が まっ 人 3 の っ た 4 生 が 人生 る 
ゲゲゲ の 多大 也 別 惹 タビ ネプ に 次 叶 己 て に) 
ゲゲゲ の 上 太郎 別 鈴 2 才 E ネ 中 プ に 部 六 き 己 て - ド ) 


菊 判 上 製本 

サン ワイ ドコ ミッ クス 

サン ワイ ドコ ミッ クス 

KC デラ ックス 16 

サン ワイ ドコ ミッ クス 

KC スペ シャ ル 143 

KC スペ シャ ル 144 

サン ワイ ドコ ミッ クス 

河出 文庫 

小学 館 和 門 理 科 シ リー ズ 171 
は ほる が 平和 吉 画 シリ ー ズ 25 
小学 館 入門 百科 シリ ー ズ 175 
小学 餅 人 門 百 村 シ リー ズ 176 
者 恋 社 ポケ ッ ト 百 杜 シ リー ズ 46 
上 上 製本 

A 5 変形 上 製本 
小学 館 人 門 百 村 シ リー ズ 177 
小学 餅 人 門 百 村 シ リー ズ 178 
サン ワイ ドコ ミッ クス 

サン ワイ ドコ ミッ クス 


彰 日 ソノ ラマ 社 
彰 昌 ソノ ラマ 社 
朝 H ソ ノラ マ 社 
朝日 ソノ ラマ 社 
縛 恋 社 
朝日 ノノ ラッ ィ 社 
講談 社 

庄 談 社 
朝日 ノノ ラマ 社 
河出 午 房 新 社 
小学 館 
ほるぷ ぶ 出版 
小学 館 

小学 館 

購 庶 社 

河出 書記 新 社 
東京 堂 出版 
小学 館 

小学 館 

彰 ヨ ソノ ラマ 社 
彰 日 ソノ ノラ ッ 社 


3 月 25 昌 
3 月 30H 
4 月 6 日 
5 月 25 日 
6 月 65 昌 
7 月 6H 
7 月 30H 
7 月 20H 
7 月 23H 
7 月 25H 
8 月 5 日 
8 月 5H 
8 月 26 昌 
1 月 30H 
1 月 25H 
8 月 26H 
8 月 26H 
8 月 30H 
8 月 30H 


〇 本 リス ト は 、 昭 和 41 年 か ら 昭 和 60 年 の 8 月 まで の お よそ る 20 年 間 に 出 版 さ れ た 水木 し げ る 
著書 に よる 出版 物 を 出来 る だ け 総 ざら いし た も の で ある 。 な お 、 昭 和 32 年 か ら 昭 和 40 年 ま 


で の 出版 され た 単行 本 は 、 い ずれ も 貸し 本 用 単 


行 


本 な の で 今回 は 、 除 外し た 。 た だ し 昭和 


41 年 で 一 部 貸し 本 用 単行 本 も 含め た 。 こ れ は 、 ほ と ん どー 一般 図書 と し て 本 屋 で も 売ら れ て 
いた の で 含め た 。 ま た 、 今 回 リス ト を 作る に 当たっ て 、 参 考 文献 と し て 『 別 冊 新 評 ・ 水 木 
し ば げ る の 世界 ( 全 特集 ) 」 (昭和 55 年 10 月 10 日 発行 ) 中 の 水木 し げ る 主要 単行 ホリ スト 14 
8 選 (伊藤 徹 ・ 編 ) か ら 昭 和 55 年 8 月 迄 を 利用 し た 。 そ れ 以 降 お よび その 他 は 、 自 分 で 収 
集 し た 本 を も と に 作製 し た 。 ちなみに 現在 古本 屋 な ど で は 、 水 木 し げ る の 古い 本 は 、 手 塚 
治虫 と 藤子 不二雄 ら の 本 に な らん で 高価 な 値 が つけ られ て いる 。 な お 、 本 リス ト 中 お いら 
が 所 有 し て いな いも の は 、 残 す と ころ 10 冊 ぐら いで ある が 、 こ の 10 冊 が 高価 で 手 が 出 な い 


の で ある 。 


前 回 の 訂正 

(① 年 度 = 出 版 表 
SS5 年 12 一 15 種 S57 年 12 一 14 種 小計 145 150 種 総計 269 種 一 274 竹 

づ 出 版 物 リ スト 

S47 年 劇画 ヒッ トラ ー は 3 月 1 日 発行 530 円 と 判明 

S55 年 妖怪 クイ ズ 百 科 じ て ん は 、54.12.31 発 行 の 誤り 。 

SS7 年 桜井 文 虐 37ー40 は 、S58 一 S59 の 誤り 


償 売 スト フン に ルン (人 る 診 幸 良 

さて 、 前 回 コレ クシ ョ ン シ リ ー ズ 番外 編 で 水木 し げ る 特集 を 組ん だ が 、 そ の 後 の 情報 を 
記す と 、 ま ず ア 了 アニメ 版 最新 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 』 は 、 現 在 (11 月 23 日 ) まで 7 話 まで 放映 さ 
れ て いる 。 タ イト ル を あげ る と 、 第 一 話 「 誌 の 妖怪 城 出現 ! 』 第 二話 『 鏡 じじ い 』 第 三 話 
『 ね こ 他 人 』 第 四 話 『 妖 怪 ぬ ぬら り ひ ょ ん 』 第 五 話 『「 グ ダイヤモンド 妖怪 輸入 道 』 第 六 話 『 地 
鍼 行き ゆう れい 電車 」 第 七 話 『 子 連れ 妖怪 ・ 磯 女 」 で ある 。 い ずれ も 水木 し げ る の 少年 マ 
ガ ジ ン 版 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 を 原作 と し て 脚色 を 加え て いる 。 特色 とし て は 、 叔 太郎 ファ 
ミリ ー す な わ ち 子 泣き 爺 い , 砂 か け ば ば あ , 一 反 木 綿 , ら の 出番 が 原作 に 関係 焦 く 多く な 
っ た 事 が いえ る 。 さ て さら に アニ メ は 、- 等 々 正月 に 劇場 版 が 公開 され る 事 に な っ た 。 さ て 
出版 物 に つい て は 、 最 新 リ スト を 御覧 の よう に 前 回 以後 『 ゲ ゲ ゲ の 上 鬼太郎 」 関係 を 中 心 に 
23 相 も 出版 され て いる 。 今年 出版 予定 の 作品 は 、 私 の 知る と ころ で は 、 あ と 7 世 は 確実 で 
ある 。60 年 度 は 、 す で に 49 種 、 前 回 予想 し た ご と く 50 年 の 40 種 を 大 きく 上 回 る 結果 と な っ 
た 訳 だ 。 さ て その 人 後 出版 され た 本 の 中 で 特筆 すべ き は 、『 新 ・ ゲ ゲ ゲ の 児 太郎 」 シ リー ズ 
で あろ う 。 コ ピー に と 「 全 国 オ ー ル 水木 ファ ン に 贈る 新 江 太 郎 シ リー ズ 登 場 ! 」 と ある が 、 
まさ し く 待 ち 望ん で いた 出版 物 で あっ た 。 鬼太郎 の 本 は 、 多 く の 出 版 社 か ら 色 々 な 版 形 と 
し て 出 て いる が 、 そ の 多く は 、51 年 以前 の 作品 ば か り で (即ち 少年 マガジン 版 の 昭和 40 年 
て 45 年 まで と 少年 サン デー 版 の 昭和 46 年 , 少年 アク ショ ン の 『 叔 太郎 の 世界 お 化け 旅行 』 
昭和 51 年 の 3 種 を 中 心 と し た 作品 ) 昭和 52 年 の 漫画 サン デー『 叔 太郎 挑戦 シリ ー ズ 』 全 24 
4P や 同年 53 年 まで 連載 し た 週間 実話 の 『 新 ・ ゲ ゲ ゲ の 此 太 郎 」 全 975P を し て 昭和 55 年 の 
DONDON に 載っ た 『 大 ボラ 叔 太 郎 」 全 28P, 同 年 56 年 の 少年 ポピー に 寺 っ た 『 雪 姫 ち ゃ ん と 
ゲゲゲ の 叔 太 郎 」 全 228P な ど は 、 ご く 一 部 を 除い て は 、 全 く 単 行 本 化 さ れ な か っ た 。 それ 
が よう や く 8 年 ぶり に 出版 され る の だ か ら 、 フ ァ ン と し て は 、 ま っ て た か い が あ っ た 訳 だ [ め 
(ちな み に 現 在 も 『 ゲ ゲ ゲ の 上 人 太郎 」 は 、 水 木 プ アロ に より 講談 社 の コミ ッ ク ・ ポ ボン ポン に わし の 本 箱 か ら 水 木 し げ る の 本 の 数 々 と 妖怪 ブラ モ 。 
連載 され て いる 。) 最後 に 妖怪 ゲラ モデ ル の 収 売 元 の ニッ トー が 潰れ て し まい 妖怪 シリ ー 3 * 
ズ も キジ ム ナ ー, と 白 坊主 で 打ち と め と な っ て し まっ た 。 残念 で ある 。 


〇 水木 し げ る の 
コミ ッ ク 本 の 数 々 


水森 しげ る と つげ 義春 の 本 。 


と ーー 


量 ーー cr 


〇 さて 、 今 後 水木 し げ る 情報 シリ ー ズ は 、「『 鬼 太郎 」 作 品 総 リス ト , や 『 上 鬼太郎 」TV 放 
映 作品 総 リ スト な ど を 載せ て 行き た いと 思っ て お り ま す 。 


の っ 多胡 きま オル メ テテ ラド ンー に (し ( デ る の 自生 リ ズ ネト 


第 美 拓 4 勾 ネ 土 
H 如 まま H6 O 年 
BE の つつ 侍 ス 、 桜井 文庫 43 限 定 1000 部 東 考 社 7 月 10 日 
3 は 1 へら くり 桜井 文 庶 44 限 定 1000 部 東 考 社 同 上 
六 弄 徹 上 ヒ 容 又 の つ 季 兵 天 り 桜井 文庫 45 限 定 1000 部 東 考 社 同 上 
uH 兄 オ つ っ す と た こ 本 寸 桜井 文庫 46 定 1000 部 東 考 社 同 上 
トク タデ ラ ザン の 紅 コ に 長 5 講談 社 X 文 慮 22-1 - 誠 談 社 9 月 15 晶 
クイ タブ クタ デ の つう 5 時 に 長く や 少年 マガ が ジン コミ ックス 瞳 談 社 9 月 18 日 
る ブタ ク デ テク の 囚 思 5< る > 同 上 閉 談 社 同 上 
タデ ラプ の" の 喝 天 長 <③> 同 上 講談 社 同 上 
と ほな な うえ 時 ビ 可 1 生計 失 サン ワイ ドコ ミッ クス 朝日 ソノ ラマ 社 9 月 30 日 
カラ ー 版 妖怪 まん が 絡 世 づつ に ンジ 年 紀 で や | 小学 侵入 門 百科 シリ ー ズ 185 小学 争 10 月 28 日 
カラ ー 版 妖怪 まん が 紅色 つこ ンジ 所 < つう | 小学 第 入門 百科 シリ ー ズ 186 小学 第 10 月 28 日 
テク デラ デ の つっ 5 に 長く や 少年 マガ ジン コミ ックス 講談 社 10 月 18 晶 
プク テク の つ 放 コ に 長く < 同 上 謗 談 社 同 上 

ーー ファ クー の つう フー に 胡 5 く ⑧ う 同 上 対談 社 同 上 
1 いき ラブ タク の 圭 買 < る 講談 社 X 文 冊 時 談 社 10 月 28 晶 
ント 計 計 ラブ ラーク の つう 紅 長 <③> 講談 社 X 文 庫 講談 社 10 月 28 日 
カラ ー 版 妖怪 まん が ? 可 二 の つう コテ くら 小学 餅 入 門 百 科 シ リー ズ 187 小学 館 11 月 1 日 
カラ ー 版 妖怪 まん が 7 ロ T 局 の つ ニテ くる > 小学 館 入門 百科 シリ ー ズ 188 # 小学 館 11 月 1 日 
地 ラブ クラ デブ ク テ の つう 郭 コ に 長 E で や KC スペ シャ ル 197 講談 社 11 月 6 日 
プク ライ ラー の っ 5 生玉 で の 少年 マガ が ジン コミ ックス 講談 社 11 月 18 晶 
クー クラ イク テ の つう りほ っ に 5<⑧⑤ 同 上 間 談 社 

クー ラブラ デビ の うう ユー に 藤 E<⑧> 同 上 壮 談 社 
女王 三 上 曲 本 瞳 談 社 11 月 15 日 


ラ に コドン (ずる 1 博幸 有人 生 の 3 


〇 さて 、 水 木 し げ る の 出版 物 は 、 ど ん どん 増え 別表 を 見 る よう に 昭和 41 年 以後 で 昨年 昭和 も ゴー ルデン ・ ウ ィ ー ク 用 に 「『 妖 怪 大 戦争 」 が 公開 待機 し て いる 。 ま た 、 昨 年 夏実 写 版 
60 年 は 、56 種 類 と 一 番 多 く の 種 類 が 発行 され た 。 た だ 難 を 言え ば 、 そ の 大 半 は 、 い ずれ も ゲゲゲ の 鬼太郎 」 を 放映 し た フジ テレ ビ の 月 曜 ド ラマ ラン ド で こん ど は 、『 悪 麻 く ん 」 が 
再刊 本 が 主流 で あり 、 比 較 的 近作 の 単行 本 へ の 収録 が 無い の が 残念 で ある 。 今年 は 、 出 版 復活 する 予定 と か 、 メ フ メ ィ ス ト は 、 ぜ ひ 潮 健児 で や っ て 貰い た いな て ( 旧 二 代目 メ フ 
され る 種類 は 、 減 る の は 、 目 に みえ て いる が 、 単行 本 未収 録 作品 の 出版 物 を 望み た い 。 と  , ィ スト を 演じ た ) 。 さ て 、 今回 の 資料 は 、 鬼 太郎 の 紙芝居 時 代 一 貸し 本 時 代 て 雑誌 時 代 の 
に か く 水 木 し げ る も か な り 年 を と りこ てこ 数 年 か ら 現在 に 至 まで 全く 漫画 の 新作 を 書か な く 全て の 作品 リス ト を 載せ まし た 。 な お 次 回 は 、 鬼 太郎 の 単行 本 収録 作品 リス ト を 載せ る 予 


な っ た で 、 今 だ 未収 録 に な っ て いる 作品 の 出版 を ぜひ と も 望み た いも ん だ 。 さて 、 = 方 定 で ある 。 また その 後 鬼太郎 の TV 公開 作品 リス ト ( 旧 , 新 , 最新 ,) を 載せ よう と 考え て い 
ニ メ 「『 ゲ ゲ ゲ の 叔 太 郎 」 は 、 大 入 気 で その キャ ラク ター 商品 が めじ ろ お し で 、 妖 怪 の ソフ ぁ る 。 


ト ・ ビ ニー ルル 人形 ガチ ャ ポン の 塩 ビ 人 形 , ゲー ム な ど な ど が 販売 され て いる 。 ま た 映画 〇 水木 し びる 情報 、 次 回 は 、 
ラ に ンー に ミン と (人 ( デ 和 る 志 表 各 リネ ネト 人 代 で 3 ゲゲゲ の 鬼太郎 の 単行 本 収録 作品 リス ト を 載せ る 予定 で す 。 


H 刀 HG6 O 和 年 

年 系 に ミ 革 電 ま - ゲゲゲ の 叔 太 郎 フ ァ ミ リー 編 (株 ) バン ダイ , 水木 プロ 編 ( 肉 ) バン ダイ 
婦 大 コミ 時 陸 ほ - ゲゲゲ の 叔 太 郎 スタ ーー 妖怪 編 (株 ) バン ダイ ,. 水木 プロ 編 (株 ) バン ダイ 
事 ウデ クー グ ビ の っ 叶 コ に 長く やう KC スペ シャ ル 180 緒 談 社 

攻 用 本 く スン っ 少年 マガ が ジン コミ ックス 講談 社 

球 生 く ん < の 少年 マガ ジン コミ ックス 計 謎 社 

ラー ラーク デ の っ に 良 で ゆ 少年 マガ が ジン コミ ックス 講談 社 

クラ テク プク の つっ 中 に 万 ECD 少年 マガ ジン コミ ックス 

クーク プク の つっ 中 コ に 良 EQ あ 少年 マガ ジン コミ ンク ス 

叶 西 本 ロ 6 1 所 

玉 情 - ラー クー クー の っ まっ に 良 E で や KC スペ シャ ル 181 

よ キ よし レラ タデ ーー サン サン ワイ ドコ ミッ クス 

クーク クビ の つっ 吹 ま に 良く や 少年 マガ が ジン コミ ックス 

クー クー イタ" の 中 コ に 玉 EQ や 少 和 キィ カン ンコ ミッ クベ 

プラーク ー の つっ 別に 良 E で や 少年 マガ が ジン コミ ッ ク ツ ス 

タデ クー の 界 記 ビ プ に i 財 幸 攻 マタ 幸 

素 還 ・ ラク ー グ ダビ の 只 ま に 良 EC<④ KC スペ シャ ル 

ラー ラー クー の つ に 良 f5 で の 少年 マガ ジン コミ ックス 

クー ラマ クビ の つっ 只 ま に 中 EQG の 少年 マガ ジン コミ ックス 


SSRNOSOGNSASNNSWRYGHOH 


『「 生 
ゲ 295 昌 


っ っ 5 ほ に 真生 直 寺 本 リネ トト 素 末 4 
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今回 は 、 鬼 太郎 シリ ー ズ の TV 放映 作品 リス ト を 載せ た 。 
な お 最新 版 リ スト は 、 テ レビ マガ ジン 26『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 
より 、 旧 白黒 版 、 カ ラー 版 の リス ト は 、 朝 日 ソノ ラマ 社 の サ 
ン ワ イド コミ ックス 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③⑮』 よ り 転 載 し た 。 さ 
て 水木 し げ る の 出版 物 も 下 表 の ご と く 月 数 違 づつ 確実 に 発行 
され 、 少 年 マガ ジン に 現在 連載 され て いる 『 上 鬼太郎 』 も 『 新 
編 ゲ ゲ ゲ の 上 鬼太郎 』 と し て 単行 本 と な っ て いる 。 

TV 放送 と 言え ば 月 曜 ト ラマ ラン ド に て 『 悪 魔 く ん 』 が 登場 
し た が 、 佐 藤 B 作 の メフィスト は な か な か 旧作 の イメ ー ジ に 
忠実 で 良かっ た の だ が 、 内 容 が バカ バカ し く 20 数 年 ぶり に 復 
活 し た わり に は 特撮 も お そま つ で 見 る べき と ころ が 無い 、 全 
く 残 念 で ある 。 悪魔 くん に ふん する ガキ も と っ て も 理知 的 に 
は 見 え ず 演技 も ど ヘ タ 、 呪 文 も 『 エ ロイ ム エ ッ サイ ム 我 は 求 
め 訴 えた り 』」 だ け で その 後 の 『 朽 ち 果 て ひで し 大 地 の 精 圭 
云々 』 の 後半 の 呪文 も 省略 、 妖 怪 も 登場 せ すず 、 メ フィ スト の 
スト レス が 実体 化し て キュ ー ビ ピー みた いな 物体 に な り 事 件 を 
起こ す と 言う も の で 、 全 く 最 悪 。『 実 写 版 ゲゲゲ の 朱 太 郎 』 
と は 雲泥の差 で あっ た 。 

さて 叔 太 郎 も この 条 で 4 度目 の 劇場 作 が 公開 され る 。 タ イト 
ル は 、『 異 次 元 妖怪 の 大 反乱 」』 原 作 は 『 お ぼろ 車 』 (ルー ツ 
は 、 貸 し 本 版 の 『 ボ ク は 新入 生 』) で 原作 に 無い 妖怪 が か な 
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り 登場 する と 言う オリ ジ ナ ル な 作品 と な っ て いる も よう 。 ESIEKNAKoa 敵 科 LCILEJ 9 
〇 次 回 は 、 鬼 太郎 単行 本 リス ト を 載せ る 予定 。 和樹 | ふく ろ さ げ KC 
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中. 和 6 遇 30 分 7 時 

フジ テレ ビ 系 で 放送 。 

H 串 本 H 6 1 人 モ カラ ー 30 分 作品 

kk ギレ ば る の 妹 数 て モッ 講談 社 X 文 庫 22-5 講談 社 7 月 24 昌 文 制作 フジ テレ ビ ・ 挑 売 広告 

フ に ンド レビ る の 人 代 を く 下 > 講談 社 X 文 庫 X22-6 講談 社 7 月 24 晶 東映 動画 
人 9 の 6 の 0 る MM 0 企画 清水 賢治 (フジ テレ ビ )・ 木 村 京 太郎 ( 読 広 ) 制作 プロ デュ ー サ ー ン 
業 困 : 入 き 系 目 ? 要 言 告 ・ FE 低 理 ] KC デラ ックス 24 講談 社 7 月 26 日 横山 賢二 シリ ー ズ ディ レク ター ノ 葛 西 治 ・ 芝 田 浩 樹 制作 担当 
水木 し げ る 妖怪 まん が 集 1 オ ュ っ す ~ の > 9 ほ の っ 塞 E 身 ちく ま 文 庫 築 摩 書房 7 月 29 日 下 健吉 キャ ラク ター デザ イン ノ 華 森 義 則 美術 デザ イン 阿部 杯 和 
水木 し げ る 妖怪 まん が 集 2 婦 天 4 生 ー ち の 物 2 庄 ちく ま 文 庫 築 摩 害 房 7 月 29 晶 音楽 川崎 真弘 (from 意 奪 組 ) 主題 湊 ン 徳間 ジャ パン 


水木 し げ る 貨 本 漫画 傑作 居 3 紅 ほ に 真 ほ 朋 言 告 て ヒラ 朝日 ソノ ノラ マ 社 7 月 30 昌 


水木 し げ る 資本 漫画 傑作 送 4 黄 え に 長 ほ を 言 告 て - 下 う 朝日 ソノ ラマ 社 8 月 30H 000 人 生 人 も 
明 第 史 到 ラー クー クー の っ 叶え に 良 I5> KC コミ ッ ク ボ ポン ボン 講談 社 9 月 18H 3 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 5 婦 コ 季 昌 まま ンー ン に 時 年 イ 代 記 朝日 ソノ ラマ 社 9 月 30 日 放映 日 に ( ) が つい て いる も の は , 放映 予定 日 で す 。 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 居 6 てい の 和 谷 レ ン 笛 の 和 著 朝日 ソノ ノラ マ 社 9 月 30 日 
丘 似 語 ラー クー クー の っ 玩 ま に 太 EC で や 講談 社 10 月 18 昌 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 送 7 イモ の っ it 革 ン ーm 棋 き JH 朝日 ソノ ラマ 社 10 月 30H 
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時 原作 の 部 分 で 〇 数 字 は 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 サ ン ワ イド コミ 
( 放映 リス ト /) 映 リ スト 構成 金田 益 実 ックス 収録 巻数 普通 の 数 字 は サン コミ ックス 収録 数 
ぐ モ ノ ク ロ 作品 > 4 


題 。 名 用 本 2 琴 | 原作 
お ば け ナ イタ ー| 辻 真 先 - お ば け ナ イタ ー 神 | 小沢 洋 | 下 川 】 
| 高久 進 夜 い | 寺 宣 俊一 | 秦 を .0| 海 し 和 幼 > |7 の 拓 き 
性 壊 | 若井 基 成 | 吉 妖怪 げ | 赴 真 先 | 川 | < 短 納 > | 7gEA 交 っ 
吸血 累 ラ ・ セ ー ヌ | 雪 室 俊一 | 手 1 
大 海獣 (前 )| 辻 真 先 3 大 海 
B ( 後 )| 辻 真 先 設楽 B 
ゆう れい 電車 | 鈴村 三 千 夫 大] 羽根 凍 悦 | ね 則 圭 電 車 |① 
人 郊 | 安藤 豊 弘 | 山崎 。 誠 | 古 沢 日 出 夫 門 F 当 還 の 
見 上 げ 入 道 寺 室 俊一 千 秀雄 | 希 合 道 正 1 見 上 げ 入 道 | @ ーー 剖 出 | AB 
妖怪 大 戦争 (前 ) | 和室 俊一 | ま 昭 窟 妖怪 大 戦争 | ① 上 二 07 の 
B ( 後 ) | 逢 室 俊一 生 頼 昭夫 B ] ・ ーー 
妖 性 め ぬらりひょん | 安藤 豊 弘 高橋 信也 ぬら り ひ ょ ん | ② 3 | 橋 価 大 燈 妖怪 大 裁判 
地 獄 流 し | 千 天 我妻 去 | 久 岡 地 掴 流 し | ① 4 | 画 ふ り 天 雨 ふ り 天 狗 | ⑤ 
過 の 昭 
水 卓 高 久 進 | 横 古沢 日 出 夫 | 水 大 | ① 5 | あぁ し ま が 妖怪 を | @ 
明 血 失 エ リー ト ( 前 ) | 鈴 樹 三 千 夫 吸血 鬼 エ リー ト | ② 6 | 死 人 つ 死 人 つ き 〈 短 編 > 
* ( 後 ) | 鈴 樹 三 千 夫 * 7 | 獲 氏 又 の 恋 | バ 〈 短 編 > 旧 
に 人 次 ] 9 8 | マン モス フラ ワー 奈 8 マン モス ・ フ ラ ワ ー | < 短編 > 
魔女 人 形 1 魔女 人 形 | ( 絵 タン 9 | 胡 さ ま ト 民 1| 上 の 毛 大 戦 6 
16 | 表 。 血 木 | | 閑 吸 血 木 |① アン コー ル ワ ッ ト の で 電 沢 信 -1 | アン コー ル ワ ッ ト の 女 較 > | 条 の 国 ア ダル タ 」 
18 | 猫娘 と ね ずみ 男 | 寺 室 ト 猫娘 と ね ずみ 男 | ② 宇 。 ろ 。 ぴ ト s EE SS の が 記 ミ 
捧 任 獣 ( 章 ) の 12 | ゃ また の お ろ ち | .4 | や また の お ろ ち | | の 知 き 。 
ヵ か ま ば こ | ⑤ 6 還 
@ 人 ② テ レビ ・ ス タッ フ 6 
alelsl 水木 し げ る < 少年 マガ ジン 、 小 学 一 ・ 二 年 生 他 連 載 > 
る | 3 トー ラテ (IB 版 ) 一 笹谷 岩男 、 斉 衣 倫 、( 新 版 ) 一 斉 痢 休 
の 直 か ら の 招き .4| 南 か ら の 招き | < 短編 > | 計っ 本 RB ( 則 版 ) 一 新座 善之 、( 新 版 ) 一 江 痢 昌治 
隔 | 役 楽 < 得 紀 > | 多 : @ 音 朱 いずみ た く < 主題 内 ・ キ ング レコ ー ド 、 朝 日 ソノ ラマ > 
の | 19 | 練 切 り 中 4 9 @ 作 画 …( 則 版 ) 一 高橋 道子 、 前 田 誠 生 、 悪 井 実 、 所 田 氏 、 広 田 全 他 
2 : 幸祐 と いう 名 の 怪物 | 安藤 大 -0 | 「 幸 位 と いう 名 の 怪物 | く 短編 > kZ (新版 ) 田 俊次 、 中 村 和 夫 、 山 口 泰弘 、 石 黒 育 他 
と ぅ ろ ぉ と お ぉ どろ お ぉ お どろ | ③ | 1 を 1@ @ 斉 太 …… 伊 藤 岩 光 、 海 老 沢 一 男 、 鶴 岡 寿夫 、 が 、 『 で 2 
8 5 ) 1 ) - ー 仕上 …… 横 山 清子 、 一 色 早 苗 、 前 田 案 子 、 有 田 茂雄 、 松 島 克 子 
28 | 28 | ょ < ら 返 し | 辻 真 先 | 千 葉 秀 誰 | 錯 島 斉 怒 | 村山 針 14|1.4| ま くら 返し |③ | 4 6 て うす | @ オーー 和信 、 下 壮 、 莉 出 一 一郎 、 攻 秀行 他 
29 | 29 | 鏡 。 合戦 | 和室 俊一 | 千葉 秀雄 | 生 頼 昭 | 西 沢 信孝 21[14.6| 鏡 合戦 |⑨ | s に 1 EE ROSE 花井 正明 、 釣 木 、 大 衝 木 康行 、 上 中 客 夫 他 
6 ニキ | 人 4 E る ] | si 時 | ( - 5 - m 多野 表 、 石 井 幸夫 、 小 西進 、 荒 川 壇 雄 、 二 宮 健治 他 
30 | 32 | 悪魔 ベ リア ル | 釣 和樹 三 千 夫 千葉 秀雄 | 落合 道 正 | 村山 鎮雄 28 | 15.8 | 悪魔 ベ リア ル | ③ | 5 | 地 交 の 水 | < 短 . 高 野 ヒ サチ 、 大 橋 千 加 子 、 池 田 紀 代 子 、 螺 沢 直美 他 
31 31 | も う り ょ う | 安 藤 豊 弘 | 千葉 秀雄 | 我妻 赦 | 永 樹 凡人 8/4 |11.1| モ ウリ ョ ウ | ③ 9 .5| 逆 モチ 殺し ・ 大 平 紀 義 、E & M プラ ン ニ ング セン ター 
5 ーー トーー ナ ーー トーー ーー ユーーー ナ ーーー トーーーーーー| し や で ト で リー ーーーー 一 ーー ーー エーーー トーーーーーーーーーー ャ ーー … 費 川 晴雄 、 宮 下 滋 
32 | 30 | 妖 花 | 辻 真 先 | 千葉 秀雄 | 窪 。 記 之 | 白根 徳重 11 | 16.0 | 妖 花 |③ | 7 本 凍 、 山 吉 康 内 、 森下 邦 三 、 山口 秀夫 、 大 孝 夫 他 
33 | 33 |。 ざさ ぇ 蜂 俊一 | 千葉 秀雄 | 第 池 城 二 | 古沢 昌 出 夫 18|12 コ | き さ ぇ 見 | ③ | 5 行 … 三 沢 徹夫 、 秋 山 沈 子 、 館 浩二 、 大 注 平和 郎 、 三 他 
Tr 時 ET PP f ー + 一 こ 東映 化学 工業 株 式 会 社 
34 | 34 | さ ら 小僧 | 辻 真 先 | 横 井 三郎 | 細田 面 雄 ] 久 岡 | 25|14.8| さ ら 小僧 |③ | 2 まぼろし の 汽車 2 | まぼろし の 車 東映 動画 、 フ ジテ レビ 
35 | 35 | に ま 妖怪 | 鈴 樹 三 千 夫 | 泰 秀信 | 逆 合 道 正 | 白根 徳重 | 9/1|18.4| コ マ 括 怪 | ③| 5 俊一 | 福本 箇 雄 | 西 2 き | っ ジー So PE 記 
ーー の 四 ーー で BE - ーー トー 上 上 トーーーーーーー 一 ーー エーーー イ ーーー イ ーーーーーーーー]1 一 放 映 更 症 間 いい < く 旧版? 一 S 433ー S 44 郊 、 < 新版 > 一 S 46 一 S 4792 
36 | 36 | ダイヤモンド 妖怪 | 安藤 旦 氷 生葉 秀雄 | 我 宏明 比 正行 8 21.0 | タク イヤ モ ンド 妖怪 ⑧ 4 豊 弘 | 横井 三郎 み …< く 旧版 > 一 毎週 水曜 PM 6 時 15 分 一 6 時 45 分 (1 一 13 話 ) 
37 | 39 | 手 の 目 | 安藤 豊 弘 | 下川 恵 海 | 落合 道 正 | 村山 針 礁 15| 17.6 の 7 、 な 毎 遇 日曜 PM 6 時 30 分 一 7 時 (14 一 終 ) 
| 安 導 豊 | 下 道 剛 手 目 | ③ 真 先 | 素 。 秀信 二分 < 新版 > 一 毎 過 木 曜 PM 7 時 一 7 時 30 分 
38 | 37 | お り た た み 入 道 | 雪 室 俊一 | 横井 三郎 | 江藤 文男 | 古沢 日 出 夫 22 | 21.3 | お り た た み 入道 | ③ | 7 人 | F 恵 海 -8 | タイ ダラ ボッ チ 
39 | 38 | 妖 怪 軍 団 | 鈴 和 三 千 夫 | 横井 三郎 | 生 頼 昭 窓 | 設楽 博 29|20.5| 妖 性 軍団 |③ | e 俊一 | 福本 稚 人 8 居 @ 声 の 出演 
40 43 | お べべ 沼 の 妖怪 | 鈴 樹 三 千 夫 | 下川 恵 海 ] 落 合 道 正 | 白根 俺 重 10/6 | 18.0 | オペ で 沼 の 妖怪 8 ミ 呈 .2 | 赤 震 |⑥ | 9 | | 全 ゲ ダダ の 提 太 症 … 沢 雅 子 
っ - 全 † - 6 T 8 LE hd 田 の 中 勇 、 大 竹 宏 
4 | 01 は け  | 欠 仙 三 千 天 | 研 秀信 | 江藤 | 誠 野 一 清 | 。 13|I79| ほ ば け 間 |]⑧| 6 昌 昌 8 
42 | 41 | 人 食 い 島 | 雪 室 俊一 | 横井 三郎 | 我妻 | 明 比 正行 20|18.1| 人 食 い 島 5 | : 1 | 和 [ 特 根 俺 旧版 20 話 ) 一 山口 奈々 、 (新版) 一 小 累 容 子 
ー 計 - 9 CHE ES。 六 LEI に 洋間 昌 2IECC EE に コ 中 ご EE 還 EERRRERECOEEERR 神山 車 三 (新版 30、34、38、42、45 話 ) 
43 | 42 | ひ で り が み | 安 藤 人 豊 紀 | 横井 三郎 | 生 頼 昭 宮 | 山口 康男 27|121.6| ひ で り が み 7 33 | 各 魔 プ エル 夏 余 | 福本 千 雄 | 野田 卓雄 |] 新 田 6 永井 一 郎 、 矢 田 耕 司 、 は せ さ ん 治 、 山 田 俊司 
4 | 人 717 た 合 戦 | 圭二 信 本 井 三郎 | 希 合 道 正 | 白根 午 重 |43.1/3|16.6| げ た 合戦 |④ | 4 | アン コー ルフ zoc 邊 人 小串 容子 、 山 本 圭子 
人 5 | 4 | の っ べら ぽう | 災 室 俊一 村井 三郎] 江 文男 | 古沢 昌 内 10|19.0| の っ ぺら ほう | の 6 | 6 | 先生 と サト リ 俊一 | 土田 勇 | 自 土 武 | 西沢 6 3 ンス 先 」 富田 耕 生 、 北 川 国 彦 、 永 井 一 郎 、 縮 方 俊也 、 内 海 臣 二 、 杉山 佳 衝 子 、 
46 う ぶ 。 。 め | 安 本 豊 弘 | FE 本 5 の っ サシ ョ シク タネ 野村 道子 、 杉 浦 宏 築 、 坪 井 章子 、 は せ さ ん 治 、 朝 井 ゆ か り 、 市 川治 、 
0 し 着 生 に 所 35 | イー スタ ー 島 大 談 EKELSE の の | "の 国 ア ルク 。 高橋 和枝 、 小 原 坊 委 子 、 白 石 条 美 、 キ る 松 幸 子 、 八 奈 見 乗児 
47 | 51 | 天 政 史 | 填 室 俊一 | 素 秀信 | 落合 道 正 | 勝間 田 具 治 24|20.2| 天 邪 抑 |④ | 6 素 秀信 | 我 大 | 設楽 6| 妖 人 怪 性 る 小串 容子 、 幸 つや 子 、 向 精 七 、 仁 内 達 之 、 今 西 正男 、 野 田 圭 一 、 
本 oo 白川 湯 子 、 山 本 圭子 、 小 宮山 清 、 三 輪 勝 意 、 山 口 奈々 、 矢 島 清子 、 
9 | 66| 千 ん 子 | 黄 先 泰秀 側 衝 家 守 | 明 此 下行 | 121|375| 告 ん 子 |⑨| 5 | 四 人 l ミ 作詩 、 全 山 周一 、 山 田 化 選 、 流 辺 典子 、 
9 | 48 | 天 狐 | 安藤 豊 弘 | 横 井 三郎 | 菊池 城 二 | 宮崎 一哉 8 |20.4 | 天 狐 | ④ | ? | 素 秀信 | 生 頼 昭夫 .5| 地 相 ックス 地 | 華 本 新吾 、 森 功至 、 田 中 売 一 、 柴 田 先勝 、 中 村 泰 明 、 吉 田 理保 子 、 
回 
50 | 49 | 妖怪 関 2 原 | 辻 真 先 | 素 秀信 | 生 門 昭 密 | 新 田 義 方 15|e.| 丈 任 表 ヶ 原 | @ | ITw | 人 | 反 0 | の 
51 | 50 | 穴 < 5 入 道 | 鈴 村 三 千 夫 | 横井 三郎 我 究 宏 | 山口 座 男 22|6.7| 大 ぐら 入道 | ④| ?7 に | 本 本 箇 礁 . EE 人 劇場 公開 作品 (東映 系 封切 ) ss 上 5 
謗 5 S ョ 「 ゲ ゲ ゲ の 各 太 郎 ・ 大 海獣 」 く | 旧版 5・6 話 > (昭和 43 年 7 月 21 日 封切 
52 | 52 | 明 血 括 尾 軍団 | 安 導 豊 多 | 下川 夷 | 林 正史 | 高見 義直 | 29|17.4| 息 戦 小 秋 原 |④| 7? | ノ 44 み ノン モノ クロ ) 併映 ・「 ホ ルス の 大 置 険 」 他 
53 | 5 | 妊 尾 大 統領 | 小 沢 洋 | 井 岡 雅宏 | 細田 暗 雄 | 山口 康男 |44.1/5|18.8| 妖 怪 大 統領 | ④ | 9 | 福本 国 雄 | 我 5 8 「 ゲ ゲ ダ の 鬼 太郎 ・ 地 相 眼 」 く < 新版 37 合 > (昭和 55 年 8 月 2 日 封切 /12 
ト 1 1 トー 分 カラー) 併映 ・「 白 寺 姫 」 他 
54 | 54 | 妖 性 ラ リ 一 | 衝 案 俊一 | 泰秀 信 | 番 合 道 正 | 勝間 田 具 治 12|19.6| 妖 任 ラ リー| @| 5 | | 朱 作手 穫 加 
55 | 56 | 妖怪 毛羽 毛 現 辻 真 先 | 泰秀 信 | 田島 実 | 西沢 信孝 19|17.4| 毛 刃 毛 現 | ⑨ | 4 ピン 死者 
人 E 
56 | 57 | 磯 女 | 小沢 洋 ] 下 川 恵 海 | 昆 進 | 古沢 日 出 夫 26|16.9 | 磯 女 | ⑨ | 3 
57 | 55 | 能 形 麻 法 | 雪 室 俊一 | 井岡 雅 安 | 策 昭夫 設楽 捕 | 2/2|17.4| 朝 鮮 摩 波 | ③ | 9 は 
9 | 58 | お ぼろ ぐる ま | 赴 真 先 | 秦 秀信 | 落合 FEuEES は 8.0 騰 車 | ④ 6 
59 | 59 | だ る ま | 居室 俊一 [下川 串 海 | 岡田 敏 靖 | 宮 崎 一 哉 16|20.5| だ る ま |⑤|131 | 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク | 守ら 還 ア ダル ク 」 
6 | 笠 地 EE 真 先 | 井岡 雅 赤 | 林 。 正史 | 明 比 正行 23|20.2| 符 地 蔵 |③| 3 45 | 死神 の ノル マ | 寺 室 や -9| 涙 の ノル マ た 


胃 作 No の 部 分 で R は リ ビ ー ト 放送 分 。 


ご - みか ふっ の (ギン レン 

に だ レ げ る あ | 参 報 和 二 の gg 

今回 は 、 鬼 太郎 グッ ズ (と 言う より も トイ と 言っ た ほう が 正しい か も ) を 紹介 し まし ょ 
う 。 た だ し これ ら の 物 、 現 在 で は ほとん ど 入 手 不 可能 な ん で す 。 と に か く 特 集 の 絵 を ご ら 
ん くだ さい 。 

さて 最新 の 水木 し げ る 情報 と し まし て は 、” 週刊 少年 マガ ジン "に 連載 中 の 「 新 編 ゲ ゲ 
ゲ の 鬼 太郎 」 が 、 第 48 話 「 鬼 道 衆 ( 後 編 ) 」 で 完結 を 迎え 、” 月 刊 少年 マガ ジン ”" に 紙面 
が 移り 「 鬼 太郎 地獄 編 」 と 新た な 構想 で 新 連 載 が 始ま り ま し た 。 今 回 は 、 鬼 太郎 が 亡き 母 
に 会 い に 仲間 た ちと 地獄 へ 向い 、 そ こ で 様々 な 事件 に 出会い 解決 し て いく と 言う も の で あ 
る 。 ま た 水木 プロ 版 の 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 」 は 、 健 在 で ” 月刊 コ ミッ クボ ン ボ ン " に 


連載 中 で あり ます 。TV シ リー ズ に 目 を 向け る と 、 こ の 5 月 で すでに 80 話 に 達し 、 い よい 
よ 新編 版 を 原作 と し た も の が 出 は じ め 沖 縄 妖 儲 の シー サー が 新た に 鬼太郎 一 家 に 加わ り ま 


塩ビ 人 形 ( い わ ゆ る 消 


SNSNN 


今 は な き 日 東 化学 の 妖怪 プラ モ ・ シ リー ズ か ら 。 い ずれ る 金 600 円 な 


ゴム ・ シ リー ズ で す ) ガチ ャ ポン で 3 個 百 円 で し た 。 


= ニー ミニ 宮 ーー ニー 
し た 。 ま た 前 作 の 「 カ ラー 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 シ リー ズ の エピ ソー ド を 使用 し て いま す 。 


例え ば 「 山 男 と マン モス ・ フ ラ ワ ー」( 元 は 、「 原 始 さ ん 」 と 「 マ ン モ ス フ ラ ワー」 で 2 
作 を 1 作 に し た 。 ) 「 妖 怪 や また の お ろ ち 」 で これ ら の 作品 は 、 も と も と 旧 カ ラー 版 放 映 
時 に 原作 が ネタ 切れ に な っ た た め 水 木 の 他 の 短編 に 提 太 郎 を 登場 させ て シリ ー ズ を 続行 さ 
せ た も の な の で ある 。 ま た ビデ オ ・ オ リ ジ ナ ル 作 品 と し て 実写 版 の 鬼太郎 が 新た に 撮り お 
ろ し 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 妖怪 奇 伝 ・ 魔 笛 エ ロイ ム エ ッ サイ ム 」 (50 分 ) の タイ トル で 7 月 
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821 妖 怪 串 刺し 入道 

83 | 十 神 ユ ム チャ ッ ク 伝 説 

| 84 | 地域 一 周 妖 伴 マ ラ ソ ン 

| 85 | 河間 一 族 と た くろ う 火 


串 ざ し 入道 
大 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク 
6/271 地 獄 マ ラ ソ ン 


77 4 妖怪 29- ニ ルッ ゲ 二胡 河童 
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ラド に ラコ ド レヴ ピ る る | 請 報 宅 の きき 

今回 は 、 最 近 入手 し た 昭和 4 0 年 代 に 「 だ 菓子 屋 」 等 で 1 枚 5 円 - 1 0 円 で 売ら れ て いた 
「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 カー ド 」15 種 類 を 掲載 し た 。 ま た 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 最 新 テ レビ ・ シ 
リー ズ が この 3 月 に 終了 し た の で 、 以 前 テレ ビ 放 映 作 品 リ スト を 特集 し た 以後 に 放映 され 
た 作品 を 今回 リス ト 化 し て 載せ た 。 以下 筒 単に シリ ー ズ の 傾向 を 記し た い 。 後 半 に 入る と 
か な り 原 作 か ら 離 れ ほ と ん ど 内 容 が オリ ジ ナ ル に な っ て 来 た 。 妖怪 等 絵 が ら は 、 非 常に す 
ぐれ た 物 と な っ て いる 。 ま た 第 2 回 目 の テ レビ シリ ー ズ 同様 に 水木 し げ る の 他 の 原作 を 流 
用 し た 作品 も ある 。 し か し 今回 は 、2 つの 作品 を 1 つ に する な どか な り 脚 色 が 加え られ て 
いる も の が 多い 。 

具体 的 に は NO77,78,79,83,92.93,95.98 が 水木 し げ る の 他 の 原作 を 使用 し た も の で ある 。 
最終 シリ ー ズ の 地獄 へ 鬼太郎 が 母 に 会 い に 行 く と 言う 「 地 獄 秒 」 は 、 原 作 は 「 月 刊 少年 マ 
ガ ジ ン 」 に 4 回 に わた っ て 連載 され た も の で ある 。 TV 化 に 当たっ て は 、 後 半 特 に 明確 化 
し た 鬼太郎 VS ぬら り ひ ょ ん を 導入 し て 「 コ ミッ クボ ン ボ ン 」 連 載 の 「 最 新版 ゲゲゲ の 衝 
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再生 妖怪 軍団 の 反撃 


7711 | 


レッ | 
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人 食い 家 と 妖 侍 家 鳴 
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社 濾 妖怪 猛 雲 は っ さん 11/7 1 太 妖 伴 水車 


は きも の 妖 伴 ・ 化 け ぞ うり 
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か っ いこ 】 
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ト o ① 
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04| 謎 の 妖怪 狩り ツア ー 


051 妖 怪 め ん ご 天狗 1 /16 | めんこ 天狗 
06 | と うふ 小僧 と 山神 1 /23j 豆 腐 小僧 


煙 煙 編 
妖怪 本 所 七 不思議 の 巻 


07 


08| 鬼 太郎 ファ ミリ ー は 永 達 に 
【 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ・ 地 獄 入 〕 


NN 
pg 店 
OO | つ 


を 求め て 地獄 旅 278 
血 戦 三途の川 2 715| 血 戦 三途の川 。 
鬼太郎 V S 地獄 章 子 2 /22 | 名 怖 の 地獄 童子 ほか | 
二 大 妖怪 の 思 2 /29 


獄 武 者 の 処刑 作戦 !! 3/7 
血 の 池 妖 怪 ヌ ルリ 坊 14 


太 は 、 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 以外 の 水木 し げ る 原作 を 使用 


| 


ママ) 
て へ 


7 


て ヽ 


太郎 」 の 内 容 も 加え た 。 原作 と 明らか に 異な る の は 、 鬼 太郎 の 母 の 「 お 岩 さ ん 」 顔 が 美的 
に 変更 され て いる 事 。 ち な み に 最 新版 は 、 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 一 家 と 妖怪 総 大 将 こ と ぬら り ひ 』 
ん の 悪 の 妖怪 軍団 と の 戦い を 主流 と し た 一 話 完結 で は ある が 長編 スト ー リ ー と な っ て いる 。 
地獄 章子 も ここ で 現われ る 。 ま た 最新 版 第 2 話 「 妖 怪 本 所 七 不思議 の 巻 」 で 初め て ぬら り 

ひよ ょ ん が 登場 し 、 鬼 太郎 に 戦線 布告 を する の だ が 、TV シ リー ズ で は 本 編 NO108 の 最終 回 

と な っ て お り 、 こ の 人 後 の 最 新版 の エビ ソー ド が 使用 され ず に 終了 し て し まい 残念 で ある 。 

この 最新 版 シ リー ズ は 、 過 去 流し され た ぬら り ひ ょ ん が 現在 に 戻っ て くる と いう ディ ティ 

ー ル や 朱 太 郎 の 過去 (貸本 版 エ ピ ソ ー ド ) が 暴 か れる 等 結構 ユニ ー ク な 内 容 に な っ て いる 。 
作画 は 、 水 木 プ ブロ 。 こ の へ ん の 原作 に 関し て は 、 別 の 機会 に 特集 し た い 。 ま た 現在 「 ゲ ゲ 
ゲ の 鬼太郎 」 は 、 ポ プラ 社 か ら 絵本 版 と し て 7 冊 ま で 発行 され 今後 も 出さ れる 予定 で ある 。 
今後 の 予定 と し て は 、 次 号 に は 「 最 新 改 訂 版 水木 し げ る 出版 物 リ スト 」 を また 以後 「 悪 謀 
くん 復活 特集 」 (現在 コミ ッ ク Be に 連載 中 ) 「 最 新 TV ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 エ ビ ピ ソ ー ド 的 
集 (アニ メー ジュ の 解説 を 利用 ) 、 な ど な ど を 予定 し て お り ま す 。 
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ゲ ゲ ケ の 移 太郎 AA 3 2 代 0 


大 天狗 と か ら す 天狗 む じ な と お り た 


ペナ ツン ガ ラン ょ よ 廊 夜叉 
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1 ノ 


し ご "る 年) 朱 号 り H 友 4 急 リ スネ スト < 持 に 半生 本) 


| 本 守 考 555OW〔{10t〔u〔〔t(〔W| 科 還 綱 | 出 上 笠 P 羊 麹 jB 慎 胡 | 
ーー 
EE 青 寺 DIAMOND COHICS. コダマ プレ ス 社 | 158P | 5 月 10 日 | 249 円 
DIAMOND COMICS. コダマ プレ ス 社 190 17 月 5 日 | 240 
HOVJRUN COMICS. 東 考 社 10 月 10 日 | 220 
サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 226 |11 月 10 日 | 229 


BWRUN COHICS、 東 才 社 11 |11 有 29 昌 | 220 
サン コミ ックス 朝日 ソノラマ 社 | 226 |i2 月 1 日 | 220 | 
HDP9RUN COMIES。 東 考 社 


120 1『12 月 220 
120 |12 月 220 


12 月 220 


水木 し げ る 傑作 集 ② ヨ た 生き の つ 1 生 
水木 し げ る 傑作 集 3 閥 り * 箸 ど レ た 名 
ンジ 


HOMURUN CONICS. 
HOEBRUN COMICS. 
HOMURUN COMICS、 
HOPURUN COMICS. 


サン コミ ックス W ソノ ラマ 社 | 215 |2 月 8H| zo | 


講談 社 コ ミッ クス 


東 考 社 


240 15 月 10 日 220 

SS の P ソノ ラマ 社 7 月 19 日 
東 考 社 172 |10 月 15 日 220 

222 #2 月 10 日 

51 14 月 1 日 


222 | 4 月 9 日 | 220 
227 |5 有 0 日 20 
250 |5 朋 0 日 249 
226 |5 月 240 
| 230 |6 有 | zz0 

2 eoB| 29 


サン コミ ックス 
ミッ グズ 


朝日 ソノ ラマ 社 
講談 社 
講談 社 


日 本 タ 天 II 垂 天 全 - 


ラフ 


2 126 | | ze 
クー バク "の っ 界 . に 貞 F<③ | ss 12 有 OB 240 | 
ポレ ば ちる 和 集 


避 本 正本 の 思 語 ァ ク ショ コミ: 還 mH | 2 の si | 


売 天 BE の トー | テン コミ ックス | 電マ 社 | 0omesl 2 | 
レヴ ちる 委 lst 朗 。 | 商 覆 。 | smlgHml iol 
カラ テー 上 机 昌 の 寒 .- 玉 上 EC わ カラ ー 版 人 気 マン カ 傑作 遂 | 講談 | 230 2 有 24 日 | 499 | 


| ウ ラー あみ の っ 時 に 眼 >)) ニ 。 | カラ ー 板 人 気 マン カ 選 人 | 238 |i2 有 24 昌 | 490 | 
て 
ラッ に: レヴ "も タ 天 「 技 画 f3E 族 版 ・ 上 製 季 ス 6 264 | : 月 7 日 | 1200 | 
ラー 大 は 昌 の っ 虹 ト に 良 R<③> カラ ー 版 人 気 マン カ 傑 人 攻 2 月 14 昌 0 


| 222 | | 222 | 2 月 2 
ポポ ネギ レビ る 上 代 還 放 人 
語 奄 る 主 補 あーーー ミッ | | ml 9 


河 難 の 三 平 や 朝日 ソノ ラマ 社 | 226|4 有 2 日 
クラ ー kg 計 ま 易 の の つ 宮 貞 Fs お 講談 238 上 本 計 ま 
器 | 不明 


カラ ー 誠 人 気 マ ン ガ 傑作 選 
漫 面 アク ショ ンコ ミッ クス 
ホリ デー コミ ックス 
カラ ー 版 人 気 マ ンカ 傑作 選 


マロ 3 生 愛す 
コケ クキ イキ イー イ 
カラ テー 友 机 3 用 の 所 上 只 K⑤ や 


カラ テー が 友 栖 易 の 寒 貞 E<⑤> カラ ー 版 人 気 マ ンカ 層 作 誠 43 198] 490 
ウラ ー 本 3 昌 の 界 コ に 見 EC の カラ ー 版 人 気 マ ンカ 傑作 選 490 
旧作 > 明 画 1 催 イ 年 葉 AS5 上 抽 箱 入 5 750 
1 
琴 く スーf 自 > 知生 王 加 KG つ 遍 圭 還 と け ! ジャ ンプ コミ ックス 集英社 1 240 
クラー が 王 お 昌 の 突 . コ に 上 R< き > カラ ー 販 人 気 マ ンカ 傑作 居 講談 社 490 
| デデデ ダグ の 塞 に 長 5 吸血 木 の 巻 別 肛 ベス トコ ミッ クス さ ③ 中 プロ 如 事 220 
EE く スイ 明知 琶 K 飼 > 悪 度 と の 契約 ジャ ンプ コミ ックス 集英社 240 
中 T の つ 還 IO つつ アラ ウレ サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 250 
人 く スレイ 明 * 舌 ゴー [ 守 IC③ う 不滅 の 戦い ジャ ンプ コミ ックス 集英社 240 
ゴ サーラ ワー マンタ ビ ネ 申 サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 250 
7 み 台 さ スン サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 250 
ラド レビ る 1 生生 司 ミ き 四 六 判 ・ 上 表 箱 入 築 墜 書 衣 850 
ラド レブ | る 用 う 林 式 矢 表記 倒 ミ 同上 築 墜 書房 850 
フス に レプ る 奉 い 天宮 率 必 碁 ミ 司 上 筑摩 書房 850 
寺 識 く スン の つう 守 E 邊 サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 250 
婦 天 革 ッ に サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 260 
座 岳 本 デット ラー 漫画 サン デー 増刊 BS 版 実業 日 本 社 200 


EGG 


ベス トコ ミッ ク 12・1 月 合併 号 


本 


3 月 1 日 | 


3 月 日 | 250 


4 月 15 日 | 250 


ォ ュ ー タ 良 と っ すず "2 み 男 


4 月 30 日 | 260 


お どろ お どろ 


本 : 画 


更 記 ワリ デュ レ 
本 *、 ワウ で スン で 


6 本 | 260 | 
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寺 庄 兄 ュ 応 計 夢 き 二 二 つか みそ ニニ ね る 男 


3 ニニ ニ ーー 


5 1800 
8 月 20 日 
12 月 5 日 


ジン 中 甲 ・ 王 欠 系 伝 呉 王 生 せま! 
f 昌 雪 り 孝 反 時 履く スン 


の ^ ご ニニ ニコニ ニー キー コト SI El 


タ 天 [ 持 ス で や 大 、 則 且 


4 月 20 日 
316 |6 月 1 日 
8 月 8 日 | 850 
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ぶる きき と の ぁ 矢 ( 学 考 


タビ ネ 申 プ に 映 長 言 己 て 了 Q 凌 - う 


ゲゲゲ デデデ の 震 上 KG や ダイ ヤ モ ン ドド 


ン 、5 香 委 有 司 つ 男 
に 本 レビ る お イセ 


| サン コミ ックス 。。 | 博 H ソ ノラ マ 社 |2 


| 17859 | 
Lemg | 4859 」 
[lsmsal 3 


デン の っ 只 - 貞 <⑧> み 天 「 径 大 表 


250 19 ah 500 
230 |11 月 12 日 | 1380 
250 12 月 15 日 | 500 


B5 諸 | 9 符 |5w 132 | 
72 コミ 22 え | 明 ウ 8 | 謙 胎 紳 55 | 
| et | ie |4h5l GO | 
| mt | egm | 
| ma 和  | 3e | 45 6 | 


博 日 ソノ ラマ 社 | 222 |6 朋 39 還 の 本 


ツノ ラマ | 9 |559| so | 


> に ポ ュ レプ ば る お イヒ ば ま 会 区 礎 人 KS 


SN 


0 


78 16 月 30 日 | 680 
6 月 30 日 | 680 
? 月 20 日 | 500 


| 8z | 5 


4 還 Mt ざ /| 


桜井 文庫 7 限定 500 部 


に ドル レビ る お 和 人 
の っ うろ レ の うろ と まあ ラン ラフ パ の ウ ァ に 


DE 580 
680 


| 30 91 日 


デン デン の 寒 に 眼 EGD 良守 枯 麗 属 て _ 上 - う 


っ デラ デン の つ 突 ま に 長 EQ の 寒 プ ー 貞 イ 和 言 丁 素 計 〈 下 う 
宮 避 の 人 平 32 


剛 


242 10 月 15 
235 10 月 15 
| 79 | 


ゴー タン に ジブ に こっ 伝 と タビ ネ申 


放つ っ 三 ゴ の 人 み > 去 る 


>FT 瑞 の うー ゴビ < すう カッ パ 宗 ま と 十 人 の 』 


80 9 朋 5 日 | 600 | 
100 19 月 35 日 | 600 
100 還 600 


? 話 の 三 補 <③。 天 想 鼻 の 要 1 人 


三平 る 寿 女 子 


YT 記 この 三 ゴ < の 3 門田 本 革 疾 
宮 可 の つの 三 ピ SS> デキ 寺 馬 


ュー 


ッ > に に レレ ビブ る お イヒ ば 会 区 尊 に ジ 


12 月 1 500 
12 月 1 日 | 600 
106 112 月 1 日 | 6500 


計 記 | 8 胎 昌 9 


> に ー に レプ る ち お イヒ ビビ * 会 丈二 る” 


? ロ T 革 きど っ 三 革 つう 


宮寺 の っ 三 ゴ で ペッ 


弥生 書房 78 |- 月 31 日 | 680 
沙 文 社 206 |2 月 10 日 | 480 
沙 文 社 2 月 10 日 | 480 


? 革 きつ っ - 三 ゴー ベラ > 


沙 社 2 月 20 日 [ 480 


本 計 = の つ の 三 ゴ デ 2 


沙 文 社 220 | 2 月 20 日 | 480 


1 


350 
204 13 月 12 日 | 285 
204 3 月 12 日 | 250 
207 3 月 12 日 | 260 
195 13 月 15 日 | 480 

3 月 15 日 | 480 


の ミ スイ て 末 革 必 交 く スン で て ウ 
愛 衣 UE 反 示 く ス < ペ ジ 
f 迫 去り 民 反 電球 腔 くく スペ ウタ 
f 夏 雪 り R 友 末 芝 の 三平 や 
守 三 琶 K や 


f 奄 間 友和 洒 苗 の 三 定 < つう 207 |3 月 20 日 | 260 
息 雪 UR 反 柚 星 突 - に 上 EG づ や 271 | 3 月 20 日 | 290 
そ 愛 六 り RA 反 末 ラ 府 . に 上 良 E② つ > 


2 が 4 


率 末 忌避 月 
杜 3 の つっ 穴 E<① わ 。 宏 に 良 K の つ 豆 年 作 . 
二 ラ の つ 界 コ に 良 K< 人 > に まほ 問 大 


言 到 
ES=』 


212 | 4 月 2 日 | 290 

220 | 4 月 20 日 | 290 

30 | 4 月 20 日 | 960 
[な] 

254 17 月 1 日 | 500 

78 |7 朋 31 日 | 680 

78 7 月 31 日 | 680 


AS 判 上 製 融和 
AS 判 上 馬刺 入 


ァ に ボリ レビ も お イヒ まま 会 区 塵 <③ 
ァ に に 1 レザ る も お イヒ 会 凛 記 で ⑤ 
妖 し の マリ リン ・ モ ン ロ ー 放 室 委 三 シロ ピー 


の ん の スル まあ と 3 お と 四 六 判 上 製 エッ セイ | 249 |19 月 25 日 | 1200 | 
> ドレ ビ 名 堂上 と 4 革 宙 で つや 天 非 詩 の モ サン コミ ックス | 292 2 月 1 日 | 350 | 
サン コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 | 216 |12 月 20 昌 | 350 | 


東 考 社 136 15 月 15 日 | 500 


| 東 才 社 。 | 9 15 朋 5 600 | 
ほん ま ぼ に オレ ほ 字 示 ホ や ろ ちろ > ポ フ ラ | 222 |9 月 | s00 | 
杜 昌 < の 只 . 良 < 人 ち 用 天 1 茎 に 表 攻 計り 5 | 小学 秀 。。 | ze |9 有 20 昌 | 330 | 
ーー 
ポレ ける 5 息 と 任 計 る 3 | サン コミ ックス | 昌 ウ ノラ マ せ |29 13 有 SB 350 | 


> ドリ レビ る 用] 県 と 1 持寺 > サン コミ ックス | 225 |4 朋 15 日 | 350 | 


* 学 時 湯 画 文庫 


タ 天 ! 径 1 〇 〇 哲 錠 吾 い 学 時 入門 百科 シリ ー ズ 88 小学 衣 | 4 | 4 月 9 日 | 490 | 
ィ イン つっ ? 夫 えと 野 - 東 考 社 133 | 9 月 2O 昌 | 600 | 
1 先 談 宮本 東 考 社 133 | 9 月 2 日 | 500 | 
] 重 ※ ロ 甘 き 了 カロ 東 考 社 136 |9 月 20 日 | 600 | 


ESEEEa 人 oe 
水木 し ける の お ば け 学 校 や まう と だ ( ナ 時 予 表 テー フト AS 判 上 裂 ・ 絵 本 ポ プ 

しげる の お まけ 学校 あ 0 うれ い 電 吉 A 5 利 上 製 ・ 失 本 
タ 天 I 午 グ イズ 質 和 キ ヒヒ て ルン 小学 館 入間 百科 シリ ー ス 101 
完 に 長 E を よ スレ で やっ 所 小学 率 入門 百科 シリ ー ズ 102 
5 王 府 末 ・ 宗 . プ に 上 5 マイ コミ ックス A5 判 上 製 
取 員 玉 束 = で 3 漫画 ゴリ ラ 準 備 3 号 B 5 雑誌 
タ 古 ツー ニー ン ン 婦長 エー ス フ ァ イプ コミ ックス 
水玉 し ぼる の お ばけ 63 ララ レー ト レイ ン お お (ばけ 号 る 判 上 製 ・ 絵 本 


オハ ヨー 出版 社 
オハ ヨー 出版 社 


トー 


寒 上 E 寺 界 お イヒ ビブ カド イ 行 で つう パワ ァ コ ミッ クス 200 |11 月 10 日 | 350 
完 - 長 E せ 生 天 お イヒ 5 ナカ で イイ < や パワ ァ コ ミッ クス 182 |12 月 0 日 | 350 

| は と こそ の お さけ 学科 る まう と (ブー デ 守 - 天 単 長 宙 - 人 AS 判 上 利 ・ 絵 本 680 
| に ポレ ビブ る もり 基 月 年 上 芋 KC ウデ デット マジ ンー 中 野 書店 復刻 シリ ー ズ 第 一 弾 

| ラ に ー し レミ や 大 月 上 押 s< ぞ > ト t3 記 の ウフ に 中 野 書店 復刻 シ リー ズ 

| に レビ る 大 月 イ 第 本 K3 ッ 「 朱 前 た ラン ニン 中 野 番 店 和 記 シリーズ 1 

ラ に し レブ る も け 基 月 イ 人 上 革 に < 全 茜 放 良 中 野 書店 復刻 シリ ー ズ | 128 2 月 5 | 
EEE 還 還 還 還 還 証 | 
水玉 し ける の お ぼけ 学校 SP2x rm 具 チ テー ラ シン ポラ と A5 判 上 将 ・ 絵 ポプラ 社 | 6 月 | 69 | 
水木 し ける の お ぼけ 学校 つ 所 へ 系 是 地 ぅ 6 ポ し ブ 洗 A3 判 上 製 ・ 絵 本 | ポプラ 社 。 | 18 月 | 689 | 
テ に - に し レプ の つ あ 天王 己 ま 昌和 A5 変 形 上 抽 東京 堂 出版 210 | 9 月 1 日 2200 


に ド 末 レビ る や 生 コ 条 具 と 4 近 革 く の > 身 ロ 計 を と ぼ た ち サッ コミ ックス 朝日 ソノ ラマ 社 176 19 月 39 日 | 350 


ラド ドレ ビ げ る コネ 太 と 1 生 で クッ 竹 処 王 


に ドーレ ビビ る コネ 具 と 1 生 宙 の ボ マ ン 完 . 


ドー ドリ レビ る 用 表記 と 生計 る ③ 還 の と - つ の つう f ぞ 晶 


. 震 に 良 E ン の つ お お イヒ ソ ブ 方 代行 < くつ 100 テ ン ラ ンド コミ ックス 


后 界 の ぁ g 天 7f 生 1 〇 OO 語 小学 僅 入 門 百科 シリ ー ズ 119 


ラ に ドリ レビ る と う ポ 具 と 1 和 共 くめ - 一 


ィ に に ド ュ レビ る コネ 上 と 生 葵 で D 夫 まき 和 の の 7 季 


寒 . に 良 E の つう お お イヒ ( ブ け お 代 生 <②③> 


100 テ ン ラ ンド コミ ックス 


- 完 に 上 良 5 イ 愛 詩 舌 <T 六 rm 宰 . と 3 諸 女 良 中 野 書 店 復 広 シリ ー ズ 3 


- 界 に 良 5 イ 逐 詩 天 < づ 沙 由 3 雇 の つっ 背 婦 中 野 書店 復 到 シリ ー ズ ぅ 3 


計 舌 < や に ネ申 本 系 のぶ 還 Tー、 や つて き 寺 


6 月 


8 月 


8 月 2 日 


: 月 1 日 


水森 し ける の お ぼけ 深 玉 S 放 天王 ー に 単 長芋 


水木 し げ る の お は け 学 校 ま 3 と ギブ レズ ト 


秒 井 文庫 30 限定 


還 還 
皿 
四 区 


EE 
計る ャ ィ ラ ーー ペー バ 


本 叶 
1 」 
Li | 


7 
WB ソ フラッ | 5 165B| 96 | 


mml 
misal 
本 


5 月 31 日 


6 月 25 日 


『 月 4 日 


7 月 4 日 


小学 入 門 百 科 シ リー ズ 148 


小学 館 入門 百科 シリ ー ス 153 


11 月 30 日 


lmg*geos - )1、60 パ 0 パパ "9 


デン の 寒 - プ に 良 R<⑤> 


12 月 15 日 


: 月 18 日 


水木 し ける 短 糧 保 作 入 ( 侍 異 経 ) 征 王 攻 バ サタ ビス 、 中 長 


1 月 30 日 


ERP 補 くく スン の つ 畔 な ス し で や っ ス 、 末 明 
ダダ ググ の 寒 ご に 良 EC の 宮 . プ こ 良 生計 舌 て - 公 > 


小学 謎 入門 百科 シリ ー ズ 65 


2 月 10 日 
2 月 28 日 


水木 し げ る 短 絹 傑 作 集 【Z 想 絹 ) 3 茜 - 区 の つる 全 


2 月 28 日 


朝日 ソノ ラマ 杜 | 220 


ラ に ドー に レブ | る 導 う 垢 大 プー に 理生 時 


3 月 5 日 


ラド レビ 名和 天 ( 生 画 「 


3 月 5 日 


ダダ ダダ の 冠 - 眼 > 虹 . コ に 良 ほ ミイ ヒッ ブ か 人 で イ 定 


3 月 25 日 


水木 し げ る 短 韻 保 人 集 (風刺 則 ) と の ュ そよ てい ヽ 芝 


3 月 30 日 


ビッ トラ テラー] 革 ※ 己 の つう 中 表 計 寺 


4 月 6 日 


3 月 20 日 | 1200 


9 月 20 日 | 2500 


19 月 24 日 | 650 | 


180 | : 

111 |2 月 
11 [3 月 
174 16 月 30 日 


174 18 下 5B| 4 | 
[mm lm | so | 
1 79 | 
lm 
| ia | 


水木 し ける 短 縛 保 作 集 包 頂 旨 ) 、 革 


サン ワイ ドコ ミッ クス 


三 拉 く スン イー 年 王 琴 K や 


愉 C ス ペ シ ャ ル 143 


355 


65 月 6 日 


代 C ス ペ シ ャ ル 144 


7 月 6 日 


桜井 文庫 43 限定 1000 部 


桜井 文庫 44 限定 1000 部 


? 月 1 日 600 | 
7 月 10 日 


人 で. 計 ゴ ミ キビ よ 字 呈 ミン 一 ミン 中 申 - 吾野 欠 


ほる 平和 濁 還 シリ ー ス 25 


ほぼ ほるぷ ぶ 出版 


議 


里 太 朋 本 上 ヒ 容 双 の つ 脳 訪 上 桜井 文庫 45 限定 1000 部 ? 月 10 日 | 500 
桜井 文庫 46 限定 1000 部 7 月 10 日 | 500 
河出 文庫 河出 書房 新 社 7 月 20 日 

宮 に 上 明 E の つ 箕 加 JftB3 雇 ス 、 戸 引 小学 閉 入 P9 百 科 シ リー ズ 171 180 | 7 月 23 晶 


ラド ドリ レビ る コト 


系 会 っ 二胡 婦 良 と に き お お うた 計 スン の つ 卓 長計 己 


河出 書房 新 社 


222 


水木 し げ る 短 知 傑作 集 Io タビ ラー の つ 二 
クー 天皇 ま の 5 委 くく スン 


サン ワイ ドコ ミッ クス 


朝日 ソノ ラマ 社 


小学 館 入 門 百 科 シ リー ズ 175 


ウジ ラー 友和 天 学 ま スン の ミ プ に 長 K 
ダダ "の っ 震 に 良 E 天 「 華 に 村 時 


小学 館 入 P 百 科 レ リー スズ 175 


7 月 25 日 

午 直 議 2200 

7 月 30 日 | 1300 
7 月 30 日 

8 月 5 日 | 580 


講談 社 ポケ ッ ト 百 科 シ リー スズ 46 


講談 社 


ウジ ー 婦 天 1 生ま スン の ミ 害 . プ に 貞 ほ の つ 婦 天 「 皇 方 代 f 定 [育生] 


小学 入 門 百 科 シ リー ス 177 


小学 巡 


クラー 二天 ( 近 ま ん の * コ に 良 の つ 婦 天 -[ 主 方 代 イ 証 [f 


委 ] 


小学 部 和 P 百 科 シ リー ス 178 


小学 束 


ジグ "の つ 実に 良 記 開 生 ユ タビ ネ申 に 単 胡 言 己 育生 


サン ワイ ドコ ミッ クス 


朝日 ソノ ラマ 社 


ダグ "の つ . プ に 良 K り 状 生 性 タビ ネ申 に 単 藤 言 己 に 交 コ 


サン ワイ ドコ ミッ クス 


間 日 ソノ ラマ 社 


8 月 5 日 
8 月 26 日 | 550 
8 月 26 日 
8 月 26 日 
8 月 30 日 
8 月 30 日 
171 19 月 5 日 | 420 


クラ ー 衣 婦 天 符 ま ん る 補 可 届 の 三平 る 


婦 天 | 午 * 昌 ・ アゲ ダン の 突 - 玉 具 E プ ァ 詩 ワー 弥 語 


講読 社 X 文 庫 X22- 
講談 社 X 文 庫 双 22- 
小学 踏 和 9 百 科 シ 
学 遂 入門 百科 シ 


> 年 マガ が ジン コミ ックス 


(株 ) バ ンダ イ 、 水 木 ブ ロ 操 


リー ズ 187 
リー スズ 188 


2 計 光 デラ ザン の つ 只 コ に 良 E 議 秋 社 メ 文庫 X22-1 
少年 マガ ジン コミ ックス 191 | 9 月 1 日 ーー 
少年 マガ ジン コミ ックス 記 | 370 
少年 マカ ジン コミ ックス 9 月 18 日 | 370 
サン ワイ ドコ ミッ クス 還 600 
少年 マガ が ジ ンコ ミッ クス 191 |10 月 18 日 | 370 
少年 マガ ジン コミ ックス 穫 - 19 月 18 日 | 370 
少年 マガ ジン コミ ックス 190 |10 月 8 日 | 370 
小学 館 和 3 百 科 シ リー ズ 185 に 
小学 妹 和 百科 シリ ー ズ 186 日 10 2 io 月 28 昌 | 50 | 


女 天 | 生 末 8 ・ デデデ ダダ の 寒 に 具 ド ズー 婦 生 [ 午 % 放 (株 ) バ パン ダイ 、 水 木 プ ロ 絹 0 
KC スペ シャ ル 180 講社 [leeml s 580 
少年 マカ ジン コミ ックス | 講社 205 2 
少年 マガ が ジン コミ ックス B 配 濁 有 笛 370 
少年 マガ ジン コミ ックス PE 
少年 マガ ジン コミ ックス | 195 |i2 且 2 日 | 370 | 
秒 末 デラ デン デ の っ 容 . プ に 長 <③> KC スペ シャ ル 181 ーー 580 


ダン の つ 界 に 具 5 プ に ( 豆 り 謗 長 


TV マガ シン 増刊 


ンー ダン "の つ 加 つ に 長 EQ や 


少年 マガ が ジン コミ ックス 


プー ダダ "の っ 只 . に 上 RG⑤ 


ダダ ゲ グ の つう 思 に 上 EQ④ 少年 マガ ジン コミ ックス 


少年 マガジン コミ ックス 


FE し し ケー 


1 サン ワイ ドコ ミッ クス 


泰 末 アー の つう 累 に 良 E< の > 


民 で スペシャ ル 


少年 マガ が ジ ンコ ミッ クス 


少年 マガ ジン コミ ックス 


近く スレ くう 限定 1000 部 
寺 時 5 深 くろ てく 嘱 う 限定 1006 部 


限定 1000 部 


@&( ナ 明 限定 1000 部 東 考 社 
4 ね ね ぼ は ば スス 竹 ちく ま 文 庫 築 記 書記 
フラ に ドレ ビブ | も コネ 上 生生 すく て エダ 本 己 ま キ ゴ ーーー ヤ 妥 KC スペ シャ ル 195 


枯 寺 楽 万 肌 六 デラ デラ デ の つ 吉 つ に 長 E で や 
ラ に ドー ドル レプ る 必 う 肖 県 本 王 * く や ココ マッ アラ レビ つ ネ 先 


ボン ボン KC 


|m 


本 5 


KC スペ シャ ル 197 


? 革 寺 の っ エ 
ィ 可 起き どっ - 三 守 T 
フラ に コ ド ュ レビ | る とう 上 4 まき の ラフ アラキ ギ キイ キイ 


少年 マガ ジン コミ ックス 


少年 マガ ジン コミ ックス 


KC スペ シャ ル 198 


? ロ Ts の つっ - 三 デ IFJJ 


少年 マガ ジン コミ ックス 


Ei P ミ マン トー に ュ こ キト 


少年 マガ ジン コミ ックス 


ーー 人 


6 月 26 日 
6 月 30 晶 
6 月 30 日 


7 月 14 日 | 480 
7 月 24 日 | 500 
軒 
AB 


月 26 日 
7 月 29 日 
7 月 29 晶 


議 談 社 X 文 庫 X22-4 
KC スペ シャ ル 199 
KC デ ラッ クス 21 


デー ムジ ピッ ンダ ダダ の 突 コ に 上 5 
> に ボリ レ ビブ も 導 づ 太 括 才 FE 注 由記 の ど つ ラテ に 
アデ の 完 に 眼 E 天 ( 生 づ く レレ 

? ロ 計 き の っ 三 コ テマ 

菜 厨 遂 和 系 目 役 言 舌 ・ ぇ 丘 了 美 き ユ 

科 末 入 糸 目 イ 写 言 舌 ・ ぇ 民 衣 甘 苑 伺 

水木 し げ る 賃 本 間 画 保 作 送 1 村 革 朝 き の つ 引 に 具 E て ヒッ う 
水木 し ける 貸本 韻 画 傑作 選 2 務 甘 場 き の つ 天 し に 具 E て 下 う 
ダダ ゲ デ ゲ の 冠 に RE デニ テテ 天理 符 + 
ラ に に ド ュ レビ | る の つみ る 天 [ 学 E] 詩 くう 

> に レビ る の つ 婦 天 ( 学 較 人 振 を て 下 う 

科 五 近 系 目安 言 十 ・ ? 中 F 幅 矯 泡 杏 
水木 し げ る の 妖怪 まん が 集 } っ すず"Z み の つ 密 F 英 
水木 し げ る の 妖 ほ まん が 集 2 み 天皇 大 ちの 


民 C デ ラッ クス 22 
兵 C デ ラッ クス 23 


講読 社 
穫 日 ソノ ラマ 社 


講談 社 X 文 庫 X22-5 
講談 社 X 文 庫 X22- 


回 
凶 
To 
半 


水木 し げ る 貸本 漫画 保 作 選 3 宮 - プ に 良 ほそ 愛 詩 舌 く _ ヒ うっ 7 月 30 晶 
ダダ ンダ の 電 - 玉 RE て テー ニテ > テレ ビ マ カジ ン デ ラッ クス 26 8 月 25 日 


水木 し げ る 貸本 当 還 低 党 4 時 に 良 K 愛 計 苦 て 下 う 8 月 30 昌 
世 攻 史 太っ 宰 に 貞 5< つ や KC コミ ッ ク ボ ン ボ ポン ae 370 


9 月 30 日 | 520 
9 月 30 日 
10 月 18 日 
273 10 月 30 日 | 520 
196 |11 月 18 日 | 370 
283 |11 月 29 日 | 520 
355 |12 月 1 日 
築 摩 書房 12 月 1 日 | 480 
際 ジン コミ 、 講談 社 193 |12 月 17 日 

水木 しげ る 世 間 画 人 人 人 9 イヒ 計 も ンー 寺 全 - お 民 る ーー hgitE33 
上 ーー トゥ ユー 
計 hgal eo 
ーー 人 ト 生 ルン g | hasegl 59 | 
|  。 | 二 ロ ツノ ラマ 社 |27312HB28BI 590 | 
に 馬 ロ ソノ ラマ 社 | 2 12 月 9 5 

|j% 13 有 8B| 3 
| < も 出版 | 80 1321B 780 

| <$ ん 出版 。 | 80 |3Bi 昌 | 780 | 
| 朝 BH ソ ノラ マ 社 | 247 13B91B| sao | 

ピーーーーー 2 et 520 


KC スペ シャ ル 300 347 [4 月 6 日 | 580 


水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 ぅ コ イ 本 メイ ンー ブン に 野人 言 選 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 6 足し ヽ の つ キ ンー 多 合 の つう 表 


=】 
に 1 


少年 マガ が シン コミ ックス 


少年 マ が ジン コミ ックス 


朝日 ソノ ラマ 社 
築 際 書房 


水木 し げ る 貸本 洪 画 人 人 送 8 鞍 千 の つ 田 イン BB7 詳 の 中 音 
水木 し げ る 妖 ほ まん が 集 3 記 コ 具 県 ーー の つか 代 


EE 


KC ポン ボン コミ ックス 


水木 し げ る 貸本 漫画 傑 作 送 11 争 座 の っ "打つ つう ジ ジ 一 ー ン な いし ょ の 語 


水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 12 理 氷 く スン ーー 


水木 し げ る の 不思議 な 世界 ③ タ ビ ネ 申 の っ ま 召 き 


少年 マ が ジン コミ ックス 


うき <1 で 昌 本 の お ぼけ ビデ テ 
うき < く 2 で 攻 界 の お ば ビデ テ 


ハリ キリ に ん じゃ ニン タン の お ば け こ 


トー の 2 
水木 し ける 不思議 な 世界 ④ 品 ゴ 年 「 可 ] 琴 ほ 言 己 


テレ ビ 友 ゲゲゲ ン の 界 . 玉 具 C や た の 幼 TY デ ラッ クス 13 4 月 28 日 
し げ る 貸本 漫画 傑作 選 15? ロ ] 局 キ の つつ = コテ くつ うっ 4 月 3 日 | 520 
194 | 5 月 18 日 


片 結 デン "の 宮 に 上 FR⑤ う 
ョ ビ R 友 デデデ ンダ の 寒 に 上 5 や D 

水木 し げ る 貸本 漫画 保 作 選 16? ロ きのう ニテ て うう 
素 末 素 届 デー の 夫人 良 <⑮ う 


5Be| 59 | 


248 15 月 31 日 | 520 
197 16 月 17 日 


朝日 ソノ ラマ 社 
講談 社 


デンデン つ 罪 に 具 5 ミ ンー サー た 琶 3 ! 27 | 6 月 20 昌 
水木 し げ る 妖 ほ まん が 集 ろ ラー ラー ンー の っ 宮 に 中 FR や D 6 月 23 晶 
水木 し げ る 妖怪 まん が 集 @| 径 必 有 官 こよ つう ーー そ ぞ 6 月 23 晶 
水木 し げ る 貸本 漫画 保 作 選 17? ロ T 選 を の っ ニー マテ < くう 6 月 30 晶 
革 素 琴 友 デラ バン の つ 突 具 5G や D 7 月 1 日 
水木 し げ る 貸本 湿 画 保 作 選 18 で 二 綿 こと 言 ロビン? 入 詩 朝日 ソノ ラマ 社 7 2 日 
っ デフ デン デ の っ 宮 に 良 E よ つ あふ いい クン ぞ く ゲゲゲ の 提 太 郎 お ば け の くに 1 | ポプラ 社 | 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 送 19+H33 記 レラ 本 区 本 条 本 還 日 | 
っ デン の つう つ に 良 E ま 3 と (ます ま F らら 寺 ス チク スン ゲゲゲ の 提 太 郎 お ば け の くに 2 680 
し コン デンデン デ の つう 宮 に 具 FE 女 天 [ 半 - 天 画 f 午 TV マガ ジン カラ - ス ベ ペ シャ ル 35 9 5 370 
デデデ "の つ 塞 に 良 K ・ H33 雇 需 寺 少年 マガ ジン コミ ックス 講談 社 9 月 7 日 370 
水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 20 イ 受 の っ 革 守 人 ング 守 王 きつ つ 修 朝日 ソノ ラマ 社 9 月 39 日 | 520 
ラーラ デン の つう 宮 も に 良 E よ つみ あふ いて レー レレ ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに 3 680 
っ デラ デン デ の つ 宰 L プ に 良和 そよ スレ で そっ] 人 監 て ファ ーー 所 雄 2 | た の 幼 TV デ ラッ クス ⑯ 10 月 20 日 | 580 
ラー ラ デ ン デ の つっ 境 ま に 良 K よ つみ > し いい キー ニン デジ 一 ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに 4 10 月 680 
2 デフ デン デ o の つう 宮 コ RE よ つう あ か いた 二 2 ミ つっ ンス ン ゲゲゲ の 提 大 郎 お ば け の くに 5 11 月 .680 
2 に 本 レビ る の ぁ 天 | 持 ユ 1 〇 ュ (まな レ て ん と う 中 ブッ クス 小学 半 1 月 2 日 | 450 | 


デラ デン デ o つ 宮 し に 良 5 ン < の つっ 天 まつ スン 1 
237 2 月 29 日 


ぶる き と のみ 天 [ 和 
| 陳 革 Sc 
ッ ニ ニー ニ ェ ンジ 


トー 


ェ ャ ーー 


0 人 
に ンー に レビ げ 和 る 情報 和 志和 ュ の 


今回 は 、 総 決算 号 に 合わ せ て 最新 改訂 版 「 水 木 し げ る 年 度 別 出版 物 リ スト 」 を 載せ まし 現在 で は 古本 屋 な ど で は 、 水 木 し げ る の 古い 慢 画 は 、 手 塚 治 虫 、 藤 子 不二雄 、 つ げ 義 
隊 春 ら の 本 と な らん で 高価 な 値 が 付け られ て いる 。 な お 本 リス ト 中 で 私 が 所 有 し て いな い 
OO リス ト は 、 昭 和 41 年 か ら 昭 和 63 年 7 月 まで の お よそ 2 2 年 間 に 出版 され た 水木 し げ る 本 は 、 残 す と ころ 「 カ ラー 販 墓 場 の 鬼太郎 ⑤ 」1 冊 で ある が 、 こ れ が 中 々 出 て 来 無い の 
語 に よる 由 碑 物 を 出来 る だ け 総 ぎら いし た も の で ある 。 な お 、 昭 和 32 年 か ら 昭和 4 年 で ある 。 こ れ ら と 共に 貸し 本 慢 画 も 現在 4 2 種 ほ ど 所 有 し て いる 。 こ ちら の 本 が また 高 
まで の 出版 され た 単行 本 は 、 い ずれ も 貸し 本 用 単行 本 な の で 今回 は 除外 し て ある 。 位 で それ こそ 中 々 手 に 和信 ら な い の で ある 。 
また 、 今 回 リス ト を 作る に 当たっ て は 、 そ の 参考 文献 と し て 「 別 堪 新 評 ・ 水 木 し げ る の ⑨ さ て 次 回 は 、「 悪 魔 く ん 復活 特集 」 と な る 予定 。 


選 界 ( 全 特 集 ) 」 (昭和 55 年 10 月 10 日 発行 ) の 中 か ら 「 水 木 し げ る 主要 単行 本 リス ト 1 
4 8 選 」 (伊藤 徹 ・ 編 ) か ら 昭和 55 年 8 月 まで の 分 を 利用 し た 。 そ れ 以降 及び その 他 
は 、 自 分 で 収集 し た 本 を も と に 製作 し た 。 

ちな み に 伊 藤 徹 氏 は 、 大 の 水森 しげる マニ ア で あり 、 小 学生 の お り 上 京 し 、 水 木 宅 
へ 押し 掛け 1 週間 ぐら い 泊 まり こん で 本 と 原稿 の 整理 を し た ほど で 、 その 後 水 木 し げ ける 
著書 の コレ クタ ー と し て は 、 右 に 出る 者 は いな い 存 在 と な っ て いる 。 な に し ク ろ 完 璧 に 近 
いい [水森 し げ る 作品 目録 」 を 完成 させ る な ど 、 水 木 し げ る 自身 が 「 僕 の 作品 の こと な ら 
避 よ り 伊藤 者 に 聞い た 方 が 詳し いよ 」 と いわ し め る 程 の マニ ア な の で ある 。 彼 は 、 ま た 
水木 し びる ファ ンク ラプ の 会 長 を し 、 会 報 「 も の の け 」 を 昭和 53 年 8 月 か ら 不定 期 に 発 
行 し て いる 。 い や こ ど ん な 世界 に も 上 に は 上 が ある も ん で ある 。 

単行 本 リス ト は 、 水 木 し げ る 著書 に よる も の と し て いる が 、 近 年 の も の に は アニ メ 
関係 の 本 や 水木 ブロ 作品 も 含ま れ て いる 。 ま た 逆 に 40 年 代 の アニ メ 関 係 の 本 等 は 、 そ の 
存在 が 未確認 ゆえ に 省 い た も の も ある 。 

昭和 6 3 年 の 追加 と し て 
「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ・ ゲ ー プン ント イレ よう か い 」 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 お ば け の くに 7 | 

ポプラ 社 63P 5 月 発行 680 円 


6 月 28 日 発行 740 円 
講和 5PCS の Sa 半 ま その サヤ 生 7ZP: バビ 
| 6 月 28 日 発行 880 円 
ie 
19 記 48 年 の 「 ゲ ゲ ゲ の 衝 太 郎 ⑮」 の 人 生日 は 、 月 9 昌 きま 。 
| @ 昭 和 4 4 年 の 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 @」 の 発行 日 は 、2 月 10 日 で す 。 
| @ 昭 和 4 8 年 の 「 復 刻 且 悪 刻 く ん 」 つ 392P、8 月 15 日 発行 、1600 由 
| @ 昭 和 '5 1 年 の 「 河 凍 の 三平 」 ゆ っ 217 ゼ ③ っ 206P 
| @ 昭 和 5 1 年 の 「 千 年 王国 の 」 つ 195P 


上 記 の 如く 書き 込ん で 下さ い 。 
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週刊 宝石 増刊 コ 


っ 2 に つっ だ に 1 レビ る | 表 坪 和 の 12 


水木 し げ る の その 後 の 情 報 と し て は 、 最 近 で は 書き 下ろ し で 「 水 木 し げ る の 昭和 史 全 8 巻 」| す る の が 続編 た る 「 悪 魔 く ん 世紀 末 大 戦 」 で あり 、 期 待 を も っ て いた の だ が 、 や は り 一 般 受 け 
を 執筆 中 で あり 、 現 在 は 3 巻 ま で 発行 され て いる 。 こ の 内 容 は 、 い わ ゆ る 双 和 史 で は 無く 、 水 | し な か っ た の か 、 中 途 半 端 な 形 で 終了 し て し まっ た 。 実 に 残念 で ある 。 
木 し げ る の 誕生 か ら 子 供 時 代 、 そ し て 戦争 の 実体 験 を 中 心 に その 時 代 を 漫画 と し て 描き 上 げ て | また 、「 悪 麻 く ん 」 に は 、 少 年 マガ ジン に 連載 され た 悪魔 メフィスト が 登場 する 、 も うつ 
いて 実に ユニ ー ク な 双 和 史 と な っ て いる 。4 若 以降 で は 、 水 木 氏 の 南洋 で の 戦争 体験 、 載 後 の | の 作品 が 存在 する が 、 (テレ ビ 化 も され た ) この 作品 の リメイク (新作 と 言っ た 方 が 正しい か 
仕事 の 変遷 、 そ し て 洪 画 家 と し て 成功 する まで を その 時 代 の 歴史 と と も に 描か れ て いく 事 で あ | な ) と し て 講談 社 刊 の 月 刊 コ ミッ クボ ポン ボン に 連載 され 、 こ の 4 月 に は テレ ビ ・ ア ニ メ 化 も 決 
2 し て いる 。 こ こ に 登場 する 悪魔 メ フィ スト は 、 初 代 メ フィ スト (雑誌 販 ) の 息子 と し て 革 湯 
また 雑誌 へ の 執筆 で は 、 週 刊 宝石 増刊 コミ ッ ク BE'! に 連載 され て いた 「 悪 麻 く ん 世紀 末 大 ! す る と 言う も の で ある 。 こ の 「 章 麻 く ん 」 に つい て は 、 次 回 に は 「 亜 鹿 く ん 人 復活 特集 」 と し て 
昔 」 は 、10 月 31 日 付け で 残念 ながら わずか 6 回 で 終了 し て し まっ た 。 くわ し く 紹 介し た いと 思う 。 ム 、、 チッ ンス 

この 内 容 は 、 貨 本 版 「 凍 麻 く ん 」 ( 全 3 若 ) の 続 罰 と し て 書か れ た 物 で ある 。 貸 本 版 は 、 本 ルン 
来 全 5 若 の 予定 で あっ た の が 、 読 者 の 不評 を か っ て 3 巻 に 縮め られ て し まっ て いた の だ が 、 水 
木 作品 の ベス ト 作 品 で ある 事 は 周知 の 事実 で ある 。 ま た その 後 少年 ジャ ンプ に この リメイク と 
し て 「 悪 魔 く ん 復活 ・ 千 年 王国 」 と し て 復活 し て いる 。 こ れ ら の 作品 で 殺さ れ て し まっ た 東洋 
の メシ ャ 悪魔 くん が 、 ま さ し く 復活 し て 此 の 世 を 平和 な 統一 国家 「 千 年 王国 」 を 作る べく 活躍 
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60 年 
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鬼太郎 夜話 ( 下 )( 朝 日 ソノ ラマ 神 ) 


・ 健 斉一 番 隊 負 62 


年 水木 し げ る 貧 本 漫 再 傑作 選 1 


ー 62 


・ 却 の 中 の ジョ ニ 


年 


・ な いし ょ の 放 64 
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ガロ 6 6 年 3 月 号 


少年 マガ ジン 66 年 1 月 15 日 号 


少年 マガ ジン 66 年 4 月 3 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 66 年 4 月 15 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 上 1 


少年 マガ ジン 66 年 4 月 17 日 号 -5 月 8 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 販 1 


少年 マガ ジン 66 年 5 月 15 日 号 - 7 月 3 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 上 1 


別冊 少年 マガ ジン 66 年 月 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 上 1 


週刊 少年 マガ ジン 66 年 8 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 基 1 


週刊 少年 マガ ジン 66 年 10 月 9 日 号 


, 10 月 16 日 号 、 中 央 公論 社 愛 世 芝 1 


別表 少年 マガ ジン 65 年 11 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 其 1 


則 少 年 マガ ジン 67 年 4 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 芝 1 


少年 マガ ジン 67 年 5 月 7 日 
ガロ 67 年 6 月 号 59 年 4 月 号 


刊 少年 マガ ジン 67 年 7 月 2 日 号 -9 月 3 日 号 


6 月 25 日 号 、 中 央 公論 社 愛 蔵 版 1 
、 中 央 公論 社 愛蔵 上 2 


、 中 央 公論 社 愛蔵 上 1 


少年 マガ ジン 67 年 9 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 1 


刊 少年 マガ ジン 67 年 9 月 10 日 号 , 


9 月 24 日 号 、 中 央 公論 社 愛蔵 芝 1 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 10 月 1 日 号 


, 10 月 8 日 号 、 中 央 公議 社 愛蔵 上 1 


山 少 年 マガ ジン 67 年 11 月 1 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 1 月 12 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 11 月 1 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 1 月 26 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 12 月 3 日 号 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 1 
少年 マガ ジン 67 年 12 月 10 日 号 、 中 央 公論 社 愛 若 版 1 


週刊 少年 マガ ジン 67 年 12 月 17 日 号 


少年 マガ ジン 67 年 12 月 24 日 号 


間 少 年 マガ ジン 68 年 1 月 1 日 号 


少年 マガ ジン 68 年 1 月 1 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 1 月 28 日 号 


イト "バッ 3 、 中央 公論 社 愛蔵 販 1 


少年 マガ ジン 68 年 2 月 4 日 号 


7 イト ドッ グ メ 3 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


少年 マガ ジン 68 年 2 月 11 日 号 , 


91 ト " 3 、 中 央 公論 社 愛蔵 上 基 2 


少年 マガ ジン 68 年 2 月 25 日 号 


9 イト" バッ ス 3 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 3 月 17 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 歳 版 2 


少年 マガ ジン 68 年 3 月 24 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 茂 版 2 


少年 マガ ジン 68 年 3 月 31 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 上 3 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 4 月 7 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 大 版 2 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 4 月 1 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 4 月 21 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 基 2 


、 中 央 公議 社 愛 蔵 版 2 


少年 マガ ジン 68 年 5 月 5 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


少年 マガ ジン 68 年 5 月 12 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


少年 マガ が ジン 68 年 5 月 19 日 号 


、 中 央 公論 福 愛 蔵 上 2 


少年 マガ ジン 68 年 5 月 26 日 号 , 


、 中 央 公論 社 愛蔵 其 2 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 6 月 9 日 号 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 6 月 16 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 6 月 23 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 匠 2 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 6 月 30 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 2 


、 中 央 公論 社 愛蔵 基 2 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 版 2 


冊 少 年 マガ ジン 68 年 8 月 1 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 8 月 4 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 8 月 18 日 号 。 
少年 マガ ジン 68 年 9 月 8 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 9 月 15 日 号 - 9 月 29 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 10 月 6 日 号 -10 月 27 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 1 月 1 日 号 
少年 マガ ジン 68 年 11 月 3 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 
927 條 "1 、 中 央 公論 社 愛蔵 巡 1 
、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 
、 中 央 公論 社 愛 大 基 3 
、 中 央 公論 社 愛 蔵 上 3 
71 ド コッ 4、 中 央 公論 社 愛 蔵 基 3 
7 條 "ポッ 4 、 中 央 公論 社 愛 蔵 央 3 
7 ドッ 4 、 中 央 公論 社 愛 蔵 基 3 
7 介 "ペッ 5 、 中 央 公議 社 愛 蔵 版 3 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 11 月 10 日 号 -11 月 24 日 号 


9 介 " 太 必 5 、 中央 公論 社 愛蔵 版 3 


少年 マガ ジン 68 年 12 月 1 日 号 , 12 月 8 日 号 


9 介 "バグ 5 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 


週刊 少年 マガ ジン 68 年 2 月 15 日 号 


7 イト "バッ 5 、 中 央 公議 社 愛 蔵 誠 3 


少年 マガ ジン 69 年 1 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 版 3 


週刊 少年 マガ ジン 69 年 1 月 5 日 号 , 1 月 12 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 版 3 


週刊 少年 マガ ジン 6 年 1 月 26 日 号 - 2 月 6 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 


少年 マガ ジン 69 年 2 月 23 日 号 - 3 月 23 日 号 


、 中 央 公 茶 社 愛 蔵 販 3 


7 イド ボッ 5 、 中 央 公論 社 愛 茂 巡 3 


別冊 少年 マガ ジン 69 年 5 月 


917 ドッ メ 5 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 


別冊 少年 マガ ジン 69 年 6 月 


, 中 央 公論 社 愛 蔵 其 3 


別 肌 少年 マガジン 69 年 7 月 1 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 


別冊 少年 マガ ジン 70 年 7 月 


必 年 サン デー71 年 9 月 


9 條 "ミッ ク メ 6 、 中 央 公論 社 愛蔵 上 3 


週刊 少年 サン デー71 年 10 月 


7 イド バッ 6 、 中 央 公論 社 愛蔵 坂 3 


少年 サン テー71 年 10 月 


、 中 央 公論 社 愛 大 坂 3 


週刊 少年 サン デー?1 年 10 月 


、 中 央 公論 社 愛 大 上 3 


週刊 少年 サン デー71 年 10 月 


y7f ド コミ ッ ス 6 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 3 


必 年 サン デー71 年 10 月 


少年 サン デー71 年 11 月 7 日 号 


* ボ ッ メ 6 、 中 央 公論 社 愛 歳 央 3 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 ゲ 3 


週刊 少年 サン デー71 年 11 月 14 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 上 3 


週刊 少年 サン デー71 年 11 月 21 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 塊 3 


ダイ ダラ ボ ポッチ 


週刊 少年 サン デー?1 年 11 月 28 日 号 , 


週刊 少年 サン デー71 年 12 月 12 日 号 


5 | 週刊 話 77 年 11 月 24 日 号 日 本 "て 地 社 KCXAA"Yws 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③ 


週刊 少年 サン デー71 年 12 月 19 日 号 


6 | 週刊 少年 サン デー71 年 12 月 26 日 号 


引 5 中 ー。 


小学 四 年 生 72 年 2 月 1 日 号 


単行 本 収録 の 有無 その 他 


小学 三 年 生 72 年 2 月 1 日 号 


5 


仏 の 世界 社 


単行 本 収録 の 有無 その 他 


仏 の 世界 社 


仏 の 世界 社 


隔 に 吉 単行 本 収録 の 有無 その 他 


あ E ネ 中 プー 昌 言 己 490 | 旧 本 の 妖異 「 死 神 大 戦記 (上 下 ) 」 74 年 9 月 15 昌 | * 箱 


拓 生 車 故 放 雲 発行 年 月 日 
少年 アク ショ ン 76 年 1 月 26 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 76 年 2 月 9 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 基 4 


少年 アク ショ ン 76 年 2 月 23 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 76 年 3 月 8 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 滅 芝 4 


少年 アク ショ ン 75 年 3 月 22 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 76 年 4 月 5 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 76 年 4 月 19 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 75 年 5 月 3 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 蔵 基 4 


少年 アク ショ ン 76 年 5 月 17 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 基 4 


少年 アク ショ ン 76 年 5 月 31 日 号 


、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


少年 アク ショ ン 765 年 6 月 14 日 号 
少年 アク ショ ン 765 年 6 月 28 日 号 


、 中 央 公論 社 愛 基 上 4 
、 中 央 公論 社 愛蔵 項 4 


少 回 
天 - 和 に > - 20 ミッ 号 


5 車 綴 話芸 発生 年 月 晶 
週刊 実話 77 年 7 月 21 日 号 日 本 ゲカ 社 


実話 77 年 7 月 28 日 号 日 本 が て 也 社 


実 7 年 8 月 4 日 号 日 本 / 社 


新 ゲゲゲ の 鬼 太郎 ② 


週刊 実話 77 年 8 月 1 日 号 日 本 が ャ 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ② 


実話 77 年 8 月 18 日 号 日 本 が て 社 


"rk 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 の 


実話 77 年 8 月 25 日 号 日 本 が て 了 社 


新 ゲゲゲ の 晃 太郎 ② 


実話 77 年 9 月 1 日 号 日 本 が ャ 社 


新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ② 


刊 実話 7 年 9 月 8 日 号 日 本 ゲー 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 擬 太 郎 ② 


週刊 実話 77 年 9 月 15 日 号 日 本 が ャ 社 


新 ゲゲゲ の 更 太 郎 ② 


実話 77 年 9 月 22 日 号 日 本 "て 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 加 太 郎 ② 


週刊 実話 77 年 9 月 29 日 号 日 本 ゲカ 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ② 


実話 77 年 10 月 6 日 号 日 本 が テ 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 ③ 


和 刊 実話 7 年 10 月 20 日 号 本 が と 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 晃 太郎 ③ 


内 癌 77 和 0 月 7 日 号 本 "て 才 社 


新 ゲ ゲ ゲ の ポ 提 太 郎 ③ 


実話 77 年 11 月 3 日 号 本 が 了 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 太 郎 ③ 


突 新 7 年 1 月 10 日 号 日 本 "て 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③ 


週刊 実話 77 年 11 月 17 日 号 日 本 が て 也 社 


新 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 ③ 


実話 77 年 12 月 1 日 号 日 本 " ャ 社 KCA"ywy 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③ 


日 本 ゲル 社 IRCAA"7wk 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③ 


実 医 77 年 12 月 22 日 号 
各 志 発行 年 月 日 
週刊 実話 78 年 1 月 5 日 号 -3 月 15 日 号 


実 呈 78 年 3 月 23 日 号 - 6 月 22 日 号 


実話 78 年 6 月 29 日 号 


新 ゲ ゲ ゲ の 児 太郎 ③ 


週刊 実話 78 年 7 月 6 日 号 


日 本 "て 也 社 IKCAA*ywy 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④ 


ケッ トラ トウ ズ 


日 本 " ャ 也 社 


新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③ 
新 ゲ ゲ ゲ の 児 太 郎 ④ 


デー マン アス の 


週刊 突 話 78 年 7 月 27 日 号 日 本 "て 社 


7 イド ツメ 6 、 中 央 公論 社 愛蔵 上 4 


週刊 突 医 78 年 8 月 3 日 号 日 本 が て 了 社 


KCA"yyy 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ① 


実 絡 78 年 8 月 10 日 号 日 本 "て 子 社 


27 介 " コ ミグ 6 、 中 央 公論 社 愛 大 版 4 


] 実 話 78 年 8 月 7 日 号 日 本 " ャ 社 


週 和 突 放 78 年 8 月 24 日 号 日 本 "て 社 


IKCA":wb 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ① 


yy ゲゲゲ の 昌郎 の 


完 呆 8 年 8 月 31 日 号 日 本 "て 社 


実話 78 年 9 月 14 日 号 日 本 "て れ 社 


9 イト "6 、 中 央 公論 社 愛蔵 版 4 


実話 78 年 9 月 21 日 号 


週刊 実話 78 年 9 月 28 日 号 


週 判 実 話 78 年 10 月 5 日 号 


到 昌 月 、 耳 恒 
lesws | 


実 叶 78 年 10 月 2 日 号 


週刊 突 話 78 年 10 月 19 日 号 


実話 78 年 11 月 2 日 号 
実話 78 年 11 月 9 日 号 


日 本 " ャ 陣 社 NCAA":wy 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④ 
週刊 実話 78 年 10 月 26 日 号 日 本 が が 社 7 人 "ドウ 6 、 中 央 公論 社 愛蔵 上 4 
日 本 了 了 社 KCAA*Ywy 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 


月 刊 少年 ポ ビ ー80 年 9 月 21 日 号 


月 刊 少年 ポピー80 年 10 月 22 日 号 


月 刊 少年 ポピー80 年 11 月 2 日 号 


月 和 必 年 ポ ビ ー80 年 12 月 22 日 号 


刊 少年 ポ ビ ー81 年 1 月 22 日 号 


月 刊 少年 ポ ビ ー81 年 2 月 26 日 号 


少 年 ポ ビー81 年 3 月 26 日 号 


月 刊 少年 ポピー81 年 4 月 26 日 号 


少年 ポピー81 年 5 月 


み 天 生み ミレ > どく ろ f? 二 の つ 


上 少年 ポピー81 年 6 月 


度 志 発行 年 月 日 
ミッ クボ ポンポン 85 年 10 月 号 


あ 天 生生 つ に 戸 皇 キ ーー まき 本 どの つ 寺 


30 | 月 刊 コ ミッ クボ ポン ポン 85 年 11 月 号 


(ボソ ポッ 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ① 


妖怪 コン ビ ! わい らち と サガ リ の 巻 


3 6 月刊 コミ ッ ク ボ ポン ポン 85 年 12 月 号 


KC ボツ 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ① 
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叶 定 諸 CZ 天 1 ま さ カッ ギレ ちの つ 替 KC ホッ ポッ 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 ① 
EE 虹 1 あ 天 1 弥 伝 プー キ 学 の つ 拳 符 


本 イイ 1 光博 衝 * の つう 替 


月 刊 コ ミッ クボ ン ボ ン 86 年 1 月 号 
月 刊 
月 f 
月 刊 


少年 マガ ジン 87 年 2 月 18 日 号 NO9 


コミック ボン ポン 85 年 2 月 号 週刊 少年 マガ ジン 87 年 2 月 25 日 号 MD10 


[コミック ボン ボン 85 年 3 月 号 


少年 マガ ジン 87 年 3 月 4 日 号 NO12 


[コミック ボン ボン 85 年 4 月 号 少年 マガ ジン 87 年 3 月 11 日 号 HO13 


は HB3 誠 の つ 婦 天 征 生 疾 大証 見 * の つ 替 府 
EETF 宙 の つ 硬 3 年 ゴ ー ン の つ 夫 生 

時 モタ 天下 生計 町 の つう 写 玩 和 ま ! の つう 類 
ぬら り ひ ょ ん 最後 の 戦い の 若 
上 怪 警 察 VS 極悪 妖 伴 し ょ うけ ら の 巻 
二 ま ビーゴ の つっ: 全長 
無限 増殖 妖怪 どく ろ の 伴 の 巻 


[コミック ボン ポン 685 年 5 月 号 週刊 少年 マガ ジン 87 年 3 月 18 日 号 DO14 


35 | コミック ボン ポン 86 年 6 月 号 
月 刊 
月 刊 


月 判 コ ミッ クボ ポンポン 85 年 9 月 号 


少年 マガ ジン 87 年 3 月 25 日 号 15 


34 [コミック ポン ボン 85 年 7 月 号 少年 マガ ジン 87 年 4 月 1 日 号 NO16 


35 [コミック ボン ボン 85 年 8 月 号 少年 マガ ジン 87 年 4 月 8 日 号 NO17 


! の つ 替 府 | コミック ポン ポン 85 年 10 月 号 


[コミック ボン ボン 6 年 11 月 号 


[コミック ポ ン ボ ポン 86 年 12 月 号 1 いっ を 一 や ら ミ マン タリ 8 


FE プ つ しょ 相 崩 - 王 HI 


| コミック ポン ボン 87 年 1 月 号 


コミ ッ ク ポ ボン ポン 87 年 2 月 号 
| コミック ポン ポン 87 年 3 月 号 
| コミック ボン ボン 87 年 4 月 号 


3 訳 の つ 婦 天 生生 た ー で の つ 疹 符 
て 婦 天 1 ま 3 守 わい ツン テーー の つき 区 う 
(武器 を 奪わ れ た 鬼太郎 の 巻 ) 


ンコ ] コ ミッ クボ ポンポン 87 年 5 月 号 


コミック ボン ポン 87 年 6 月 号 
[コミック ポン ボン 87 年 7 月 号 
[コミック ボン ポン 87 年 8 月 号 
月 刊 コ ミッ クボ ポン ボン 87 年 9 月 号 


未収 録 
末 収 録 


講談 社 
と HH 展 友 土 単行 本 収録 の 有無 その 他 


ラウラ mーー トコ ンー ゴイ ーー ン お と (だけ 写 - 
ヒー メ クニ 2 アル ニニ コミ 0 アン: っ 
mm 中 チ ーー ラ ニン ボラ 


つづ へ 目 3 と だけ 才女 枝 


少年 マガ ジン 85 年 5 月 28 日 号 NO24 
年 マガ ジン 86 年 6 月 4 日 号 NO25 
年 マガ ジン 85 年 6 月 11 日 号 NO26 
少年 マガ ジン 86 年 6 月 18 日 号 NO27 


NH 


少 


1 1 1 水木 し げ る の お ば け 学 校 9) 82 年 2 月 発行 


1 
に コ 


Ni 


き 1 き 1 


少 


RI 


少年 マガ ジン 86 年 6 月 25 日 号 NO28 


月 の つみ 天王 本 手 史 う 週刊 少年 マガ ジン 86 年 7 月 2 日 号 NO29 


シビ 守 ま で 証 週刊 少年 マガ ジン 85 年 7 月 9 日 号 NO30 
少年 マガ ジン 85 年 7 月 1 日 NO31,23 日 NO32 


1 1 1 | 水木 し げ る の お ば け 学 和 2) 82 年 12 月 発行 


回 所 


NMW 


| ゲゲゲ の 叙 太郎 お ば け の くに (]) 87 年 7 月 発行 
3 と だ ( ナ ま Fr ら 二 チ ルン 6 2 | ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (2) 87 年 8 月 発行 
よう つか いい で ビ 二 レ 6 2 | ヴ ゲ ゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (3) 87 年 9 月 発行 


少年 マガ ジン 85 年 7 月 30 日 号 NO33 


いで 合 ぼ 
eo ノン レー 天 名 


少年 マガ ジン 86 年 8 月 6 日 号 HO34 6 2 | ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (3) 87 年 10 月 発行 


ゲ ゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (5) 87 年 11 月 発行 
6 2 | ゲゲゲ の 系 太郎 お ば け の くに (6) 88 年 2 月 発生 
ー ム ブック ① トイ レン つろ ふい ヽ に ⑦) 88 年 5 月 発生 


少年 マガ ジン 86 年 8 月 13 日 号 NO35 


少年 マガ ジン 86 年 8 月 20 日 号 ND36 


週刊 少年 マガ ジン 85 年 8 月 27 日 号 NO37 


ほ 叶 東レ スス 3 臣 
HrL 塊 し テイ テー て 〈 表 本 在 人 率 司 う 


少年 マガ ジン 85 年 9 月 3 日 号 NO38 "ーー ム フッ ク ② つみ の つっ (まつ チン シン 6 2 | ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (8) 88 年 7 月 発行 


ドッ 友 虹 父 計 計 発行 年 月 日 は 記 区 本 土 | 単行 本 収録 の 有無 その 他 
講社 


小説 ゲゲゲ の 擬 太 朗 1) 85 年 9 月 15 日 発行 


少年 マガ ジン 86 年 9 月 10 日 039.17 日 040 


少年 マガ ジン 86 年 9 月 24 日 号 NO41 


少年 マガ ジン 86 年 10 月 1 日 号 NO42 


週刊 少年 マガ ジン 85 年 10 月 8 日 号 NO43 中 公 腕 蔵 上 


, 中 公 愛蔵 販 


5 


少年 マガ ジン 85 年 10 月 15 日 号 NO44 


5 


少年 マガ ジン 86 年 10 月 22 日 号 NO45 


週 短 少 年 マガ ジン 85 年 10 月 29 日 号 NO45 
少年 マガ ジン 86 年 11 月 5 日 号 MD47 
少年 マガ ジン 85 年 11 月 12 日 号 NO48 


小説 ゲゲゲ の 擬 太 度 2) 85 年 10 月 28 日 発行 


少年 マガ ジン 85 年 1 月 9 日 号 NO49 


少年 マガ ジン 86 年 11 月 26 日 号 NO50 


必 年 マガ ジン 88 年 12 月 3 日 号 NO51 。 中 公 愛蔵 版 5 
。 中 公 愛 蔵 版 5 
。 中 公 愛 茂 央 5 
。 中 公 愛 成 版 5 
, 中 公 愛 成 版 5 
。 中 公 愛 茂 版 5 


少年 マガ ジン 85 年 12 月 10 日 号 HO52 


小説 ゲゲゲ の 鬼太郎 3) 85 年 10 月 28 日 発行 
天 手 オレ 長 


ミラ シー ニン ジフ プラ ニン 


こ の うっ 学 


少年 マガ ジン 87 年 1 月 1 日 号 NO1 


少年 マガ ジン 87 年 1 月 2.8 日 号 HO2.3 


少年 マガ ジン 87 年 1 月 10.15 日 号 NO4.5 


週刊 少年 マガ ジン 87 年 1 月 29 日 NO6 2 月 4 日 NO7 


19 8 | ゲー ム ブ ッ ク ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 85 年 5 月 28 日 発行 


2 8 


【 鬼太郎 作品 収録 単行 本 総 目録 】 


1) ゲカ" ゲイ 人 イセ ドド ツィ 寺 和 8 ラ 起 に 良 E 
ダマ " ル 社 1966 年 7 月 5 日 発行 190P 辛 240 


ガロ 版 「 昌 太 郎 衣 生 」 を 収録 (絶版) 


朝日 ソノ ラマ 社 69 年 10 月 28 日 発行 260P \240 
1 : 鬼太郎 サイ ゴン へ 行く 2 : 危う し ! 鬼太郎 
3 : が 5 は け A に 現 わ る !! 4 : ゲ ャ メダ ゲ 胞 現 わ る 
5 : 裁 か れる 日 本 人 の 爪 あと 
6 : 血 ぬ られ た サイ ゴン へ の 道 他 短 編 3 話 絶 販 
4) 炉 - 版 人 気 肖 本 保 作 選 革 評 咽 読 みこ 良 K 全 9 巻 
①1969 年 12 月 24 日 発行 230P *480 
の ) 12 月 24 日 発行 238P W490 
⑬1970 年 2 月 24 日 発行 238P *490 
くり 4 月 28 日 発行 238P W90 
⑥ 9 月 28 日 発行 223P W90 収録 作品 は 別紙 
の ) 11 月 28 晶 発行 229P *490 参照 (以下 同様 ) 
⑧1971 年 2 月 24 日 発行 230P W490 
⑨ 4 月 8 日 発行 230P *490 
5 ) 別 骨 ^ 介 ミ ッ 版 アデ ラン デン デ o つ 完 に 具 KK2 集 


③ 吸 血 木 の 巻 72 年 2 月 25 日 発行 113P 220 
1 : かまぼこ 2 : 吸血 木 3 : さ ざ え 鬼 


④ 妖 怪 大 戦争 の 巻 73 年 1 月 25 日 発行 113P き 220 
1 : 妖怪 関ケ原 2 : ま くら 返し 3 : 妖 怪 ラ リー 


虫 プロ 商事 A 4 雑誌 版 
12. 1 月 合併 号 : 72 年 1 月 25 日 発行 320P *270 
1: 了 幽霊 一 家 2: 妖 怪 ぬ ら り ひよ ょ ん 3: 陰 魔 提 


4: だ る ま 5: 地獄 流し 6: 笠 地蔵 7: 人 喰い 島 


平林 重雄 編 


86: お り た た み 入 道 9: 大 海獣 

2.3 月 合併 号 : 72 年 3 月 1 日 発行 305P 250 
1: 妖 怪 大 裁判 2: 鏡 合戦 3: 妖 怪 軍 団 4: 見 上 げ 入道 
5: 土 ころ び 6: 妖 怪獣 

7 ) 虫 ボ 人 版 デンデン “の つ 隷 プ に 長 K 全 8 巻 


72 年 3 月 30 日 発行 237P \260 

4 月 15 日 発行 235P 250 

③ ね こ 娘 と ね ずみ 男 
⑳ お どろ お どろ 


4 月 30 晶 発行 231P W260 
6 月 30 晶 発行 233P 260 
6 月 30 日 発行 240P *260 
7 月 15 日 発行 236P *260 
8 月 20 晶 発行 222P \260 
⑧" ぐ 沼 の 妖 怪 
8 ) 小学 館 入 門 百 税 -32 妖怪 な ん で も 候 
小学 館 74 年 5 月 1 日 発行 182P *490 
「 オ べべ 沼 の 妖怪 」 を 収録 
9 ) 日 本 の 妖 上 異才 ビ ネ 申 プ に 単 藤 言 己 く 青 右 存 矯 う 
学研 席 画 文庫 B6 版 ソフ トカ バー 書き 下ろ し 版 
前 : 74 年 9 月 15 日 発行 250P *500 
後 : 74 年 12 月 15 日 発行 250P *500 
10) あッ ウメ 犬 アデ ダダ "の 窟 に 良 K 全 12 巻 
75 年 2 月 28 日 発行 231PW350 
3 月 31 日 発行 223P 


⑦ 落 仙人 編 6 月 30 晶 発行 222P 

6 月 30 日 発行 22P 
お どろ お どろ 対 朋 血 鬼 編 7 月 20 日 発行 225P 

10 月 15 日 発行 242P 

10 月 15 日 発行 235P 
11) 文庫 も 評 菩 旧 反 - 杜 得 攻 相 に 良 K 全 3 巻 

二見 書房 76 年 3 月 20 日 発行 

(① お か し な 奴 、 な いし ょ の 話 
② ポ ボク は 新入 生 、 ア ホ な 男 
⑨ 怪 庁 一 番 時 負 、 地獄 の 片道 切符 166P 250 
12 ) 小学 館 文庫 電 主 お 昌 の つつ 吉 し に 良 E 全 8 巻 


73 年 4 月 20 日 発行 239P W260 


271P \290 
262P \290 


上 太郎 の 誕生 76 年 4 月 20 晶 発行 220P *290 
4 月 20 日 発行 212P 290 


③ 表 血 擬 エ リー ト 


4 月 20 日 発行 220P 290 
77 年 8 月 20 日 発行 222P \290 
78 年 1 月 20 日 発行 222P \290 
月 20 日 発行 221P 290 


⑤ 槍 訂 紙 


6 月 20 日 発行 219P W290 


9 月 20 日 発行 246P \330 
13) マク 7 ご 三楽 正忠 に 長 K 
東京 三世 社 后 上 - ド 加 "- 80 年 8 月 1 日 発行 208P \980 
1:21 人 輝 2: 猫 町 切符 3: 火 星人 現 わ る 4: か くれ 姜 
5:UFO 宇 宙 突 撃 胡 6: 死 人 列車 7: ょ ッ 大 王 8: 壇 の 石 
9: 影 くい 猫 10: 海 坊主 11: 不 思 議 な 家 
14 ) ポア ドッ 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 全 2 巻 


①1980 年 11 月 10 日 発行 200P \350 
1: 獲 2: 水 精 3: 妖 怪 大 "ティ 4: 妖怪 七 人 の 侍 
5: ド 苔 親 分 6: 砂 妖怪 7: 魔 女 放 8: 吸 血 鬼 
②1980 年 12 月 10 日 発行 182P き 350 
1: 虹 人 コー ダッ 2: 狼 男 と アー ゴツ 3: 決 肢 Dt み 
4: 類 人 形 妖 怪 5: 対 人 の 化け 猫 6: 寺 魂 爆弾 
7: パ アド 8 ゲー ドー 
15) 100 ル ルド ウメ 鬼太郎 の お 化け 旅行 全 2 巻 


①1981 年 11 月 10 日 発行 200P き 370 
@1981 年 11 月 24 日 発行 182P 370 


内 容 は 上 記 と 
全く 同じ 


9 月 20 日 発行 405P \690 


10 月 15 日 発行 409P \690 
11 月 30 日 発行 405P *690 


12 月 15 日 発行 392P #690 
⑥ 1985 年 1 月 8 日 発行 380P 690 
2 月 28 日 発行 471P 750 


⑧ 
18) 小学 館 入門 百科 消 - バ 171 鬼太郎 の 天国 地獄 入門 
小学 館 1985 年 7 月 23 日 発行 180P W530 


「 死 人 列車 」 収録 


19) 小学 館 入 門 百 科 カラ ー 版 狼 怪 湯 画 シリ ー ズ 


3 月 25 日 発行 374P W690 


NO176 中 に 上 85 年 8 月 5 日 発行 186P *580 
1: 鬼 太郎 の 誕生 2: 水 虎 3: 妖 怪 大 戦争 4: 鏡 苑 
5: ね こ 娘 と ね ずみ 男 6: 笠 地蔵 
NO177 叶 語 プ に 良 ご つ 婦 天下 生 方 備 征 ユ 
85 年 8 月 26 日 発行 186P *580 
NO178 時 放 プ に 良 ほ の つみ 天王 方 備 生 
85 年 8 月 26 日 発行 178P W580 
「 妖 怪 七 人 の 侍 」 、「 ブ プー ドー」 の 2 作品 が 未収 録 
20) デン デン “の つ 熱 コ に 具 E 妖 怪 大 事典 
講談 社 *7 ッ ト 百科 2 り 9- が 45 85 年 8 月 26 日 発行 193P W550 
新版 「 水 虎 」 絵 物語 「 魔 女人 形 」 を 収録 
21) 7 人 トド ツメ ゲゲゲ の 鬼太郎 別巻 
朝日 ソノ ラマ 社 
前 : 1985 年 8 月 30 日 発行 342P W660 前 編 了 録 
8 月 30 日 発行 335P W660 
1: 後 編 2: 連 華 王 国 3: 未 来 氏 "4: 鬼太郎 対 悪 庭 く ん 
5: 妖 怪 pf- ト " 6: 鬼太郎 け ヵ 幸 5(6 話 ) 
22) 少年 が ゲッ ミッ デン デン の つつ 宗二 に 明 E 
① 1985 年 9 月 18 日 発行 171P 370 
9 月 18 晶 発行 19P #370 
9 月 18 日 発行 186P *370 
10 月 18 日 発行 191P *370 


10 月 18 日 発行 191P *370 


10 月 18 晶 発行 190P 370 
11 月 18 日 発行 188P *370 
1 月 18 日 発行 191P *370 
11 月 18 日 発行 191P *370 
12 月 17 日 発行 196P *370 
12 月 17 日 発行 178P *370 
12 月 17 日 発行 195P *370 
1986 年 1 月 18 日 発行 188P \370 
1 月 18 晶 発行 194P W370 
1 月 18 日 発行 196P *370 
2 月 18 日 発行 198P W370 
2 月 18 日 発行 183P *370 


① 1985 年 11 月 6 日 発行 350P *580 
1:UFO の 秒 密 2: 太 古 の 秘密 3: 地 上 絵 の 秘密 
4:UFO 宇 宙 突 撃 朋 5: 火 星人 現 わ る 5: 不思議 な 家 
7 テッ 大 王 8: か くれ 装 9: 透 明 人 間 10: 悪 慶 博 士 
| の ② 1985 年 12 月 6 日 発行 350P *W580 


1: 野 球 手 の 巻 2: 貸 乏 劇画 家 3: 皮 は ぎ 魔 4: 悪魔 払 い 


5: 妖 虫 6: 川 猿 7: ゲ メ 交 死神 8: 多 人 間 9: 招 か ざる 客 
10: 円 盤 じ いさ ん 11: 精 器 丸 12: 立 体 ルビ 
③ 1986 年 1 月 9 日 発行 338P *580 
1: 相 撲 の 巻 2: ろ くろ 大 合戦 3: 尻 子 玉 4: わ お 紛失 
5: 羽 衣 6: 浮 気 部 長 7: 猫 女 8: 肉 と ん 39: 運命 
10: 貸 7 ゲ 11: も コ 12: 引 寺 自動 車 13: 海 坊主 先生 
@ 1986 年 2 月 8 日 発行 366P W580 
1: 雪 姫 ち ゃ ん 登場 2: 狐 つき 3: 鬼 妖怪 4: 妖 怪 実力 
選手 権 大 会 5: 化 け ゲ モ 6: 大 デュ 7: 妖 伴 傘 化け 
8: ャ 鬼太郎 9: 宇 宙 人 ルト 10: ね ら わ れ た 雪 姫 ちゃ ん 
11: 妖 怪 いや み 12: 猫 町 切符 13: 電光 の 石 14: 絵 末 
株 式 会 社 15: 海 坊主 16: わ ん た ん 妖怪 17: 二 人 理 
18: 死 人 列車 19:yUI ウ X 20:21AZ ツ 
24 ) 杜 革 楽 硬 務 友 フラ デン デ の つ 台 に に 良 EK 全 4 巻 
KC ポン ポン 講談 社 
① 1986 年 3 月 18 日 発行 191P W370 
1: 大 妖怪 が し ゃ どく ろ 復 活 の 巻 
3: 妖 怪 J ル ド " ! わ いら と サガ リ の 巻 
5: 出現 ! 妖 怪 総 大 持 の 巻 
② 1986 年 9 月 8 日 発行 191P *370 
1: 百 鬼 夜行 軍団 登場 ! の 巻 2: 霊 界 大 決戦! の 巻 
3: 地 獄 の 妖 侍 獣 出現 ! の 巻 4: 妨 舌 の 地 氏 童 子 の 巻 
5: 再 生 妖 怪 軍団 の 反撃 ! の 巻 
③ 1987 年 1 月 17 日 発行 180P *370 
1: ぬ ら り ひ ょ ん 、 最後 の 戦い の 巻 
2: 妖 怪 警察 VS 極悪 し ょ うけ ら の 巻 
3: 十 界 ド デ ォ の 逆 吉 ! の 巻 4: 無 限 増殖 妖怪 、 ど くろ 
の 公 の 巻 5: 妖 公 以 津 真 天 、 悪魔 の 契約 の 巻 
④ 1987 年 7 月 17 日 発行 173P W370 
1: 暴 走 ! 妖 怪 超 特 急 の 巻 2: 恐 怖 の 妖 庁 病 の 巻 
3: 世 紀 の 妖 怪 7 イ *』、 幽 子 の 巻 
4: 妖 怪 水 こ ろ が し の 巻 5 地獄 の 妖怪 な べ の 巻 


朝日 ソノ ラマ 社 


〇 募 乾 太郎 (上 ) 1986 年 6 月 30 日 発行 274P W520 
「 お か し な 奴 」「 侍 庁 一 番 爵 負 」 の 復刻 販 

② 幕 場 鬼 太郎 ( 下 ) 1986 年 6 月 30 日 発行 264P 520 
「 ボ ク は 新入 生 」「 ア ホ な 男 」 の 復刻 販 

⑬ 鬼 太郎 夜話 (上 ) 1988 年 7 月 30 日 発行 355P W620 

④ 此 太 郎 夜 話 ( 下 ) 1985 年 8 月 30 日 発行 320P \520 

人 の の" な いし ょ の 話 


1987 年 2 月 28 日 発行 273P W530 
26) 馬 末 部局 デン デン “の つ し に 良 EE 全 6 巻 
少年 マガ ジン コミ ックス 講談社 
① 1985 年 10 月 18 日 発行 202P *370 
② 11 月 8 日 発行 196P *370 
6) 12 月 17 日 発行 .193P *370 
④ 1988 年 3 月 18 日 発行 196P \*370 
⑤ 5 月 18 日 発行 194P W370 
(G) 6 月 17 日 発行 197P 370 


ちく ま 文 庫 築 隊 書 房 今 の と ころ 2 巻 まで 

① 1986 年 12 月 1 日 発行 343P \460 

1: 地 束 流 し 2: だ る ま 3: 妖 怪 城 4: お ば け ナ 9ー 
5: 見 上 げ 入道 5: 猫 太 と ね ずみ 男 7: さ ら 小僧 

8: 天 政 鬼 9: お り た た み 人 入道 10: 悪 魔 り 7 
11: の っ べら ぼう 12: れ " パ 沼 の 妖怪 13: 妖 怪 大 裁判 
② 1987 年 6 月 23 日 発行 347P 婦 60 

: 猫 仙人 2: 曲 寺 電 車 3: 鏡 英 4: ま くら 返し 5: ぬ ら り 
ひ ょ ん 6: 磯 女 7: 妖 花 8: 人 食い 島 9: 妖 怪 軍 団 

10: 死 神 11: あ か な め 12: ゲ 人 ダブ 13: 猫 町 切符 


少年 カ ゲッ コミ ッ 7 講談 社 87 年 9 月 17 日 190P W370 
29) 2 ま 玉生 情 友 デン デン "の つ 品 ま に 頒 K 全 5 巻 


① 1988 年 9 月 20 日 発行 918P \980 

② 10 月 20 日 発行 906P W1200 
③ 11 月 20 日 発行 916P 1200 
@ 12 月 20 晶 発行 902P 1200 
⑤ 1989 年 1 月 20 日 発行 908P W1200 


収録 に は な っ て 


追加 : 

の らく ろ 50 年 記念 アル バム 「 ぼ ぽく の の らく ろ 」 
講談 社 1984 年 11 月 24 日 208P #3800 
水木 し げ る 「 の らく ろ 大 戦争 」 収 録 

O 〇 コミック 2 「 悪 魔 く ん の 冒険 」 

吉 日 3? 社 71 年 8 月 31 日 236P 
\260 


その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 収録 

〇 桜井 文庫 -40「 な いし ょ の 話 」 
東 考 社 1984 年 10 月 31 日 136P \600 
な いし ょ の 話 の 復刻 本 


2 


『 単 行 本 収録 作品 リス ト 』 \ 征 罰 
| コミ ックス 本 | コミ ックス 析 | サン コミ ックス 上 | | 2 
開 ュ Mn ュ | ュ MO ュ 


| お ば け ナ イタ ー 


ダイ fP ド 妖怪 
| 舞 部 
| ね こ 娘 と ね ずみ 男 


お ば け ナ イタ ー 


ゲイ fP ド 妖怪 


| まく 5 返し 
| お り た た み 入 道 


| ダイ ダラ ボッチ 


モウ リョ ウ 
沈 田 坊 
間 冬 廃 法 
悪魔 ベリ アル 
お り た た み 入 道 
| コマ 妖怪 


※ 今 回 の 各 リ スト 作製 に 当たっ て は 、 侯 藤 氏 の 労作 「 水 木 し げ る 作品 リス ト 」 を 基礎 に 
に し 、 さ ら に 私 が 新た に 収集 し た 資料 を 加え て 完成 させ た も の で あり ます 。 ま だ これ 
以外 に も 作品 漏れ が ある か も し れ ま せん が 、 ほ ば ぼ 完 全 を き し た も の と 思わ れ ま す 。 
これ まで 「 擬 太郎 作品 」 を 収録 し た 単行 本 は 、 か な り の 種類 が 刊行 され て いま す が 、 
すべ て の 作品 を 網 級 し た も の は 今 だ に 存在 し ませ ん 。 単行本 未収 録 作品 の 収録 は も と 
より 、 カ ッ ト ペ ー ジ の 人 復元 、 そ し て 作品 収録 も 発表 順 で の 収録 を ぜひ 望み た いも の で 
有り ます 。 
少な く て も いわ ゆる 「 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 」 は 、 発 表 順 の 収録 を 切 に 望む せ も の で す 。 
講談 社 の KC スペ シャ ル 版 ( 全 4 巻 ) は 、 あ まり に も 収録 順 が デタラメ な の で 前 後 の 
つなが り に 予 眉 を 来たし て お り ま す 。 

な お 本 表 未 記録 の 作品 と し て は 、 幼 児 用 の 絵本 (アニ メ 絵 ) す な わ ち 水木 プロ の 絵 で な 
いも の は 当然 カッ ト し た 。 実 際 ど れ ほど 有る か も 全く 不明 で す の で 。 

また 水木 プロ 作品 で 、1968 年 -69 年 頃 の 月 刊 ば くら に 絵 物語 版 「 ゲ ゲ ゲ の 太 郎 」 が 
連載 され て いま す が 、 こ れ も 資 料 と し て ほとん ど 未 所 有 な 事 と 、 そ の 絵 が か な り 劣 る 
と 言う 点 も 含め 今回 は 記録 し て いま せん 。 

ちな み に 所 有 し て いる も の は 、 

O ぼ くら デ ぅ ッ 久 別冊 ルビ コック X: 68 年 7 月 号 「 ゆ うれ い 電 車 」8P 

〇 O 同 : 68 年 10 月 号 「 西 洋 妖怪 の 巻 」10P 

O 同 :69 年 4 月 号 「 磯 女 の 巻 」 10P 


| 最後 の 出 会 
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5 | 妖怪 クリ ー ニ ング 


(5 く 6 ら テラ ックス 衣 介 


の 3 部 の み で ある 。 さ て この 資料 完成 後 の 現在 、 水 木 し げ る 氏 は 、 コ ミッ クボ ン ボ ン 紙 
上 に 「 鬼 太郎 妖怪 国 取り 物語 」 と 言う 鬼太郎 シリ ー ズ の 新作 を 発表 し 、11 月 号 か ら 連 載 し 
て いる 。 本当 に 息 の 長 い キ ャ ラク ター で ある 。 


1 


? 旧 太 郎 の 歴史 ” 『 初 期 の 鬼太郎 』 aa 


「 鬼 太郎 」 作品 が 誕生 し て 今年 で 36 年 、 そ の 間 に 貸 本 、 雑 誌 連 載 、 絵本 、TY ア ニ メ 、 映 画 、 実写 ドラ マ 等 な ど 


に さっ 


に だ や 


いた 水木 し げ る 氏 が 、 新しい 題材 を 探し て いた と ころ 、 紙 芝居 の 元締 が 「 昔 関東 地方 で (当時 水木 は 関西 に 住ん 
で いた ) 『 菓 場 奇 太郎 oO ャ ハ カ バ 奇 太郎 』 と 言う 因果 も の が あっ た が 、 今 み た いな 不景気 な 時 代 は 因果 も の が う 
ける か ら 因 果 も の を 作っ た ら ど うか ? 」 と 言わ れ て その タイ トル を 頂い て 「 墓 場 鬼 太郎 」 と し た わけ で ある 。 と 
ころ で タイ トル の 元 と な っ た 「 ハ カバ 庁 太 郎 」 は 、 1932 年 (昭和 7 年 ) 頃 に 猫 か れ た 紙芝居 で ある 。 原作 は 伊藤 正 
美 で 、 作 画 は 辰巳 恵 洋 で あり 内 容 は 、 と ある ヨメ が いじ め ら れ 、 つ い に 死 ん で し まう 。 死体 は 墓 に 埋め られ る が 
この 墓 の 中 で 麻 太 郎 が 生ま れ 、 な ん と 母親 の 死体 を 食べ て 成長 し 、 母親 を いじ め た 者 ども に 復讐 し て いく と 言う 
話 で ある 。 詳し く は 「 紙 芝居 昭和 史 」 (加太 こう じ 著 ) か ら の 抜粋 載せ た の で それ を 見 て ほし い 。 一 部 水木 し 
げ る 氏 の 「 鬼 太郎 」 は この 書き 直し 版 と 言わ れ て いる が 、 こ れ は 貸本 時 代 編 で 詳し く の べ る が 、 タ イト ル と 題材 
自体 は 、 た し か に いた だ き 部 分 も ある が 、 内 容 的 に は 明らか に 水木 自身 の オリ ジ ナ ル で あり 、 決 し て リメイク 作 


品 と は 言え まい 。 


補 


れ < 本 に 宮 

シリ ー ズ ゆ 寺 い て お り 、 数 年 前 に も 3 度 日 の アニ メシ リー ズ 化 され 大 好評 を 得 た 。 さて その 初 登 場 は 、1954 年 ( | 2 了 

本 大 和 上 西 肉 く タ N が 

昭 R29 年 ) に 発表 し た 紙芝居 で ある 。 今回 は この 紙芝居 と 貸本 時 代 の 「 初 期 の 鬼太郎 」 作品 に つい て の 解説 を 行 ぎ . : す か の を 前 ゃ き 8 に 

、 る な め 。 っ ke は に 居 

な っ て みよ う 。 員 3# か て は 色 令 

介 雪 の か らい の 宏 月 ロロ 

ユ - 系 氏 芝 選者 者 啓 失 も そ 頒 世 き を 和 
牧 EE と で た り 

索 に 上 げた ご と く 「 提 太郎 」 の デビ ュー は 紙芝居 で あり 、 そ の タイ トル は 「 昧 人 」 と 言う 作品 で あっ た 。 これ て 史 
郎 た に 

が 「 葛 坦 提 太郎 」 シ リー ズ の 第 1 号 で ある 。「 介 場 提 太 郎 」 の ネー ミン グ の 由来 は 、 当時 紙 届 稼業 で 暮らし て な ら ぁ 3 
る 形 そ 
の の 
和 


ン き や 演 表せ を 全 が ーー で さび TI 


ご 記 2 枯 甘え びさ さて 如 選 藻 せ て 洛 ぎ て 選 辻 kW oO の 半 民 連 人 愛さ 


に 3 


世 em べ いき みう 尺 


。 科 っ 号 爾 束 S 呈 高 府 記 / ゆ せき と きぐ ツ へ ヘ ネ ミ > 9 本 宮 


療 諸 「 要 半 計 区 衣 」 ざた 
( 正 で さぶ f* 演 


e ぴ A『ーmS キ KS>J】S 灘 


人 さく N 4 で ざる 評 常 叶 


ER 
EE 


oc て AS 深き 9 き で 海 店 
S 1 法 守 ーー ロペ キ きき)> 泡 随 潮 放さ FS 滞 
全 付 ざす の へ いき 入 あ の 枯 共有 傘 電 S 鷲 
人 が べ 府民 仁和 の O ば ご すぎ 記入 びり 


認 


ーー 


AA 税 。 


エ 
せき 計 知 は と き ざ で マン 夢 S 生 。 が 史 れ の ミ 


うこ さこ か 基 いみ 
『 ィ 。 > 合計 まく で 
いい に 2 


ST 
2 < mr ツ は 3 * て 
きき 叶 拓 球 二 所 S ゆ 騰 寺 可 寿 の 本 ゆ ど 層 き 。 半 許 きせ さ 党 証 沈 半 ざき 汽 生 測 ざら 


S 赴 寺 エ ー マ ペ キ 。 ぴ て 醒 民 寺 きび 上 
戸 き 計 等 き ざ な S で ば 許 o の びき 玉 と ば き 
S 座 き びと きき 選 ツ ンー エー タキ さき) 光 き 玉 は SR of S 計 二 革 涯 


光 。 サ て 0 押 二 二 や すき 所 再 
山 
きき 
と 記さ と て は か し 7 生 代 へ 民 鞍 


or0y 半 S 芝 


所 電 の 提 末 王 ①『「 基 玲 ク きき ま よ くも ⑫⑨「 な に 、 こ の わし に は も 
「 空 移 相 の 旧 」 表 々 の 伯 間 を 殺し の 」 か うと で も いう の か 」 


⑥「 児 未 、 條 は どう な っ 
て も いい 。 この 黄 玲 を や っ 
な い の か 」 つけ て くれ 一 っ 」 


UN 
LN 6, 
EHP ヾ 。 な 4 ! 4 
(⑰! ぉ 欠き ー ん 」 ⑧ 「 各 未 、 お 前 が 憩 に 話 ⑩ き て 兎 未 解 の 人 欠 は どう な 
まし な けれ ば は れこ の 遂 り る で て しょう あと は 明日 の お 
だ 一 っ 」 た の [ み 。 ド ドー ン 


さて 話 を も ど し て 「 墓 場 鬼 大 郎 」 シ リー ズ の 第 1 作 で ある 「 昌 人 」 の 内 容 は 、「 別 國 新 評 水木 し ける の 世界 」 
(1980 年 10 月 10 日 発行 ) に よる と 打 太 郎 は 、 蛇 の 腹 か ら 生ま れ て 、 人 間 に 育 て られ る が 、 貰わ れ て いっ た 先 で いじ 
め ら れる 。 これ で も か これ で も か と いじ め ら れ 、 つ い に 上 人 の 本 性 を 現 わ し 、 次 々 に 人 間 に 復 讐 する と 言う 話 で 
ある そう だ 。 絵柄 ちか な り グ ロ テ ス ク で あっ た らし い 。 水木 し げ る 氏 の 紙芝居 時 代 の 作品 は 現存 し て いな い の で 
その 内 容 に つい て は 、 水 木 氏 の 記憶 に 頼る し か 無い の で ある 。 次 いで 「 墓 場 鬼 太郎 」 シ リーズ は 、「 空 手提 太 郎 」 
へ と 続く 。「 空 手 擬 太郎 」 の 作品 は 多分 書き 直し 版 で ある と 思わ れる が 「 月 刊 ガ ロ 」 1975 年 6 月 号 「 水 木 し げ る 
画家 生活 25 周 年 記念 アン ソロ ジー」 特集 に その イラ スト が 載っ て いた の で これ も 掲載 し た 。 この 内 容 は 捜 太郎 が 
沖縄 の 空手 の 親玉 ギ チ ン に いじ め ら れ 、 鬼太郎 は 超人 的 な 努力 と 練習 で ギ チ ン に 勝つ と 言う も の で 、 こ の 作品 で 
初め て 目玉 の 親父 が 谷 場 し た と の こと で ある 。 


第 3 弾 が 「 ガ ロア 」 と 言う 作品 で ある 。 これ は 、 鬼太郎 を 主役 に し た 宇宙 物 で 水木 氏 い わく 「 こ れ は あま り 受 け 


な か っ た 。 これ は 、 ど こ か で 映画 を 見 て それ を ヒン ト に し て 作っ た わけ だ が 、 宇宙 人 だ か ら な ん で も 出来 る と 言 Aerocaadk 

う の が 悪かっ た らし い 。 この 頃 は 、 ア パー ト の 管理 も 忙し く て 大 変 だ っ た 。 この 次 に や っ た 「 此 圭 の 手 」 と 言う 妖奇 伝 第 1 巻 表紙 妖 奇 伝 第 2 巻 表紙 鬼太郎 の 父 で す 
に 「 ゃ 

の も 鬼太郎 が 主人 公 だ っ た が うま く ゆ か ず 、 これ 以後 紙芝居 で は 鬼太郎 も の は 中 止 し た 。」 と 回 想 し て いる 。 通称 「 お 化け の 首 」 


紙芝居 の 鬼太郎 作品 は 、 いずれ も 1954 年 (昭和 29 年 ) の 作品 で あり 、 第 1 作 か ら 順 に 40 巻 、 80 巻 、 40 巻 、 90 巻 で あっ 
た と され て いる 。 
| 人 本 

その 後 鬼 太郎 が 復活 する の は 5 年 後 の 1959 年 (昭和 34 年 ) で あり 、 そ の 作品 は 、 貸本 「 妖 奇 伝 」 に 載っ た 「 了 霊 
一 家 」 で ある 。 これ が 、 現在 の 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 の ルー ツ で ある 。 この 貸本 時 代 の 「 鬼 太郎 」 作品 は 、 全 15 
編 で ある 。 以下 各 ス トー リー の 紹介 と 解説 記し て いこ う 。 
(1) 「 妖 庁 伝 」 で の 鬼太郎 シリ ー ズ 
① 「 妖 麻 伝 1 」: 幽 志 一 家 (1959 年 作 68P ) 


人 SS 
NMK 


先 に 上 げた 如く 貸本 に 「 鬼 太郎 」 が 漫画 と し て 最初 に 載っ た の が 、 こ の 作品 で ある 。 この エピ ソー ド は 、 後に 
3 度 書き 直さ れ 最新 版 が 現在 単行 本 に 収録 され て いる 。 ちな み に 第 1 回 目 が 、 貸 本 版 「 お か し な 奴 」 (54 作 ) の 
プロ ロー ク 部 分 、 こ の エピ ソー ド は 「 誕 生 編 」 の 中 で は ユニ ー ク な 誕生 編 と な っ て いる が 、 そ の 点 は 後 速 し よう 。 
第 2 回目 は 、 雑誌 販 に 入り 月 刊 ガ ロ 版 の 「 鬼太郎 の 誕生 」 (66 年 作 53P) 。 そし て メジ ャ ー に な っ て の 月 判 少年 
マガ ジン 版 の 「 幽 志 一 家 」(68 年 作 45P) で ある 。 ちな み に マ ガ ジ ン 版 は 、 単 な る が ロ 版 の 短縮 版 と 思わ れ て い 


ーー こ 
猫 の 目玉 を 土産 に 渡 そう と 
えよ う 。 目玉 を 埋め る 水木 青年 する 霊 族 の 鬼太郎 の 父 3 2 


る よう だ が 、 実際 に は オリ ジ ナ ル 53P か ら カ ッ ト 部 が 6 P、 同 原稿 使用 が 23P 、 書き 直し 22P で あり 改稿 版 と 言 1 水木 家 に 届け ら れ た 


さて 貸本 第 一 作 の 「 時 志 一 家 」 は 、 鬼太郎 の 誕生 編 で あり 、 鬼太郎 は 病気 で 死ん だ 母親 の 腹 か ら 墓 を 破っ て 生 
まれ て くる の で ある 。 この 描写 は 、 伊藤 正美 版 「 庁 太郎 」 の 誕生 に 似 た も の と な っ て いる 。 し か し 鬼太郎 の 両親 
は 、 た だ の 人 間 で は 無く 、「 鯛 寺 族 』 と 言う 妖怪 で あり 根本 的 に 両者 は 異な る 存在 で ある 。 また 晃 太 郎 の 親父 、 
そう 目玉 の 親父 も この エピ ソー ド で 登場 する 。 目玉 親父 は 、 そ の 本 体 が 呈 親 同様 病 で 滅び た が 、 鬼 太郎 の 安否 を 
気遣い 目 玉 だ け に な っ て も 生き 続け る の で ある 。 (実際 は 2 巻 に 収録 され て いる ) 

な お 本 編 で は 、 冒頭 シー ン で 「 曳 震 一 家 」 が 水木 青年 宅 の 隣 の 古寺 に 引っ 越し て 来る 際 に その 挨拶 と し て 「 目 
玉 」 を 土産 と し て 置い て いく シー ン 、 さ ら に 水木 青年 が 「 幽 霊 一 家 」 と 出会い 、 彼 等 の 存在 を 黙っ て いる 事 を 約 
東 す る 御礼 と し て 「 猫 の 目玉 」 を 土産 に し よう と 親父 さん に 追い か けけ られ る シー ン な ど 、「 幽 霊 一 家 」 の 目玉 
好き を 印象 づけ る シー ン が 多く 、 こ れ が 後 の 第 2 巻 で の 目玉 の 親父 の 誕生 の 伏線 に な っ て いる も の と 思わ れる 。 

この 人 作品 で は 、 鬼太郎 の 誕生 に 続き 目玉 の 親父 の 誕生 が 描か れ 、 い わ ゆ る 目玉 の 丼 ぶり 事件 を 経て 鬼太郎 の 6 
才 に な っ て か ら の 奇怪 な 行動 が 描か れ て いる 。 


水木 青年 が 、 毎夜 喝 太 郎 が 芸 場 に 遊び に 行く の を 不信 に 思い 、 在 る 夜 後 を つけ る の だ が 見 失っ て し まう 。 翌朝 、 


鬼太郎 を 問い 正す が らち が あか ず 、 ど うし て も 夜中 に 墓場 に 行く の な ら ば 出 て いっ て くれ と 言わ れ て し まう 。 こ 
こま で が 後に 書き 直さ れ た が じ 版 「 誕 生 編 」 と な り 、 さ ら に 出 て 行く シー ン が 付け 加え られ て 終わ る の だ が 、 本 
編 で は この 後に な ん と 鬼太郎 が 小学 校 に 通っ て いる シー ン が あり 、 目玉 親父 が 紳 太 郎 に 「 試 験 を 手伝っ て や ろう 」 
と 言う の で ある 。 水木 青年 は 、 鬼 太郎 を 追い 出 そ う と する が 、 妙 な 崇 り を 受け る の を 恐れ 友人 (風体 は 漫画 家 の 
よう ) に 相談 する 。 この 友人 は 、 こ ん な 珍し い 事 は な い 「 此 霊 族 」 の その よう な 行動 を 観察 し て 発表 すれ ば ノー 
ベル 賞 も の だ と そそ の か す の で あっ た 。 

その 助言 に 従い 在 る 夜 、 鬼太郎 と 目玉 親父 の 会 話 を 聞い て いた 水木 青年 は 、 目玉 親父 の 隠し て いた 「 地 獄 の 片 
道 切符 」 を 見 つけ だ す 。 そし て 切符 を 持っ た まま 水木 青年 は 、 墓場 へ 帰っ て いっ た 目玉 親父 の 後 を つけ る の で あっ 
た 。 こ の 時 に 目玉 親父 は 、 空中 を スー ッ と 飛ぶ の で ある 。 (初め て の 超 能 力 ) よう や く 追 いつ く が 、 そ の 時 水木 
青年 は 墓場 の 地面 に 沈み 、 地獄 へ と 生き た まま 沙 ち て し まう の で ある 。 

この 地獄 に 沙 ち て し まう シー ン は 、 後 の ガロ 版 「 鬼 太郎 夜話 」 の 中 で 利用 され て いる 。 以上 この 妖奇 伝 」 の 
2 編 が 「 上 鬼太郎 の 誕生 編 」 の オリ ジ ナ ル と な る わけ で あり ます 。 な お この 2 巻 の 次 回 予告 に 墓場 大 郎 シ レリーズ 
「 地 銚 行き 片道 切符 」 と ある 。 


(2② 弟 一 期 「 甘 場 鬼太郎 」 シリ ー ズ 
「 妖 斉 伝 」 は 、 編集 まで 水木 し げ る 氏 が 一 身 に 請け 負っ て 作っ て いた 雑誌 で あっ た が 、 そ の 表紙 の グロ テス ク 
な 絵 (水木 し げ る 画 ) ゆえ に 売れ 行き が 悪く 、 わ ず か 2 巻 で ポ シ ャ っ て し まっ た 。 し か し 、「 幕 場 昌 大 郎 」 シ リー 


地獄 に 流さ れ た 水木 青年 

ズ は 、 誌面 を その 名 も ズバ リ 「 償 場 鬼太郎 」 に 移っ て 存続 し た 。 た だ し 表紙 絵 は 、 別 の 作家 の 絵 に 代わ り 編 集 も 
降ろ され て し まっ た と の 事 で ある 。 
① 第 一 巻 「 鬼 太郎 夜話 ・ 地 狂 の 片道 切符 」 (59 年 作 32P ) 

これ は 「 妖 奇 伝 」 に 続く シリ ー ズ で 、 現在 は 絶 販 に な っ て し まっ た が 「 復 刻 版 ・ 墓 場 路 太郎 3 」 (二見 書房 ・ 
サラ プレ ッ ト 文 庫 ) に 収録 され て いる の で 、 水木 フアン に は な ん と か 読む 機会 有る と 思わ れる 。 

さて この 短編 は 、 鬼 太郎 シリ ー ズ の 中 で は か な り ユ ニー ク な 作品 と な っ て いる 。 その 描写 は 、 非常 に 不気味 で 
ある 。 スト ー リ ー は 、 前 作 に 続い て 、 育 て て くれ た 水木 青年 が 地獄 に 送ら れ 行方 不明 に な っ て いる 所 か ら 話 が 冶 
まる 。 

水木 の 母親 が 鬼太郎 に 息子 の 行方 を た を ず ね る が 、 鬼太郎 は 、「 地 獄 の 片道 切符 で 地獄 へ 行っ て し まっ た 」 と 答 
える 。 母親 は 、「 そ ん な バカ な 事 が ある か 」 と 反論 する が 、 鬼太郎 は それ を 証明 する た め に 水木 の 母親 に も 「 地 
獄 の 片道 切符 」 を 渡す 。 そ し て 母親 を 場 へ と 案内 する 。 も う 少 し で 母親 が 地獄 に 突き 落と され よう と し た 時 、 
母 は 我 に 帰り 逆 に 鬼太郎 を 地獄 に 突き 落と し し まう 。 そし て その 如 怖 で 水木 の 母親 は 、 気 が ふ れ て し まう の で あ 
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る 。 これ は 完全 に ホラ ー し て いる の で ある 。 


この 作品 は 、 と に か く 貸 本 シリ ー ズ の 中 で も 「 人 怪奇 一 番 勝負 」 と 共に 異色 編 で あり 、 後に ほとん どの 作品 が リ 
メイ ク さ れ て いる 中 で 、 本 編 だ け は リメイク され て いな い 。 ま た 貸本 版 の 「 墓 場 鬼 太郎 」 シリーズ を と うし て 読 


を さけ さす 
ーー むれ さま に 


セオ さば ご な す 


ん だ 場合 、 こ の 作品 の み 浮い た 形 に な り 、 後 の シリ ー ズ へ の つなが り が 無く 、 ま さ し く 番外 的 な 恐怖 物語 に な っ 
て いる 。 


EE で は す せな で ロキ 


それ ゆえ に 水木 氏 自 身 も 、 他 の 「 墓 場 鬼太郎 」 シリ ー ズ の 作品 は 総 て 雑誌 版 で 書き 直し て いる が 、( た だ し 
「 ア ホ な 男 」 の み は 別 格 だ が ) この 部 分 を 除い て いる 。 この 点 か ら も その 事 を 裏付け られ る の で は な か ろう か ? 。 
ちな み に 「 妖 庁 伝 」1 、2 巻 は 、 が ガロ 版 「 鬼 太郎 の 誕生 」 に 、「 墓 場 鬼 太郎 」2 、3 巻 並び に 「 鬼 太郎 夜話 」 
は 、 ガロ 版 「 鬼 太郎 夜話 」 へ と 書き 直さ れ て いる 。 
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②⑫ 「 墓場 鬼太郎 夜話 ・ 下 宿屋 」 (59 年 作 95P ) 
この 作品 も メジ ャ ー 出 版 社 で は いま だ に 復 語 は な され て いな い が 、 限定 察 華 本 「 水 木 し げ る 画業 40 周 年 」 で 初 
め て 復 電 され て いる 。 (ちな み に 「 妖 麻 伝 」1 、2 巻 「 墓 場 鬼 大 郎 」1 一 3 巻 の 初期 5 作品 の 復刻 が な され て い 


「 地 獄 の 片道 切符 」 か ら 地獄 の メロ デイ 
し か し 現在 の 単行 本 の 収録 は 、 大 幅 に カッ ト さ れ 履 稿 され た も の が 収録 され て いる の で ある 。 唯一 ガロ 版 の オ 
5 ) リ ジ ナ ル に 近い 形 で の 収録 を し て いる の は IHK C 版 の 8 巻 で ある が これ すら オリ ジ ナ ル 冒 頭 部 125P が 83P に 短 
縮 され て し まっ た 。 これ は 、 後に 発表 し た 「 千 提 対 吸血 鬼 」 と の 重複 部 分 を さけ て の 編集 結果 な の で ある 。 さら 
に サン コミ ックス 以後 の 収録 で は 、 さ ら に カッ ト さ れ 冒 頭 部 は 、 68P に も 縮小 され て いる の だ 。 
直し て 収録 ぶれ て いる 。 また さら に 「 下 宿屋 」 の 部 分 は 「 月 央 少年 マガ ジン 」 に 「 千 時 血 提 」 と し て 独立 し また 「 生 上 誠 吸血鬼 」 (この 原 入 は 、 ガロ 上 鬼太郎 夜話 の 2 、3 回 分 その まま を 使用 し 1 P 分 が 新た に 追加 さ 


な お この 作品 な ら び に 3 巻 の 「 あ う 時 は いつ も 死人 」 も 前 玉 し た 如く 「 が ガロ 版 鬼太郎 夜話 」 の 冒 遇 部 分 に 書き 


た 作品 と し て も 発表 され て いる 。 れ て いる 。) は 、 和 牛 鬼 の 姿 が 実に " お どろ お どろ "” だ っ た の で サン コミ 以後 は 、「 お どろ お どろ 対 吸 血 鬼 」 に タ 
3 3 


登場 場面 は 


. ちょ っ と マヌ ケ 顔 の 鬼太郎 
右目 だ っ た が ・ 


イト ル が 姿 更 さ れ 、 そ れ と 共に 水木 氏 も 同じ 原稿 の まま で は 読者 に 申し 訳 な いと 思っ た の か この 作品 も 49F 中 10 
P 分 を 書き 直し て 収録 し て いる 。 

で は 、 この 本 編 の スト ー リ ー を 紹介 し よう 。 (まず 雑誌 販 の スト ー リ ー を 紹介 する ) 

この エピ ソー ド は 、 すでに 空き 家 と な っ て いた 水木 家 に すん で いた 鬼 大 郎 親 子 が 、 大 家 に 追い 出さ れ 放浪 し 、 
と ある 洞窟 で 一 夜 を 過ごす 。 実は この 洞窟 は 、 有 馬 凡 博士 が その 生命 と と 引き 替え に 復活 させ た 千 鬼 ( 姿 は お ど 
ろ お どろ ) の 住処 で 鬼太郎 は 、 魂 を 奪わ れ 和牛 鬼 の 操り 人 形 に され て し まう 。 目玉 の 親父 は 、 洞窟 に 沙 ち て いた 有 
馬 博 士 の 名 刺 を た より に 東京 へ と 向かう が 、 し か し 大 丁 の た め に 流さ れ て し まう 。 そこ え ね ずみ 男 と 吸血 鬼 (4 
代目 ドラ キュ ラ ) が 偶然 目下 を ひろ う 。 と ん で も な い 事 に 吸血 鬼 は 、 そ の 目玉 を 食べ た が り ね ずみ 男 は 、 目玉 を 
て ん らち に し て 吸血 鬼 に 食べ させ て し まう の で ある 。 (貸本 オリ ジ ナ ル で は 、 こ の 作品 が ね ずみ 男 の デ ビュ ー 作 
で あり 、 こ れ が 目玉 親父 と の 出会い と な っ た の で ある 。) 一 方 千 は 、 人 里 吹 れ た 場所 に 下宿 屋 を 構え そこ に 来 
た 者 を 食べ て し まお うと 待ち か まえ て いる 。 そ こえ 姿 を くぐら まそ うと ね ずみ 男 と 吸血 鬼 、 そ し て 下宿 代 が タダ と 
聞い て つい て 来 た 売れ な い 漫画 家 の 三 人 ? が その 下宿 屋 に 入る 。 ここ で は 昌 太 郎 が 和牛 鬼 に 揉 られ て 下宿 人 の 世話 
を し て いる 。 吸血 鬼 に 食べ られ た 目玉 親父 は 、 吸血 鬼 の 寝 た す き に 耳 か ら 逃げ 出し 、 奴隷 と な っ た 鬼太郎 を 説得 
する が 千 鬼 に 見 つか っ て し まう 。 和牛 鬼 は 、 ピ ン 詰 め の 鬼 太郎 の 魂 を 風船 に 入れ 大 空 に 飛ば し 、 そ し て 目玉 親父 を 
代わ り に ピン 詰め に し て し まう 。 さて ある 夜 、 下 宿屋 で 唯一 の 人 間 で ある 漫画 家 を 狙っ て 和牛 鬼 と 吸血 児 が は ちあ 
わせ 、 当然 獲物 の 奪い あい を し 、 戦い と な り 同 士 打ち で 一 塊 の 玉 と な っ て し まう 。 雑誌 版 で は 、 漫 画家 が 「 ど ち 
ら が 勝っ た の だ 」 と 咳 く と 突然 鬼太郎 が 登場 し て 「 ど ちら で も な い 」 と 解説 し て 終了 する 。 ちょ っ と 辻 禄 の 合わ 
な い 結 末 と な っ て いる 。 さて オリ ジ ナ ル で は どう か と 言う と 、 基本 的 な スト ー リ ー は 、 全く 同じ で ある 。 鬼太郎 
の 顔 は 、 時 と し て 間 の 抜け た 顔付き で あり か つ 愛 区 の ある 顔 に な っ て いる 。 ま た 鬼太郎 の 片目 が 右 で な く 左 目 に 
な っ て いる 。 (この パタ ー ン は 、 他 の 作品 で も ある 。 まる で ハー ロッ ク の 片目 の バリ エー ショ ン と 同じ よう で あ 
る 。) 

さら に 決定 的 に 異な る 点 は 、 登 場 する 妖怪 が 和牛 串 で も お どろ お どろ で も 無く な ん と 毛 だ け の 妖 伴 "夜叉" な の 
で ある 。 そし て この エピ ソー ド で 初 登 場 し た ね ずみ 男 の 容姿 が ネズ ミ そ の も の で ある 事 が あげ られ る 。 さら に 本 
編 の ラス ト は 、2 匹 の 妖怪 が 戦う と ころ で さて 次 回 「 あ う 時 は いつ も 死人 」 へ と 続く の で あり ます 。 
③「 あ う 時 は いつ も 死人 」 (59 年 作 100P ) 

先 に 上 げた 如く この 作品 も リメイク され て いる の で その 内 容 は 読者 に も 読む 事 は 出来 よう 。 さて この スト ー リ ー 
は 、 夜叉 に よっ て 空中 に 飛ば され て し まっ た 鬼太郎 の 魂 が 偶然 に も 水木 青年 の 勤務 し て いた 血液 銀行 の 社長 の 手 
に 入る と ころ か ら は じ ま る 。 ある 夜 、 社 長 宅 に 魂 を 求め て 鬼太郎 が や っ て くる 。 よう や く 自 分 の 魂 を 取り も ど し 
た 鬼太郎 は 、 社長 に 目玉 の 親父 を 探し て ほし いと 頼み こむ 。 社長 は 、 部 下 の 水 木 の 行方 を 教え て 貰う の と 交換 に 
新聞 に 広告 を 載せ る 。 たま たま 新聞 を 見 た ね ずみ 男 は 、 すぐ さま 目玉 を 持っ て 社長 宅 へ と 向かう 、 そ し て 礼金 の 
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代わ り と し て 大 量 の 血液 を も ら っ て 再び 下宿 屋 へ と 帰っ て いっ た 。 そ の 後 社長 は 、 鬼 太郎 親子 に 水木 の 事 を 開く 
が 、 地獄 に 行っ た と 聞か され る 。 当 然 の 如く そん な 事 は 全く 信じ られ ず 、 無理 矢 理 ド ライ ブ に 誘っ て 警察 へ 突き 
出 そ うと 計画 する 。 し か し その 企み を 鬼太郎 に 見 破 られ 、 哀れ 社長 は 地獄 へ と 送ら れ て し まう の で あっ た 。 そこ 
で 社長 が 会 っ た の は 、 行 方 不明 の 水木 青年 で あっ た 。 水木 は 、 生き な が ら に 地獄 に 溢 と され た の で 地獄 の 入り 品 
で うろ つい て いた の で ある 。 水木 も 鬼太郎 親子 に 再会 し 、 今 ま で の 事 を 謝罪 する こと に よっ て よう や く 地 上 に 帰 
し て も ら う 事 が で きた 。 そ し て 水木 は 、 こ の 訟 ろ し い 鬼 太郎 親子 と 共に と ある 下宿 で 暮らす こと に な っ た 。 一 方 
ね ずみ 男 は 、 同士 打ち に な っ て 一 塊 の 肉 玉 に な っ た 物体 を 土 中 に 埋め 、 も ら っ た 血 を 注ぐ こと に よっ て と うと う 
吸血 木 を 作り 出し て いた の で あっ た 。 

次 回 に 第 4 話 と し て 「 吸 血 木 と 猫娘 」 全 一 國 長 編 へ 続く と ある が 、 実に この 第 一 期 レリーズ も この 本 で ポ シ ャ っ 
て し まい この 続き は 三洋 社 刊 の 「 提 太郎 夜話 」 へ と 誌面 が 移る 事 に な る 。 
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(3 竹内 版 「 偽 墓場 鬼太郎 」 シリ ー ズ 

第 一 期 「 但 場 鬼 大 郎 」 シ リー ズ は 、 わ ず か 3 巻 で 中 総 さ れ た の だ が 、 そ の 後 出版 社 の 兎 月 書房 の 許し を 得 て 竹 
内 寛 行 氏 が 第 4 巻 以 降 を 引き 継い で 、 い わ ゆ る 「 偽 墓場 提 太 郎 」 を 書き 綴っ て いく の で ある 。 本 誌 に 掲載 し た 絵 
を 見 て も ら っ て 分 か る よう に 水木 し げ る 氏 の も の と 比べ る と 数 段落 ちる 。 これ は 後に な ん と 1 9 巻 まで 続い た の 
で ある 。 これ に つい て の 水木 し げ る 氏 は 、「 月 刊 Peke 」 1978 年 12 月 号 で の 「 不 滅 の ヒー ロー 鬼太郎 大 特集 ! 」 で 
の イン タビ ュー の 中 で こう 述べ て いる 。「 人 竹内 寛 行 と 言う 人 は 、 も と ペン キ 屋 で 、 ま あ 僕 の 友人 だ っ た か ら "” 鬼 
太郎 シリ ー ズ "を 続け た いと 言っ て きた 時 OK し た ん で す よ 。 一 、 二胡 だ と 思い まし た か ら ね 。 と ころ が 、 ほっ 
と く と どん どん 出る ん で す よ 。 それ で いい か げん に や め て くれ な いか と 言う 事 に な っ た ん で す 。 あれ は 「 地 獄 の 
片道 切 待 」 の 後 を 受け て 4 巻 目 か ら は じ ま っ た ん だ けど 、9 冊 ほ ども で まし て ね 。 みん な あの 頃 は 、 困 っ て いた 


か ら あ ん まり 言い た くわ な か っ た ん だ けど 、 な ん か 嫌 な 気 に な り ま し て ね 。」 (実際 に は 「 あ う 時 は いつ も 死人 」 


の 続き と し て 書か れ 、19 巻 まで 続い て いる 。 私 は 最終 巻 の 19 巻 を 所 有 し て いる 。) な お 第 4 巻 の 内 容 は 、 水木 版 
の 第 3 巻 の 続き か ら は じ ま る 。 タイ トル は 「 昌 太 郎 と 木 猫娘 」 

前 回 、 吸血 木の葉 が で 、 さ ら に ね ずみ 男 が 表 血 木 を 育て て いく 。 吸血 木 が 大 きく な っ た 時 、 こ の 人 竹内 版 ね ずみ 
男 は 何 を 考え て いる の か 、 こ の 下 血 木 を 細工 し 世の中 を 恐 頂 に お ちい ら せ る と 言う の だ 。 その 為 に 漫画 家 (竹内 
氏 は 、 金野 無 大 と 命名 し て いる ) に 猫 の 絵 を 書く よう に 依頼 する の で ある 。 (な ん で ね ずみ が が わざ わ さ 猫 の 絵 
を 頼む の か ? ) 漫画 家 は 、 迫力 ある 描 の 絵 を 書く べく モデ ル を さがす の だ が 、 偶 然 猫 塚 を 発見 し 、 そ こ か ら 出 現 
し た 化け 猫 の 首 に 滅 わ れる 。 ね ずみ 男 と 言え ば 、 折角 育て 上 げた 吸血 木 を 切り 倒し 、 新 の ご と く 細か くし て それ 
を 持っ て 下宿 屋 へ と 向かっ て いる の で あっ た 。 この 許 宅 途中 で 、 倒れ て いる 漫画 家 と 化け 猫 の 音 を 見 つけ る 。 嫌 
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これ が 人 竹内 版 の 夜叉 、 死 ん だ は ず で は ・ 

いな 猫 ゆ え に ね ずみ 男 は 、 石 で その 首 を 潰し て し まう が 、 こ の 首 が 液体 と な っ て 漫画 家 の 体内 に 入っ て し まう 。 
する と 漫画 家 は 、 ね こ 男 に 変身 し ね ずみ 男 を 噛み 殺し て し まう の だ 。 ね ずみ 男 は 、 死に ぎわ に 「 吸 血 木 で 猫 を 細 
工 し て くれ 」 と 頼む 。 ね こ 男 は 、 な ぜ か 素直 に 木 堀 の 猫 を 作り だ す の で ある 。 する と 化け 猫 の 魂 で ある 目玉 が 現 
われ 、 ねこ 男 に その 作り 出し た 木 堀 の 獲 に 若い 女性 の 血 を 浴び せよ と 命令 する 。 ね ご こ 男 は 、 自殺 志願 の 女性 を 見 
つけ 噛み 殺し 、 そ の 血 を 木 堀 の 猫 に 浴び せる の で あっ た 。 する と 木 堀 の 猫 が 木 猫 と し て 復活 し 、 不 用 に な っ た ね 


こ 男 を 噛み 殺し 街 へ と 向かっ た の で ある 。 その 頃 、 地 獄 に いた 昌 太 郎 親 子 は 、 地上 に と 帰路 に つく が 、 そ の 途中 


な ぜ か 夜叉 の 固まり が いて 、 息 を 吹き 返す の で ある 。 (夜叉 は 、 吸血 鬼 と 共に 吸血 木 に な っ た は ず な の に ? ) 地 
上 に 出 た 鬼太郎 は 、 こ れ ま で の 暮らし に 反省 し 、 世の中 の 為 に な る 事 を する と 誓う の で あっ た 。 そ し て その 模索 
の 為 し ば らく の 間 目 玉 親 父 と 別れ る の で ある 。 さら に 地獄 か ら 舞 い 戻っ た 水木 青年 は 、 社 長 殺 し の 汚名 を 受け 
逃げ 惑う 。 そ し て 再び 鬼 太郎 と 出会う の で あっ た 。 ここ で か くま っ て も ら う が 、 木 猫 が 水木 青年 を 発見 し 今 まさ 
に 襲 お うと する と 、 動物園 か ら 逃 げ 出 し て きた キン グ ス ネ ー ク に 襲わ れ て し まう 。 この 戦い に 破れ た 木 猫 は 、 そ 
こ に いた 鬼太郎 に 目 を つけ 今度 は 、 鬼太郎 に 飛び か か る も 、 な ん と 復活 し た 夜叉 に 捕まり その 血 を 吸わ れ 、 元 の 
木 訂 に され て し まう の で ある 。 
目玉 親父 と 合流 し た 鬼太郎 は 夜叉 か ら 逃れ 、 警察 に 捕まっ た 水木 の 乗る パト カー に 出会い 、 水 木 の 無実 を 訴え 
る 。 そこ え 追 いか け て 来 た 夜叉 が パト カー を 破壊 し て し まう 。 その 時 ガソリン まで 吸収 する 様 を 見 た 提 大 郎 は 、 
夜叉 を が ソリ ンス タン ド に 誘き よせ 大 量 に ガソリン を 浴び せる 。 止め は 、 気がつい た 水木 が 警視 の ピス トル を 使 
い 夜 叉 を 撃ち 、 爆発 炎上 させ る の で あっ た 。 その 際 に 目玉 親父 は 、 行 方 不明 と な り 水 木 と 鬼太郎 は 、 い ず こ え か 
と 去 る の で あっ た 。 これ が 第 4 巻 の スト ー リ ー で あり 次 回 は 、「 折 珠 男 と 鬼太郎 」 と ある 。 
さて 私 が 所 有 し て いる 「 竹 内 版 可 場 鬼 太郎 」 リ ー ズ は 、 わ ず か に 5 巻 し か な い の で その 全貌 は つか め な い が 、 
この 後 の シ リー ズ は 、 主 に 鬼太郎 と 地獄 の 番 人 ゆう れい 疲 と の 戦い が 延々 と 続け られ る の で ある 。 18、19 乱 で は 、 
イン ド の 魔法 使い の ネ シ ャ 婆 と 戦 か う 。 この 中 で は 、 ゆ うれ い 婆 は 、 目玉 だ け に な っ て 生き て いる の で ある 。 
(外見 は 目玉 親父 と ほぼ 同じ ) さて 最終 回 で は 、 あ いて いる 片目 (この 鬼太郎 は 、 左目 が ある ) に 目玉 の 親父 
(な ん と 空 を 自由 に 飛び 、 地獄 に 自由 に 行き 来 が 出来 、 エン マ 大 王 と 知り 合い な の で ある 。) を 手術 に よっ て 人 
れ 、 親 子 が 一 身 同体 と な っ て ハッ ピー エン ド を 迎え る の で ある 。 
全体 的 に は 、 先 に あげ た 如く 絵 が 稚 畠 で 特に シリ ー ズ 中 多く の 妖怪 が 次 々 と 出現 する が 、 魅力 ある 姿 は 近 無 で 
ある 。 ま た 4 巻 の スト ー リ ー を 例 に あげ る まで も 無く スト ー リ ー に 矛盾 を きた し 、 ま た 中 身 が 肖 い 。 ちな み に 人 
内 氏 は 、 こ の 作品 の 原作 に 伊藤 正美 と し て いる が 、 これ は あく まで 水木 し げ る 氏 の 作品 と は 関係 無い 事 を 強 記し 
て いる の で あろ う が 、 水木 氏 の オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター の 目玉 親父 を その まま 使用 する な ど し て いな が ら よ くま 
あ 原 作 を 伊藤 氏 と する 姿勢 に 私 は 実に 不誠実 で あり 、 水 木 氏 に 失礼 で ある と 思う 。 蛇足 に 本 編 主要 キャ ラク タ - 
の 水木 青年 が 途中 か ら 成 実 七郎 の 名 に 変え られ て いる 。 


RS 


「 鬼太郎 夜話 」 全 4 巻 の 各 表紙 


(⑬) 「 鬼 太郎 夜話 」 シリ ー ズ 
① 第 1 巻 「 吸 血 鬼 と 猫娘 」(1960 年 作 176P ) 
これ は 「 あ う 時 は いつ も 死人 」 に 続く 話 で 、 この シリ ー ズ は 前 述 し た 如く 「 が ガロ 版 鬼太郎 夜話 」 で 書き 直さ れ 


て いる の で 現在 も その 内 容 を 知る 事 が 出来 る 。 

さて 第 一 巻 で は 、 吸血 木 を 誕生 させ た ね ずみ 男 が 、 さ ら に この 収 血 木 を 成長 させ る 為 に 時 の 有名 丈 手 トラ ンク 
永井 の 腕 に 植え 付け て し まう 。 ちな み に タ イト ル の 「 吸 血 鬼 と 猫娘 」 の 吸血 鬼 は 、 明らか に 吸血 木 の 誤 丁 で ある 。 
この 吸血 木 は 、 ト ラン ク 永 井 の 生き 血 を 
吸っ て 除 々 に 体 を せ し ば ん で いく 。 そ ん な 時 や は り 不 思 議 な 体験 を し た 水木 青年 と 偶然 知り 合う の で あっ た 。 一 


また 植え 付け られ る 歌手 は 、 ガロ 版 で は 三島 ゆみ お と と な っ て いる 。 


万 鬼 大 郎 達 は 、 猫 呈 の 一 楓 に 下宿 し 、 水 森 が 生計 を た て 鬼太郎 は 、 小学 校 年生 と し て 猫屋 の 人 孫娘 の の 猫 子 と 学 
校 に 通っ て いた 。 鬼太郎 は 、 ひそ か に この 猫 子 を 愛し て いた が 、 こ の 猫 子 は 実は 、 猫 娘 で 偶然 出会っ た ね ずみ 男 
の 前 で 変身 し て し まい ね ずみ 男 の 脳 の 一 部 を か じ り と っ て し まう 。 猫娘 は 、 ね ずみ や 魚 を 見 る と 変身 し 、 そ れ を 
食べ て し まう と 元 に も どる と 言う 呪い が か か っ て いる の で ある 。 と 言う の は 親 の 実家 が 三味 線 屋 だ っ た か ら で あ 
る 。 そ の 人 後 将 婦 は 、 級友 の 前 で 猫娘 に 変身 し て し まっ た 事 を 恥じ て 学校 を や め て し まい 、 育て て くれ た 祖母 の 為 
に 働く こと に する の だ が 、 彼 女 の 歌 が 猫 撫で 声 で 非常 に うま い の で 鬼太郎 が 水木 に 頼ん で トラ ンク 永井 に 紹介 し 
て も ら う 。 丁度 永井 は 、 コ ン サ ー ト の 途中 で あっ た が 、 公演 中 に と うと う 永 井 は 全身 を 吸血 木 に 占領 され 奇怪 な 
姿 に な っ て し まう 。 為 を 見 た 提 太 郎 は 、 機 転 を きか し 猫 子 に その 場 を 引き 受け て も ら う 。 この 起用 が 観客 に 多い 
に 受け て 猫 子 は 、 い ちや く ア イド ル に な る 。 ト ラン ク 永 井 は 、 自分 の 醒 い 姿 を 隠 くす た め に 姿 を ぐら まし て し ま 
う 。 一 方 ね ずみ 男 は 、 鬼 太郎 に そっ くり な 少年 に 助け られ 、 脳 の 一 部 を 失っ た ゆえ に 吸血 木 の 事 を すっ か り 忘 れ 、 
この 偽 上 鬼太郎 を 利用 し て 一 躍 大 儲け し よう と 考え る 。 そし て テレ ビ 局 を 騙し て 我々 は 、 地獄 か ら 来 た 使 者 で ある 
と サギ を 働く 事 に し た 。 そし て 閣 魔 な 鬼太郎 の 超 能 力 の 源 で ある チャ ンチ ャ ンコ を 奪い 、 さ ら に 証拠 の 地獄 の 土 
を 取り に 行く 為 に 、 猫 子 を 大 衆 の 面前 で 猫娘 に 変身 させ て 偽 鬼 太郎 と 共に 入水 自殺 させ る の で あっ た 。 ここ に 登 
坦 す る 鬼太郎 は 、 非 常に 愛 克 の ある 顔 を し て いる が 、 小学 生 の くせ に 生意気 に タバ コ を くわ えた り し て いる の で 
ある 。 この 頃 も 決し て 正義 の 見 方 で は 無かっ た の で ある 。 

この パー ト の スト ー リ ー は 、 先 に 上 げた 「 ガ が ロ 版 鬼太郎 夜話 」 の 他 に ガロ 版 の 原 知 を その まま 利用 し 一 部 付け 
加え た 「 猫 屋 の きょう だ い 」 と 「 雪 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 」 の 第 2 話 の 「 ニ ヤセ 太 郎 」 に 使用 し て いる 。 
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② 第 2 巻 「 地 獄 の 散歩 道 」 (60 年 作 175P ) 


地獄 へ 沙 ち た 偽 提 太郎 は 、 そ の 地獄 の 世界 が 恐ろし く な っ て あたり を 放浪 する が あて も な い 、 そ ん な 時 目玉 の 
親父 が 鬼太郎 の い を 聞い て 猫娘 を 地上 に 連れ も ど し に や っ て きた の で あっ た 。 目玉 親父 いわ く 地 上 に 帰る に 為 
に は 、 鬼 太郎 の チャ ンチ ャ ンコ を 着 て いな けれ ば な ら ず 、 従っ て 猫娘 し か 連れ て 帰れ な いと 偽 鬼 太郎 に 話す 。 そ 
れ を 聞い た 偽 鬼 太郎 は 、 そ の 場 を 逃げ 出し て し まう が 、 猫娘 は 自分 は 地上 に 帰る より ここ に いる ほう が 幸せ で あ 
る と 語り 、 偽 太 郎 を 許す 。 目玉 親父 は 、 そ の 事 を 偽 昌 太 郎 に 話す と 、 彼 は 大 い に 感激 し て 今後 は 反省 日 々 を お 
くる 事 を 約束 し て 地上 に 帰る 。 一 方 ね ずみ 男 は 、 な か な か 偽 鬼 太郎 が 帰ら な い の で だ ん だ ん 容 地 に お ちい る が 辛 
くも テレ ビ 局 か ら 逃 げ 出 す 。 また 鬼太郎 は 、 愛す る 猫娘 の 死に よっ て 痛 手 を 受け た 反動 か ら 「 生 き て いる うち が 
花 だ 、 人 生 は 一 日 で も 楽し まな くち ゃ 」 と 近所 の ヒッ ピー の 「 ス リル を あじ あわ な いか 」 と 言う 言葉 に 共感 し 、 
その ヒッ ピー と 行動 を 共に し た が 、 た び た び 人 の 良い (妖怪 の 良い か な ? ) 鬼太郎 は 、 黙 され る 。 頭 に きた 鬼 大 
郎 は 、 こ ん ど は 「 僕 が スリ ル を 味 あ わせ て や る 」 と 深 大 時 の 妖怪 すき 焼 パー ティ に 連れ 出す 。 ヒッ ピー は 、 全て 
の 参加 者 が 本 物 の 妖怪 で ある 事 を 知っ て 、 鬼太郎 に 貯金 の 百 万 円 と 交換 に 逃がし て ほし いと 言う 。 ま ん ま と ん 鬼 太 
郎 は 、 復 党 を と げ る が 、 な ん と ね ずみ 男 に その 百 万 円 を 奪わ れ て し まう 。 その 後 ね ずみ 男 は 、 まる 坊主 に な っ て 
心 を 入れ 替え た 偽 鬼太郎 と 再会 し 、 猫娘 か ら 預 か っ て 来 た ね ずみ 男 の 脳 の 一 部 を も らい 忘れ られ て いた 吸血 木 の 
事 を 思い 出す 。 ね ずみ 男 は 、 そ の 特別 な 臭 覚 で と ある 喫茶 の オプ ジェ と な っ た 吸血 木 を 90 万 円 で 貰い 受け 、 残り 


の 10 万 円 で 人 里 離れ た 空き 家 を 借り 吸血 木 を 育て は じ め る 。 そこ に 新た な 妖怪 物 の 気 か 現われ る 。 
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借金 取り に 


3 巻 より 鬼太郎 の 


> 


鬼太郎 夜話 」4 巻 か ら 


その 後 そ の 外人 紳士 は 、 鬼太郎 に 水神 様 の 退治 を 以来 され 、 そ の 代わ り に が で 令嬢 と の 結婚 を 取り も っ て くれ と 
条件 を だ す 。 一 方 ね ずみ 男 も 恋 蔵 の 外人 紳士 の 存在 を 知っ て 、 鬼 太郎 に 目玉 親父 を 帰す と 言う 餌 を 使っ て ガマ 令 
嬢 と の 中 を 取り 持つ 為 に 例 の 外人 紳士 を 殺す よう に 依頼 する 。 翌朝 外人 紳士 と 共に 鬼太郎 は 、 水源 地 に 水神 を 退 
治 に 行く 。 水神 の 上 に へ ヘリコプター を 使っ て ガソリン を まき 、 一 瞬 に し て 燃やし て し まう の で あっ た 。 外人 紳士 


ゼン トル マン と 書か れ て いる は 金持ち で あっ た 。 完全 に 勝利 し た 時 は 、 す で に 日 が 暮れ 月 が 現われ た 。 
する と な ん と その 外人 紳士 は 、 突 然 狼 男 に 変身 し て 鬼太郎 に 襲い か か っ た の で ある 。 そ し て 翌日 鬼太郎 の 告げ 


口 に よっ て 密か に ガマ 令嬢 が 引っ 越し た 事 を 知っ た ね ずみ 男 と 外人 紳士 は 、 互い に 共闘 を 結び 第 大 郎 に その 失恋 
の 痛 手 の 予 先 を 向け た 。 一 方 鬼太郎 は 、 目玉 の 親父 の 入っ た 郵 笛 を ね ずみ 男 か ら 奪 いと っ た が な ん と 中 身 は 空 、 
鬼太郎 は 何 も る 信じ られ ず に ね ずみ 男 に 文句 を いい に や っ て くる が 、 眠り 楽 入 り の ケー キ を 食べ させ られ 、 哀れ ト 
ラン ク に 詰め られ て 太平 洋 の 大 海原 へ 沈め られ る 。 そ の 時 な ぜ か ね ずみ 男 の 類 は 、 お 多 福 風 千 の ご と く 膨 れ て い 
た 。 話 変わ っ て この 後 の 話 が 「 ガ ロ 版 」 と 全く 異な る の で ある 。 元祖 「 鬼 太郎 夜話 」 で は 、 こ の 話 は その 後 の 少 
年 マガ ジン 版 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 シリ ー ズ の 「 細 趣 電 車 」 の 話 と 同じ な の で ある 。 すなわち ね ずみ 男 達 は 、 深夜 
電車 に 乗る の だ が 、 こ れ が 言わ ゆる 幽 填 電 車 で 二 人 は 、 様 々 な 怪 庁 現象 に 向 か さ れ 、 と うと う 外 人 紳士 は 電車 か 
ら 飛 び 隆 り て 死ん で し まう 。 そ の 電車 を 運転 し て いる の が 海 に 沈め られ た まず の 鬼太郎 で 、 実は ね ずみ 男 の 体内 
に 入り 込ん だ 目玉 が ね ずみ 男 を 操っ て 海 に 沈め る 前 に トラ ンク か ら 助 け だ し て いた の で ある 。 こん ど は ね ずみ 男 
が 上 鬼太郎 親子 の 召使 と な る は め に な っ た の で ある 。 と 言う 事 で この 話 は 終わ る 。 

以上 全 4 冊 で 「 夜 話 編 」 は 完結 する の だ が 、 実は この シリ ー ズ に は さら に 第 5 巻 の 「 カ メ 男 の 巻 」 が 存在 し た 
の で ある 。 し か し 、 原 入 を 届け た 後 出 版 社 の 三洋 社 が 潰れ て し まい 原稿 も 紛失 し て し まっ た の で ある 。 と ころ で 
現在 この 「 夜 話 」 は 、 そ の オリ ジ ナ ル は 中 野 書店 より ほぼ 完全 復刻 版 の 形 で 出回っ て いる が 、 値段 が 高く 一般 
き で は 無かっ た が 、 近年 に 朝日 ソノ ラマ 社 よ り 「 水 木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 」( 全 20 巻 ) と し て その 3 、4 巻 に 
収録 され て いる の で 抽 味 の ある 方 は 、 ぜひ 一 読 を お 勧め する 。 いや ー い まや 良い 時 代 に な っ た 、 私 は 以前 か ら 水 
木 氏 の 貸本 時 代 の 漫画 全集 が 出 な いも ん か と 灰 っ て いた の だ 。 
が 攻 /。 ! 
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(5 弟 二 期 「 墓 場 児 太郎 」 シリ ー ズ 


① 「 怪 庁 一 番 勝 負 」(62 年 作 135P ) 


この 作品 が 「 ガ が ロ 版 鬼 大 郎 夜 話 」 の 最後 の 話 に な っ て いる の で ある 。 この 作品 で の 鬼太郎 の 容貌 は 、 再び 片 目 
が 右 か ら 左 に 移り 恐い 顔 を し て いる 。 内 容 は 、 あ る 屋敷 の 地下 に 眠っ て いる 長い 間 鬼 独 で 寂し が っ て いた 「 生 き 
た 霊 」 を 慰め る た め 鬼 太郎 が 毎夜 、 話 相手 に 出向 いて いる が 、 そ の 屋敷 の 持ち 主 で ある ギャ ング が 5 年 ぶり に 日 
本 に 帰り 、 屋敷 に 幽 填 が 棲み 着い た 事 を 知っ て 近所 の 売れ な い 漫画 家 を そそ の か し て 、 了 幽霊 退治 に お も むく 、 そ 


こ で 鬼太郎 の 存在 を 発見 し て 毅 う の だ が 、 鬼太郎 の 超 能 力 に よっ て 二 人 は ほん ろう され て し まう 。 翌日 漫画 家 は 、 


ね ずみ 男 に 出会い の 鬼 太郎 に つい て の 警告 を 受け る が 、 そ れ を 聞い て ます ます 闘志 に 燃え た ギャ ング は 、 そ の 人 夜 、 

鬼太郎 を 冷蔵 庫 に 閉じ 込め て し まう 。 し か ゃ 鬼太郎 の 右手 が 取れ て し まう 。 その後 は この 手首 と ギャ ング 達 の 攻 
防戦 が くり か えさ れ 再 度 に わた る ね ずみ 男 の 警告 に も か か わら ず 手 を 引か な か っ た 漫画 家 も 哀れ ギャ ング と 共に 
鬼太郎 の 復 深 に よっ て あの 世 へ 沙 と され て し まう の で あっ た 。 この エピ ソー ド は 、 現在 「 水 木 し げ る 貸本 漫画 保 
作 選 」 の 第 1 巻 「 甘 場 鬼 太郎 (上 ) 」 に 収録 され て いる 。 この 作品 も 墓場 鬼太郎 シリ ー ズ の 中 で は 、 ユ ニー ク な 作 


品 と な っ て お りか な り ホ ラー も の と な っ て いる 。 
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か な り 顔 付き が 異な る 此 太 郎 ね ずみ 男 が 漫画 家 に 思 告 する 後に が ガロ 版 夜話 の ラス ト 


に 使用 され た シー ン 


を 


② 「 霧 の 中 の ジョ ニー」 (62 年 作品 133P ) 


さて この 作 唱 は 、 後に 少年 マ が ジン に 連載 され た 「 墓 場 の 鬼太郎 」 の 「 吸 血 鬼 エリ ー ト 」 の 原型 と な っ た も の 
で 、 オ リ ジ ナ ル を 見 て も 両者 の 違和感 が も っ と も 少な い 作品 で ある 。 まさ に 雑誌 阪 は 、 完全 な る リメイク 作品 で 
ある 。 

スト ー リ ー は 、 戦後 の どさくさ に 日 本 に や っ て 来 た 吸血 鬼 ジョ ニー は 、 ね ずみ 男 を 子 分 と し て 、 日 本 で の 表 血 
プラ ン を 実施 する 。 この 吸血 鬼 は 、 美女 の 血 を 求め る の で は 無く 、 エ リー ト の 血 を 欲 っ し て いる の だ 。 それ 故に 
雑誌 版 で は 、 エ リー ト と 言う 名 前 に な っ た の で ある 。 この プラ ン に は 、 池 田 首相 、 小林 旭 、 手塚 治虫 、・・・ ら 
の 名 前 が ある 。 まず は 、 プラ ン に 従い 池田 首相 を 狙う の だ が 、 首相 は 、 鬼太郎 を き が ボディ ガー ド と し て 雇っ て いた 。 
その 後 の 擬 太 郎 は 、 ジ ョ ニー に 捕まっ て 山奥 の 隠れ が に 連れ て いか れ て し まう 。 そし て 溶解 液 を 注射 され 溶かさ 


れ て し まう の で あっ た 。 し か し 鬼太郎 は 、 シ ャ レコ ウ ベ に な っ て も 吸血 提 と 戦う の で ある 。 最終 的 に 吸血 鬼 に 止 
め を さす の は 、 例 に よっ て どっ ち つ か ず の ね ずみ 男 で 、 屋敷 に 火 を は な ち 焼 き 殺 す の で あっ た 。 雑誌 版 で は 巨大 
な コウ モリ の 姿 に な っ て 死ぬ が 、 オ リ ジ ナ ル で は その 描写 は 無い 。 最後 に ね ずみ 男 は 、 溶け た 鬼太郎 を 恐れ 山 に 
連れ て いく 。 雑誌 阪 は さら に 恐れ 山 の シ ー ン も ある の だ が 、 こ れ は 貸本 版 の 「 な いし ょ の 話 」 の 冒頭 の 部 分 を 取 
り 入 れ た の で ある 。 


マ が : 
また 蛇足 だ が 雑誌 版 の 吸血 プラ ン に も し っ か り と 「 霧 の 中 の ジョ ニー」 と 書か れ て いる 事 も 記載 し て お こう 。 
この 作品 か ら 鬼 太郎 が いわ ゆる 正義 の 見 方 と な っ た 。 
この 作品 で の ね ずみ 男 は 、 鬼太郎 を 説得 する 際 に 政治 の 腐敗 、 今 の 世 の 悪さ を 説く 等 反 体制 交 で あり 、 逆 に 鬼 
太郎 は と 言う と 体制 側 に つき ブル ジョ ワリ 的 な 生活 を お くり 、 か つて の 友 の ね ずみ 男 を 見 下す 等 、 そ の 当時 の 権力 
側 と 反 体 制 側 の 対立 を さり げ な く こ の 作品 の 中 に 取り 入れ て いる 事 も 興味 深い 。 この 作品 は 、 や は り 「 水 木 し げ 
る 貸本 漫画 傑作 選 」 の 11 巻 に 収録 され て いる 。 
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鬼太郎 に 今 の 夜 の 悪政 ジョ ニー の 最後 リメイク と 異な る ラス トシ ー ン 
の 有 様 を 説く 反 体制 の ね ずみ 男 


へ 、、 ロー グ の 別 バ パー ジョン の 
鬼太郎 の 誕生 場面 

6 弟 三 期 「 幕 場 鬼 大 郎 」 シリ ー ズ 
① 「 お か し な 奴 」 (64 年 作 132P ) 

これ も 後に 「 陰 摩 訂 喝 」 の 巻 で リメイク され て いる 。 この 作品 に は 、 プロ ロー グ と し て 鬼太郎 の 誕生 、 目玉 の 
誕生 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ 、 ね ずみ 男 と の 出会い が 丁重 に 書か れ て いる 。 この 鬼太郎 誕生 編 は も 勿論 「 幽 寺 一 家 」 を 
モチ ー フ に し て いる の で 内 容 は 、 ほ と ん ど 同 じ だ が 大 きく 異な る 部 分 は 、 墓場 か ら 生 まれ た 時 に 鬼太郎 の 目 は 両 
方 あっ た 事 で ある 。 この 直後 水木 青年 と の か ら み で 石塔 に ぶつ か り 片 目 を 失う と 言う 話 に 変え られ て いる 。 

さて 、 本 作品 で は 鬼太郎 は 、 ね ずみ 男 と 共に 「 怪 奇 事件 専門 解決 ・ 墓 場 鬼太郎 」 の 看板 を だ し て 、 み す ぼ ら し 
い 小屋 で 探偵 業 を いと な ん で いる 。 そこ え 大 金持ち の 御 曹 子 が 事件 の 依頼 に 来る 。「 言 うに 言わ れ ぬ お か し な 奴 
に 悩ま され て いる 。」 と 言う の だ 。 まず は 、 ね ずみ 男 と 目玉 親父 が 様子 を 見 に 行く 事 に な る 。 その 人 後 様々 な 事件 
が 起こ り 死ん だ は ず の 依頼 主 の 彼女 まで 現われ 、 ね ずみ 男 の 手 に 負え な く な り 、 い よい よ ょ 真打 の 登場 と な る 。 鬼 
太郎 は 、 老人 の 画家 に 化け 、 お か し な 奴 の 取り つい た 女性 の 肖像 画 を 書く ふり を し て 「 魂 か な し ば り の 術 」 で そ 
の お か し な 奴 を 紙 に 封じ 込め た の で ある 。 さて お か し な 奴 の 正体 は 、 屋敷 の 地下 に その 体 を 冷凍 冬眠 させ 、 魂 だ 
け で 動き まわ っ て 永遠 の 命 を 得 よう と 屋敷 の 主人 を 殺し て 、 そ の 財産 と 体 を 奪 お うと し て いた 仙人 で あっ た 。 

(この 描写 は 、 後に 「 猫 仙人 」 に 利用 し て いる 。) ここ に 登場 する 鬼太郎 は 、 今 の 鬼太郎 と は 違い 生き る 為 に 
働き も し 、 報 対 に 対し て も 「 ボ カ ァ な ん で も 金 で 解決 する と 言う 現代 社会 に 反発 を 感じ て いる ん だ 。」「 い や ぜ 
ん ぜん も ら わ な いと 言う ん じゃ な いん だ 、 社 会 事業 並み の 値段 で て いい ん だ 。」 と タバ コ を ふか し て 非常 に ドラ イ 
な の だ 。 今 の 鬼太郎 の よう に 報酬 は 一 切 貰 わ ず 、 い か に も 正義 の 見 方 だ ! と 言っ て 、 い っ た い ど う や っ て 暮らし 
手 い る ん だ ろう な ど と 思わ せ 、 妖怪 だ か ら な ん だ っ て 出来 る し 、 暮らせ る ん だ と 言う ご 都合 主義 より も 、 こ の 頃 
の 太 郎 シ リー ズ に は 、 生 活 感 が に じみ 出 て いて 非常 に 面白 い の だ 。 
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② 「 ボ ク は 新入 生 」 (64 年 作 130P ) 
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この 作品 は 、 や は り 後 に 「 騰 車 」 と し て 書き 直さ れ て いる 。 これ は 、 東 京 に 怪 気 象 (プリ ガ ド ー ン 現象 ) が 出 
現し 、 調布 市 が 包ま れ 妖 怪 の 町 に な っ て し まう 。 鬼太郎 達 も 倫 こ まれ 、 さ ら に この 作品 に は 漫画 家 水 木 し げ る 一 
家 も 登場 する 。 タイ トル の 「 ボ ク は 新入 生 」 と は 、 こ の 任 気象 か ら 抜 け 出す 為 に 妖怪 世界 の 妖怪 大 学 に 入学 し て 
その 秘密 を 探 ろ うと する と ころ か ら つ いた の で ある 。 最後 に 怪 気 象 を 操っ て いる が ガ モ ツ 博士 と 戦い 伴 気 象 は 、 全 
て の 妖怪 、 そ し て 鬼太郎 達 と 共に 消え 去っ て 行く の で ある 。 


プリ ガ が ドー ン の 中 の 妖怪 世界 


が ガ モ ツ 博士 と 大 団 円 まで 


③ 「 ア ホ な 男 」 (64 年 作 130P) 
これ は 、 了 終 まじ か の や くさ ざ の 親分 が 知 と し て 寺 気 に な る 。 し か も 者 返り 始め る の で ある 。 原因 は 、 な ん と 
輸血 し た ね ずみ 男 の 血 な の で あっ た 。 これ を 知っ た 親分 は 、 子 分 を 総動員 し ね ずみ 男 の 血 液 を 狙う 。 そ し て 病院 
の 院長 た ち も 学 術 的 な 見 地 か ら ね ずみ 男 の 血 を 求め る 。 当 の ね ずみ 男 と 言え ば 、 血 を 売っ た 資金 で 毛 生 え 薬 の 大 
量 生産 と 言う 事業 に 乗り 出し て いた 。 ま た 鬼太郎 も 現世 の 不幸 せ を 来世 (死後 ) で 埋め 合わ せ を する と 言う ” あ 
の 世 保 健 ”" の 勧誘 に 回 っ て いた 。 ね ずみ 男 を 勧請 する が 、 体 よく 断 わ ら れ 「 し か し お 前 が 入ら な いと な る と ・・ 
・ こ まっ ちゃ うな ー、 妖怪 が 人 間 社 会 で 生き て ゆく の は 楽 じ ゃ ね いや ・・・」 と 吐 き な が ら さ ら に 勧誘 に 回 っ て 
行く 。 そし て 浸 画 家 の 水木 さがる に 怪奇 オリ ン ピ ッ ク の サー ビス 券 を 付け る 事 に よっ て よう や く 勧 誘 に 成功 する 。 
一 方 ね ずみ 男 は 、 や くさ の 親分 に だ まさ れ て 捕まっ て し まう が 、 得 意 の 悪臭 攻撃 で 撃退 し 、 さ ら に 親分 か ら 自分 
の 血 を 抜き と っ て し まう 。 哀れ 親分 は 、 予定 通り あの 世 へ 直行 。 その 頃 水 木 は 、 怪 誕 オ リン ピッ ク の 券 に 書か れ 
た 如く その 券 を 飲み こん で 風呂 に 入る 。 する と 地底 よ り 自 分 と 同じ 声 で 距 き かけ て くる 。 その 声 の 主 は 「 お 前 の 
填 だ 」 と 言い 、「 霊 は 手足 や 目 と 同じ よう に 2 つ あ る の だ 、 一 つが 地上 で 肉体 を 得 て い る 問 、 も う 一 つの 霊 は 地 
下 の 世 界 で 休ん で いる の だ 。」「 今 の お 前 が 死ね ば 今度 は 、 私 が 地上 の 何 如 か で 生ま れる 生命 に 宿る の だ が 、 今 
団 ま それ と 事情 が 違う 」「 お 前 が 死ん で いな い の に ”" あの世 " に 来る の だ か ら お 前 は その 肉体 を 脱 き 捨て て 億 が 
お 前 の 体 を 買う の だ 」 と 言わ れ 絢 制 的 に 肉体 を 奪わ れ て し まう 。 霊 と な っ た 水木 は 、 地獄 の 健 放 オ リン ピッ ク 会 
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働く 妖怪 た ちの 会 話 か ら 
場 へ と 着く 。 そこ に は ね ずみ 男 が 怪 厨 オリン ピッ ク に 行っ た と 聞い て 、 ね ずみ 男 を 追っ か ける た め に や は り 鬼 太 


郎 の " あの 世 保 健 " に 入っ た 病院 の 院長 が いた の で ある 。 し か し ね ずみ 男 は 風緒 の 為 に これ ず 、 代 わりに 目玉 の 
親父 が 来 て いた 。 その 事 を 目玉 が 二 人 に 話す と 、 二 人 は 、 地上 に 帰る と 言い だ す が 、 一度 あの 世に 来 た も の は 帰 
れ な い の だ 。 二 人 は 、 結局 は あの 世 の 方 が 現世 より 素晴らし い 世界 で ある 事 を し み じ み と 感じ る の で あっ た 。 一 
方 バカ を 見 た の は 水木 の 体 を 得 た 霊 で あっ た 。 毎日 仕事 に 追わ れ 、 生き 甲斐 な ど 無い ・・・「 ア ホ な 男 」 と は こ 
の 霊 の 事 だ っ た の で ある 。 こ れ は 非常 に 優れ た 風刺 漫画 で ある 。 

さて 、 こ の 「 ア ホ な 男 」 と 「 ボ ク は 新入 生 」 は 「 水 木 し げ る 貧 本 漫画 傑作 選 」 の 第 2 巻 「 墓 場 史 太 郎 ( 下 ) 」 に 
「 お か し な 奴 」 は 、 第 1 巻 「 墓 場 鬼 大 郎 (し 上 ) 」 に 収録 され て いる の で ぜひ ぜひ 一 読 頭 い た い 。 
⑳「 な いし ょ の 話 」(1964 年 作 135P) 

これ は 後 の 「 大 海獣 」 の 母体 と な っ た 作品 で ある 。 し か し この 作品 自体 が 最も 初期 の 作品 「 怪 吉 ラ バン 」 で の 
人 間 め 巨 大 な 怪獣 に 変身 し て し まう も の の バリ エー ショ ン と 言え る 。 この 作品 で も 鬼太郎 は 、 ほとん ど 活 躍 せ ず 
いき な り ね ずみ 男 が 買っ た " 猫 要 ら ず ” の 代わ り に な る だ ろう と 古道 具 屋 の 苑 さ ん に 言わ れ た ” 人 だ ま の 干物 " 
を 奪っ て 食べ て し まう 。 そし て な ん と 溶け て し まう の で ある 。 そし て 前 述 し た 如く 溶け た 鬼太郎 を 持っ て ね ずみ 
男 は 、 恐れ 山 に 向かう の で ある 。 さ て その 帰路 の 途中 で ね ずみ 男 は 、 目玉 親父 を 落と し て し まい 、 ね ずみ 男 は 捜 
し 回 る の だ が 、 冬 の 東北 ゆえ 雪 の 為 に 負え と 楽 さ で 倒れ ん て し まう 。 そこ を あん ま に 助 け て も ら う こと に な る 。 ね 
ずみ 男 は 、 あん ま に 「 目 玉 の 妖怪 は 、 三 つの 願い を か な えて くれ る の で 探し て くれ と 頼み 、 あ ん ま の 話 に よる 
「 鯨 神 」 の 講演 を 聞き に 青森 大 学 に 行く 。 青森 大 学 で は ニュ ー ジ ー ラ ンド へ 神 の 探険 隊 を 出す こと に な り 、 ね 
ずみ 男 も つい て 行く 。 ある 夜 、 鯨 神 が キ ャ ンプ を 上 襲い 探険 隊 は 全滅 に 近い 大 打撃 を 受け る 。 ね ずみ 男 は 偶然 に も 
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隊 神 の の 血 を 採血 する こと が 出来 た 。 隊長 は 、 死 に 際 に その 血 を 運ぶ 任務 に 生き 残っ た 青森 大 学 の 天才 学生 山田 
( 鯨 神 の 生存 説 を 説い た 好 青 年 ) に 託す 。 し か し も う 一 人 の 天才 学生 村岡 (山田 の 説 に 敵対 し 、 つ ね に 名 声 を 得 
た いと 思っ つて いる エゴ イス ト ) は 、 傷 付い た 山田 か ら その 血 を 奪い 、 山 田 を 置き 去り に し て し まう 。 話 は 変わ っ 
て 東北 の の 山田 家 に は 、 行 方 不明 の 目玉 親父 が 凍傷 に な りな が ら も 保護 され て いた 。 山田 の 父 は 、 あ ん ま に そ の 
目玉 は 妖怪 で あり 、 し か も 三 つ の 願い を か な えて くれ る 良い 妖怪 で ある と 聞い た 。 山田 の 父 は 、 冗談 半分 に 目玉 
に 「 息 子 が 三 征 万 円 欲し が っ て いた か ら 、 我 に 三 十 万 円 を さ ず けた まえ 」 と 願い を か けた 。 する と 大 学 の 研究 室 
か ら の 使い が や っ て 来 て 、「 控 人 先 紗 行方 不明 に な り 、 飛行機 で 探索 し た 結果 8 名 の 遺体 を 発見 し た に 留まり ま 
し た が 、 全 員 死亡 し た も の と し て 野寺 金 に 三 十 万 円 を 受け 取っ て 下さ い 」 と 期 せ ず 、 灰 い と 同額 で 有る こと に 山 
田 夫 奏 は 気 を 失っ た 。 この コン セプト は 、 よ く 知 られ て いる と 思う が W・W・ ジ ャ コブ プ ズ の 「 猿 の 手 」 を アレン 
ジレ た も の で ある 。 原作 で は 、2 つ 目 の 願 い に 死ん だ 息子 を 生き か えさ せ て くれ と 母親 が 康 う 、 す る と 玄関 を 叩 
く 音 が 聞こ えて くる 。 母親 は 玄関 を 開け よう と する が 、 父親 は どん な 姿 で 死ん だ 息子 が 帰っ て 来る か を 忘れ て 、 
3 つ 目 の 願い で 息子 を 墓場 に 返し て くれ と 頼み 、 玄関 は 静か に な る 。 と 言う 話 で ある 。 
水木 し げ る 氏 は 、 この よう に 外国 の 小説 を その まま 利用 し て 日 本 の 土着 性 と アレ ンジ し て 使う こと が 多い 。 こ 
の 「 猿 の 手 」 は 、 そ の 後 の 短編 「 廃 石 」 で も 使っ て いる 。 また J・ ウ ィ ン ダ ム 原 作 の SF 「 呪 われ た 町 」 を 舞台 
を 江戸 時 代 に 移し て 「 呪 われ た 村 」 と し 、 ゴ ー リ キー 原作 の 「 魔 娘 ヴ ィ ー」 を や は り 時 代 劇 販 と し て 「 異 形 の 物 」 
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この シー ン か ら 鬼 太郎 は 、 最 後 の 場面 まで 児 太 郎 は 、 
妖怪 病院 へ 入る 事 に 


プル リ 
シル 


鯨 神 の 血 を 


と し 、「 洞 窟 の 女王 」 を 「 猫 姫 様 」 に と 書か れ て いる 。 話 を も ど し て ニュ ー ギ ニア の 港 で 、 村岡 は 日 本 に 帰れ ば 
一 曰 地 位 と 名 声 を 独り 占め 出来 る と 妄想 に ふけ っ て いた 。 そし て 船 に 乗 ろ うと し た と き 、 ね ずみ 男 に 助け られ た 
山田 と 再会 する 。 村岡 は 、 表面 上 で は 、 山田 に わび 反省 し た ふり を し た が 、 内 心 自分 や っ た 行為 を 山田 に 暴 器 さ 
れ た ら ・・・ と 、 山 田 の すき あら ば 亡き 者 に し て し まお うと 考え て いた 。 船 の 中 で 村岡 は 、 山田 の 傷 の 手当 を す 
る ふり を し て 触 神 の 血 を 注射 し て し まう 。 その すき に ね ずみ 男 は 、 鯨 神 の 血 を 取り 返し 、 血 を 水筒 に 入れ 採血 管 
に 赤 イ ンク を つめ て お いた 。 注射 され た 山田 は 、 見 る 見 る その 姿 を 鯨 神 に 変身 し て いっ た 。 水 を 求め て 海 に 飛び 
込 も うと し た 山田 を 引き 止め よう と し た ね ずみ 男 は 、 山田 と 共に 海 へ 落ち て し まう 。 完全 に 鯨 神 と 化し た 山田 は 、 
ね すみ 男 を 背 に 乗せ 日 本 へ と 向かっ て いた 。 その頃 圧 し み を こら えて いた 山田 の 母 は 、 と うと う 父 の 反対 を 押し 
切り 目玉 に 「 我 が 子 を 家 に 帰し て 下さ い 」 と 2 つ 目 の 灰 い を する 。 する と 屋敷 の 玄関 か ら ト ント ン と 音 が する で 
は な いか 、 戸 を 開け る と そこ に は 鯨 神 に 変身 し た 山田 が 立っ て いた 。 そこ え 全 快 し た 朱 太 郎 が 、 目玉 の 父親 を 訪 
ね に や っ て 来る 。 山田 夫 奏 は 、 こ れ は 三 つ の 灰 い を か な えて くれ る 妖怪 だ と し て 、 も う 一 日 貸し て くれ と 頼む 。 

山田 夫 奏 は 、 鯨 神 が 「 オ トウ サン 」 と 喋っ た の を 思い 出し 、 あ れ が 自分 達 の 息子 で ある こと を 知る 。 そし て 最後 
の 了 顕 いと し て 「 息 子 を 人 間 に も ど し て 欲し い 」 と 頼む 。 その 頃 鬼 大 郎 は 、 バッ タリ と ね ずみ 男 に 出会う 。 ね ずみ 
男 は 、 父 親 の こと を うま く ご ま か し 、 鯨 神 と な っ た 山田 を 助け る よう に 頼む 。 翌日 ね ずみ 男 は 、 目玉 の 親父 を 凌 
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い 者 と な る 。 この 作品 と 前 項 の 「 ア ホ な 男 」 は 、 むし ろ 衝 太 郎 は 脇役 で ね ずみ 男 が 主役 と し て 活躍 する と 言う 異 
色 作 に な っ て いる 。 し か し 、 ね ずみ 男 の キ ャ ラク ター は 、 絶品 で あり 、 水 木 氏 も ね ずみ 男 を 主役 に 使い た く こ の 
二 作 品 を 作っ た の で あろ う 。 その 事 は 、 後 に が ロ 等 で ね ずみ 男 の 完 全 主 役 の 作品 を 多く 書き 続け た 事 か ら も 作者 
の ね ずみ 男 へ の 愛着 が うか が えら れる 。 な お この 作品 は 、 や は り 「 水 木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 」 第 11 巻 に 収録 さ 
れ て いる 。 
〇 さて 、 初 期 の 鬼太郎 は 、 貸本 時 代 に お いて は 2 つの 面 を 見 せ て くれ る 。 初め の 頃 は 、 い か に も 恐 拓 を 主体 に し 
た ホラ ー 浸 画 で あっ た が 、「 鬼 太郎 夜話 」 あたり か ら 除 々 に 水木 し げ る 氏 の 持ち 味 で ある ユー モア と 風刺 の 感覚 
が 生ま れ て 来る 。 そし て 昧 太郎 は 、 怪 奇 漫画 の 姿 を 借り た 社会 風刺 の 漫画 へ と 変貌 し て いく の で ある 。 本 分 に も 
記し た よう に 、 ね ずみ 男 は ここ で は 単なる 風来坊 で は 無く 、 い つも 新しい 事業 の 為 に 働き 、 鬼 大 郎 自 身 も この 当 
時 は 、 決 し て 正義 の 為 に で は 無く 生き る 為 に 働く の で ある 。 この 事 は 、 当 時 水木 し げ る 氏 の 「 現 実 の 社会 は キビ 
シイ 」 ど 言う 彼 自 身 の 生活 感 を この 漫画 の 主人 公 に ダブ ら せ て 書い た も の と 思わ れる 。 すなわち 妖怪 で さえ 借金 
に 苦し み 、 働 か ね ば 人 間 社 会 で は 生き て 行け な いと 言う 事 で 、 こ れ は 当時 水木 し げ る 氏 は 、 貧困 の 生活 に 打ち ひ 
し が れ て お り 、 い くら 働い て も 決し て 幸福 に は な れ な いと 言う 一 時 期 を 、 こ の 鬼太郎 シリ ー ズ の 中 に その 事 を 訴 
える か の よう に 書き 綴っ た よう に 思わ れる 。 と に か く 当時 は 、 水 木 氏 は より 多く の 漫画 を 書か な けれ ば 金 に な ら 
ず 、 書き 上 げ て も 原稿 料 が 後払い に な っ た り 、 ま た 出版 社 が 貴 れ て 原稿 料 が パー に な る 事 も あっ た と 言う 。 そう 
言う 様 を 一 種 の 怒り と し て スト ー リ ー の 中 に 知ら ず 、 知ら ず 導 入 し て いっ た の か も 知れ な い 。「 ア ホ な 男 」 の 中 
で 鬼太郎 が 水木 さがる の 所 へ あの 世 保健 の 勧誘 に 行く くだ り で 、 水木 に 今 幸 福 か を 尋ね る と 「 ま ず 幸 福 な 方 だ 」 
と 答え る が 、 幸福 を 調べ る 幸福 度 計 を 口 に 加え る と な ん と マイ ナス の 値 を 示し て いる 。 実は 、 不幸 で ある と 言う 
の だ 。 この 事 は 、 後 に あの 世 の 霊 と 体 を 取り 替え る 事 に よっ て あの 世 か ら 来 た 霊 も ”" 生き る 事 ” が 幸福 で ある と 
考え て いた の が 、 も の 凄い 苦痛 で ある 事 を 知る の で ある 。 この ユー トピ ア 論 は 、 今 だ に 水木 氏 自身 持ち 併せ て お 
り 、 多 く の 作 品 か ら 読み 取れ る が 、 と に か く 働 か な いで 暮らし て 行け る 事 が 、 最高 の 美化 で ある と 考え て いる の 
だ 。 これ は 、 も と も と 子供 の 頃 か ら 怠 け 者 で あっ た 氏 の 戦争 中 、 南方 の 土 民 達 と 暮らす 事 に よっ て より 身 に 着い 
た も の で 、 氏 は 、 終戦 後 も その の ん びり し た 土 民 達 の 生活 を 捨て きれ ず そ こえ と ど ま ろ うと し た の だ 。 し か し こ 
の 当時 は 、 尾 奇 漫画 と 言う 枠 、 そ し て 氏 の 現代 社会 に 対す る 不信 感 か ら 「 生 と は 苦痛 を 有する も の 、 死 と は ユー 
トピ ア で ある 」 と 言う 極端 な 図式 が 現われ た の だ ろう 。 それ と 共に 社会 に 対す る 風刺 が 多く 現われ る よう に な っ 
た の だ と 私 は 思う 。 し か し 水木 し げ る 氏 の 漫画 に は 優し さ が あ る 。 これ は この よう な 現状 に あい な が ら も 決し て 
過激 な 漫画 を 書か な か っ た 事 は 、 や は り 氏 の ユー トピ プア 論 と 氏 自 身 の お お ら か さか ら で あ ろう 。 それ ゆえ ペー ソ 
ス と ユー モア に 富ん だ 作品 が 、 後 に 多く 誕生 し て 行く の で ある 。 その 代表 作 に 「 河 章 の 三平 」 が ある 。 話 を 鬼 太 
郎 に も どす と 、 この よう に 貸本 版 鬼 太郎 シリ ー ズ は 、 水 木 氏 自身 の 社会 に 対す る 不信 感 を 表現 し た 尾 庁 漫 画 に 姿 
を 借り た 大 風刺 間 画 で あっ た と 思う 。 後に 講談 社 で 漫画 賞 を 受賞 し て 水木 氏 が 成功 を お さめ た 時 に 週刊 少年 マ が 
ジン に 連載 され た 鬼太郎 の 性 格 は 一 変 し て し まう 。 これ は よう や く 水 木 し げ る 氏 の 長い 間 の 苦労 と 努力 が 認め ら 
れ 、 氏 自身 の 生活 が 豊か に な っ た 。 そ れ ゆ え に 生 活 苦 か ら 脱し た 鬼太郎 は 解放 され 、 正義 の 見 方 と し て し て 再 デ 
ビュ ー し 、 の び の びと 活躍 する こと に な る 。 そ の 反面 鬼太郎 に 人 間 臭 さ が 無く な っ て し まっ た 。 


し か し 水木 氏 は 、 以前 の 貧困 地獄 か ら 多忙 地獄 (実に 売れ 過ぎ て 仕事 量 が 増え た の だ ) へ と 移っ て 行く の で あ 
る 。 それ ゆえ 彼 の ユー トピ プア 論 の 代弁 者 と し て 風来坊 の ね ずみ 男 も 再 登場 させ て 活躍 させ て 行く の で ある 。 だ た か 
ら こ そ 和 雑誌 版 の 鬼太郎 は 、 貸本 版 の 鬼太郎 と 比べ る と 偽善 的 に な り 、 貸 本 版 で は 超 能 力も 控え 目だっ た 鬼太郎 は 、 
雑誌 販 で は あら ゆめ る 力 を 使い だ す 。 従っ て 、 よ り ね ずみ 男 の 方 に 人 間 的 な 魅力 が 現われ る よう に な っ た の で ある 。 


【 回 き 下 し Ag 二 定 コ 
週刊 少年 マガ ジン に 載っ た 初期 の 雑誌 版 の 鬼太郎 は 、 貸 本 版 の 書き 直し と 共に 利用 し て 
いる 作品 も か な りあ る 。 最 後に いく つか の 雑誌 版 の 絵 を 載せ る 。( い ずれ 雑誌 特集 を する 


際 に 完全 を き し た いと 思う 。) 
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@ 本 企画 は 、 以前 (1986 年 ) 私 の 全く の 私 的 新聞 「 ざ ・ か わら ば ん 」 の 中 で 試み た も の で ある 。「 初 期 の 鬼太郎 」 
の 内 容 は 、 当 時 資料 不足 ゆえ に 未 見 の 作品 も 多く 憶測 で 記述 し た 部 分 や 明らか に 間違っ た 記述 を し た 部 分 が あっ 
た 。 今回 この 誌面 に この 企画 を 載せ て いた だ く 事 に な り 、 こ の 機会 を か り て 大 幅 な 改正 版 を 書く 事 に し た 。 

さて この 資料 を 作る に 至っ た 動機 は 、 と に か く 私 は 水木 し げ る 氏 の 漫画 が 好き で 、 特に 「 鬼 太郎 」 作品 が 好き 
な の だ が 、 こ れ は 小学 生 時 代 に 丁度 「 週 刊 少年 マガ ジン 」 に 連載 中 で あり 、 初 め て 買っ た 漫画 の 単行 本 も 上 HIKC 
版 の 「 ゲ ゲ ゲ の 太 郎 」、 ま た 当時 の TV「 悪 魔 く ん 」 や 「 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 」 の 影響 な の で ある 。 ここ か ら 私 の 
水木 漫画 ファ ン の 出発 が 始ま る 。 その 後 は 、 水 木 作品 の 本 は 、 ほとんど 集め 始め た 。 そん な 中 色々 な 水木 し げ る 
氏 の 特集 が 雑誌 等 で 取り 上 げ ら れる が 、 例え ば 「 提 太郎 作品 リス ト 」1 つと っ て も 満足 する 物 が な か っ た 。 そん 
な 中 1980 年 10 月 10 日 発行 の 「 別 冊 新 評 ・ 水 木 し げ る の 世界 」 に 出会い 、 伊藤 氏 の 「 水木 し げ る 作品 リス ト 」 に 触 
発 さ れ 、 無い も の は 、 自分 で 作る し か な い 事 を 悟り 、 ま ず は 完全 版 の 「 水 木 し げ る 単行 本 リス ト 」 作成 の 作業 に 
入り 、 そ の 後 第 3 回 目 の 鬼 太郎 の アニ メ 化 を 記念 し て 、 そ れ ま で 鬼太郎 に 関す る 特集 に 満足 する 物 が 無かっ た 事 
か ら 、 い っ そ 自 分 で 満足 する 物 を 作り 出し て し まお うと 製作 し た も の な の で ある 。 私 は 、 絵 が 好き な の で 特集 も 
ヴィ ジュ アル 感覚 大 せい な も の に し た 。 

し か し これ は 、 あ くま で 私 の 趣味 の 一 貫 で あり 、 ( 他 に 映画 関係 の 資料 も 作り 続け て いる の で す ) 発表 の 場 は 、 
私 の 私 的 新聞 だ け で あっ た の で す 。 (考え て みれ ば 閉鎖 的 や な 一 ) いずれ この 資料 を 一 般 の 水木 ファ ン に お 目 に 
か けた いと 密か に 思っ て は いま し た が 、 中 々 その 機会 が な か っ た の で あり ます 。 

は っ きり 言っ て まだ まだ 不 充分 な と ころ は ある と 思い ます が 、 水木 ファ ン の 方 々 の 参考 に な れ ば 幸い に 思い ま 
す 。 最後 に 伊藤 氏 に は 素人 の 私 の 資料 を 本 書 に 載せ て いた だ き 発 表 の 場 を 与え て くだ さっ た 事 に 感謝 する し だ い 
で あり ます 。 
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②⑨ 本 リス ト は 、1966 年 (昭和 41 年 ) か ら 1990 年 8 月 まで の お よそ 2 4 年 間 に 出 版 さ れ た 水木 


し げ る 著書 に よる 出版 物 を 出来 る だ け 総 ぎら いし た 物 で あり ます 。 な お 1957 年 (昭和 32 
年 ) か ら 1965 年 (昭和 40 年 ) ま で に 出版 され た 単行 本 は 、 い ずれ も 貸本 用 単行 本 な の で 今 
回 は 、 本 表 か ら は 除外 し た 。 
また 、 今 回 リス ト を 作製 する に 当たっ て は 、 そ の 参考 文献 と し て 「 別 冊 新 評 ・ 水 木 し げ 
る の 世界 ( 全 特 集 ) 」(1980 年 10 月 10 日 発行 ) の 中 か ら 「 水 木 し げ る 主要 単行 本 リス ト 148 
選 」( 伊 藤 徹 編 ) か ら 80 年 8 月 まで の 分 を 利用 し た 。 そ れ 以 降 及 びそ の 他 は 、 自 分 で 収集 
し た 本 を も と に 作製 し た 。 

ちな み に 伊藤 氏 は 、 大 の 水木 し げ る マニ ア で あり 、 中 学校 の お り 上 京 し 、 水 木 宅 へ 押 
し 掛け 1 週間 ぐら い 泊 まり 込ん で 本 と 原稿 の 整理 を し た ほど で 、 そ の 人 後 水木 し げ る 者 書 
の コレ クタ ー と し て は 右 に 出る 者 は いな いと 言う 存在 に な っ て いる 。 な に し ろ 完 璧 に 近 
い 「 水 木 し びる 作品 目録 」 を 1974 年 に 完成 させ る な ど 、 水 木 し げ る 自身 が 「 僕 の 作品 の 
こと な ら 僕 より 伊藤 君 に 聞い た 方 が 詳し いよ 」 と 言わ し め る 程 の マニ ア な の で ある 。 彼 
は また か つて 水木 し げ る ファ ンク ラブ の 会 長 を し 、 会 報 「 も の の け 」 を 1978 年 8 月 か ら 
不定 期 に 発行 し 、 現 在 は 、 水 木 伝説 (新しい ファ ンク ラブ ) の 名 誉 会 員 で あり 、 水 木 し 
げ る 氏 の 画業 生活 40 周 年 を 記念 し て 素晴らし い 超 豪華 本 を 手作り で 発行 させ て いる 。 今 
後 も 水木 し げ る 副 書 と 名 うっ て 単行 本 未収 録 作 品 の 復 刻 を し て いく と の 事 で ある 。 
豪華 本 内 の 各 リ スト に は 単行 本 の 表紙 を 入れ 非常 に ビジ ュ ア ル 感 覚 吐 盛 な り ス ト で さら 
に 裏 事 情 の 詳し い 氏 だ け に 解説 も 卓越 し て いる 。 私 も 各 単 行 本 の カバ ー を 入れ た 単行 本 
リス ト を 作る べく 筆者 所 有 の 資料 の 写真 撮影 等 の 準備 を し て いた の だ が 、 本 家 に 先 を こ 
され て し まっ た 。 い や ー ど ん な 世界 に も 上 に は 上 が ある も ん で ある 。 

さて 、 本 単行 本 リス ト は 、 水 木 し げ る 著書 の 物 と し て いる が 、 近 年 の も の に は アニ メ 
関係 の 本 や 水木 プロ 作品 も 含ま れ て いる 。 ま た 逆 に 初期 の 年 代 の アニ メ 関 係 の 本 は 、 そ 
の 存在 が 未確認 ゆえ に 省 い た も の も あり ます 。 

現在 で は 古本 屋 な ど で は 、 水 木 し げ る 氏 の 古い 本 は 、 手 塚 治虫 、 藤 子 不二雄 、 つ げ 義 
春 ら の 本 と な らん で 高価 な 値段 が 付け られ て いる 。 な お 本 リス ト 中 で 私 が 所 有 し て いな 
い 本 は 、 残 す と ころ 「 カ ラー 版 墓場 の 鬼太郎 ⑤ 」1 冊 で ある が 、 こ れ が 中 々 出 て こない 


の で ある 。 
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漫画 家 や 漫画 作品 に 関す る 評論 は 、 質 を 問題 に し な けれ ば 、 量 的 に は 充分 で は な い だ ろ うか 。 も っ 
と あの 作家 に 対す る 、 あ の 作品 に 対す る 評論 が 読み た いと 思っ て いる 人 は そん な に 多く な いと 思う 。 
し か し 、 手 塚 治虫 の 単行 本 未収 録 作 品 に は どん な も の が ある の か 、 白土 三平 が 貸本 時 代 に どん な 作品 
を 書い て いた か 、 そ ん な こと を 思っ て いる 人 は 随分 いる よう な 気 が す る 。 

この よう に 、 漫 画 は 出版 界 の 中 で は 、 量 的 に は 全盛 を 極め て いる が 、 作 家 研究 は か な り 立 遅れ て い 
る 。 特 に 書誌 関係 は 、 漫 画 雑誌 ・ 単 行 本 が 過去 、 消 費 材 と し て 扱わ れ て いた だ け あ り 、 資 料 保存 も 含 
め て 早急 な 対応 が 望ま れる 。 
水木 し げ る は 世代 を 超え て 、 読 み 継が れる 作家 で ある の で 、 同 じ 作 品 が 幾度 と な く 単 行 本 化 さ れ 
る 。 だ か ら 熱 心 な ファ ン で あっ て も 、 何 回 も 単行 本 化 さ れる 作品 を 全て 購入 する こと は 、 資 金 より 精 
神力 が 求め られ る 。 単行 本 の 同じ 作品 で も 途中 一 部 が 改稿 され た り 、( 例 : 宇宙 虫 、 鬼 太郎 夜話 ) 、 雑 誌 
時 か ら 単 行 本 収録 時 に 大 幅 に 改稿 され た (幽霊 一 家 ) 作品 も ある 。 水木 作品 を 徹底 的 に 解明 し よう と 
決心 し た 読者 は 、 作 品 掲載 誌 、 そ し て 全て の 単行 本 を 収集 し な けれ ば な ら な い 。 こ うな る と 、 こ れ は 
金銭 の 問題 で は な く 、 収 集 ス ペー ス 、 家 族 の 理解 の 問題 で 、 普 通 の 人 生 を 送っ て いる (本 箱 に きち ん 
と 本 が 収納 で きる ) 人 達 に は 、 想 像 も で き な い 苦労 と 心痛 が 伴う の で ある 。 
平林 重雄 氏 の 「 ざ ・ か わら ば ん 」 は 親しい 友人 に 配布 し て いた ミニ コミ 新聞 で 、 特 集 内 容 は 水木 し 
げ る に 止ま ら ず 、 映 画 関係 全般 に 及ぶ 。 そ の 内 容 た ろ る や 、 テ クス ト ・ ク リティ ー ク に 微 し 、 正 確か つ 
非常 に ビジ ュ ア ル に 富ん だ も の で ある 。 今回 氏 の 承諾 を 得 て 、 水 木 し げ る 関係 の バッ ク ナ ン バー を 復 
刻 し た 。 本 に すれ ば 小冊子 か も し れ な い が 、 こ こ に 至る 経緯 を 想像 する と 、 敬 服 の 念 に 絶え な い 。 
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